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踊る世界、イヴの調律





細音　啓
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　竹岡美穂
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　虚奏　『心のかけら』










『始まり』は、いつ、どこで、どのように始まったのだろう。











　全すべての始まりは……いつだったのだろう。


　思えばあの緋ひ色いろの髪かみの少女は出会った当初から、本ほん能のうとも言える根こん源げん的な段だん階かいで、目の前に与あたえられた名めい詠えい式しきを嫌きらっていた。


〝わたしの進む道は本当にこれでいいのかなって。もっと別の道があったんじゃないかっていつも考えちゃう〟


　これが、少女が零こぼした最初の言葉。少女は、名詠学校に入学しながらも名詠式を拒こばんでいた。


〝ねえ、キミは、名詠が怖こわいと思ったことってない？〟


　そして、二度目。これは夏期合宿の際さいに少女が口にした言葉。


　少女は名詠式を怖おそれていた。


　次々と少女が告げる、名詠式に対する不安。怖れ。戸と惑まどい。


　これらに対し、もう少しだけ……疑ぎ問もんに思うべきだったのかもしれない。


　なぜ、彼女がそこまで名詠式を本ほん能のう的に拒んでいたのか。


　その根底に眠ねむるものは何か、ということを。












　序奏　『ツァラベル、涙なみだと呼よばれた島で』







〝風の砕けた日ゲシユタルロア──そう呼よばれた事じ件けんに記き憶おくはありますかな〟





　かつて、黄こう砂さ色いろのローブを羽は織おった名も知らぬ老人に問われた言葉。それを思い出し、カインツはゆっくりと頭上の雲を見上げた。


　ツァラベル、それは世界地図にすらその存そん在ざいを否ひ定ていされた小さな孤こ島とうだった。訪おとずれる者もなく、島に生息する生物すらまるで見当たらない──忘わすれられた島。


「あの時は、あなたの告げる意味が分からなかった。それをよりによってこんな時に思い出すのは、皮ひ肉にくなのかな」


　灼やけ焦こげた炭色の土。対照的に、枯かれ草色のコートは命の息い吹ぶきの色を思わせた。


　千ち切ぎれ飛ぶように、次から次へと流されていく白雲。風の生まれる場所、この島を知る者はここをそう呼ぶこともあるらしい。


「……ここに辿たどり着くまで三年か。ボクも時間には大たい概がいルーズだな」


　この島を訪れることを老人に誓ちかってから、既すでに三年が経けい過かしていた。行こうとは何度も決意したのだが、そのたびに何らかの理由によって延えん期きせざるをえなかった。そんな自分を今回突つき動かしたのは、大陸中で密ひそかに問もん題だい視しされている謎なぞの名詠だ。


　三年前に老人から告げられた不ふ可か思し議ぎな目もく撃げき談だんと何か関係があるのでは？


　何の根こん拠きよもないが、自分でも不思議なほど、確かく信しんにも近い予感が胸むねの中でひしめきあっていた。


〝あなたが知らないのも無む理りはない。ひどく些さ細さいな事件でしたから。私とて偶ぐう然ぜん、その事件が起きたとき、ツァラベルに近い大陸の街にいたから目撃しただけのこと〟


　聞けばその老人は随ずい分ぶん長いこと、そして執しゆう念ねんとも言えるほどの手間をかけ、自分を捜さがし続けていたという。行いき先さきを誰だれにも告げずに旅に出る。そんな放ほう浪ろうを繰くり返していた時期のことだ、老人にとっては相当の苦労があっただろう。


〝事件の内ない容ようは……ただ、小さな島で謎の爆ばく発はつが起きたこと、そして緋色の閃せん光こうが突とつ如じよとして発生した。ただそれだけです〟


〝周囲の者は気味悪がって近づこうとしませんでしたが、この老いぼれはその現象が気になりましてな……ああ、これは最初は、本当に単なる好こう奇き心しんでした。とにかくも、小型の舟を一隻せき借り受けまして、出向いたわけです〟


　その結果目にしたものが、この島一面に咲さく緋色の花──アマリリスだった。


〝一目見てすぐ、これは異い常じようだと分かりました。島の地じ肌はだは灼け焦げ他ほかの生物は皆かい無む。その中で、なぜこのような可か憐れんな花だけが不自然なまでに咲き誇ほこっているのか〟


　当然の疑問だ。


　この島に来てすぐ、カインツもまた同じ疑問を抱いだいた。


〝島を探たん索さくするうち、島の中央部に着きました。島の中でも一いつ層そう花が生おい茂しげった場所で、ただ一箇か所しよ咲いていない、まさに島の中心部。そこで私は奇妙な石を見つけました〟


　老人が透とう明めいの容器に入れていた物体を、三年経たった今でも覚えている。


　何か巨きよ大だいな物の鱗うろこを思わせる表面をした、化石のような石だった。最初はそれを触媒カタリストと言われても、すぐには頷うなずけなかったことも覚えている。


〝触ふれた途と端たん、その石から名めい詠えい光こうが溢あふれ出た。さながら洪こう水ずいのように。瀑ばく布ふの水みず飛沫しぶきのように。生まれた光の強さは、私が数十年見たこともないほどに強かった──それが、私がツァラベルで発見した究きゆう極きよくの触媒カタリストでした〟


　……究極の触媒カタリストか。


　その言葉自体には、カインツは特に特別な感情を抱かなかった。


　もちろん気にならないと言えば噓うそになる。だがそういった特別な触媒カタリストに頼たよることが、必ずしも名めい詠えい式しきの真しん価かにつながるとは思わなかったからだ。





「そうね。では、あなたはなんのためにここに来たのかしら」





　カインツの回想は、少女の言葉であまりにあっさりと切せつ断だんされた。


「あなたはこの場所にやって来た。それはわたしと出会うためでしょう？」


　透すきとおるような輝かがやきを放つ緋ひ色いろの髪かみの少女。その肌は真しん珠じゆのように白く、また瑞みず々みずしい。顔かたちに至いたっては、古代の彫ちよう像ぞうを思わせるほどに均きん整せいがとれていた。


〝だがその触媒カタリストを発見した場所で、私は更さらなる謎に出くわした。緋色の髪の、十歳さいほどの少女。その特とく徴ちようだけならば、おそらく大陸中を探せばいくらでも見つかることでしょう。しかし──〟


　老人の言葉は熱とふるえが入り混まじっていた。


　弱々しく自みずからの腕うでを天へと掲かかげ、その老人は言った。


〝その少女は何かが違ちがった。ソレと目があった瞬しゆん間かん、私は私の全すべてを見透かされたことを悟さとった。私が敗者となった理由。名詠式に打ち込む理由。まるで抵てい抗こうできぬまま心の内に侵しん入にゆうされた。心を汚けがされたわけではない、だがそれ以上の恐きよう怖ふがあった〟


〝おそらく私は、あの時一種の恐きよう慌こう状じよう態たいになっていたのでしょう。無む我が夢む中ちゆうでソレに対抗しようと、その島で拾った石を触媒カタリストに、自身の持つ最強と信じていた真しん精せいを詠よんだ〟


　だが──


　その真精は、少女の目の前で霞かすみのように消しよう滅めつしてしまったという。


　老人が告げた別れの言葉は、たった一言。





〝『clue-l-sophie緋色の neckt背約者』に、お気をつけなさい〟





　今から六年前に老人は謎の少女と出会った。その時の彼女の外見は十歳程てい度どの少女。それから三年後、つまり三年前に自分は老人からその事実を告げられた。もし順当に年を経ているのならば、現げん在ざいその少女は十六歳ほどになっているはずだ。


　しかし今目の前にいる少女は、いまだ十代の前半。思春期に入りたての頃ころだろうか、せいぜい十二、三歳だ。十五、六には見えない。


「あら、そっちの姿すがたの方が好みだった？」


　くすりと、それを見透かしたかのように少女が笑う。


「十六歳。現在の姿はあの子のものだから、わたしは過か去このものを借りていたのだけど、あなたが望むならそっちでも構かまわない」


　足あし下もとの花を楽しげに愛めで、少女がしゃがんだ姿し勢せいで見上げてきた。


「でも、そんな姿の是ぜ非ひなどどうでもいいでしょう？　あなたはわたしを求めてやってきた。そしてわたしもまた、あなたを待っていた。あなたという存そん在ざいを待ち望んでいた」


「……君は」


「あの時にもちゃんと教えたじゃない。わたしの名前」


　あの時？


　胸むねの奥おくでその単語を反はん芻すうするも、澱よどんだ記き憶おくの中にそれらしき名前は浮うかばない。


　ただ一つ思い浮かぶとすれば──clue-l-クルーエ・ル・sophie ソフイ・necktネクト


　まだ記憶に新しい。学園で、夜色の少年の隣となりにいた少女。その名に酷こく似じした音の響ひびき。


「それとも、あなたには〈始まりの女イヴ〉の名前の方が大事かしら？」


　口元に手をあて、少女がくすりと笑う。


　……なぜイブマリーのことまで。


「わたしは全てを知っているから。全ての過去と全ての未来を知っている」


　自らを抱きかかえるように両手を胸むな元もとで交こう叉ささせ、少女がそっと瞳ひとみを閉とじた。


「でも、あなたはその予定運命の外にある」
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　予定運命。


　元来は発生学の単語だ。細さい胞ぼうが将しよう来らいどの組そ織しき、器官に分化するか決定すること。うろ覚えなので正せい確かくな意味合いは不ふ明めい瞭りようだが、そのような概がい念ねんだったはず。


「そう、予定運命とは定められた五色の定てい律りつ音おんのことでもある。予あらかじめ用意された、未知なき道。〈全ての約束された子こ供どもたち〉が通るべくする道」


　名詠式、それがこの世界で研究されている技ぎ術じゆつだ。


　自分が望む物を心に描えがき、自分の下へと招まねき寄よせる転送術、それが名詠式。その術式の過程で、詠よび出す対象の名前を賛さん美びし詠うたうことから名詠式という名がついたとされる。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。


　名詠式はこれら五色の音色から成り立つとされる。そして、それ以外の名詠色はない。そう信じられていた。その五色以外の名詠色を構こう築ちくするのは不ふ可か能のうだと。


　だがその不可能に挑ちよう戦せんし、新たなる名詠色を生み出した者が歴史上二人だけ存そん在ざいする。


　虹にじ色いろ名詠士、カインツ・アーウィンケル。他ほかならぬ自分自身。そしてもう一人。


　夜色名詠の創そう造ぞう者しや、イブマリー・イェレミーアス。かつて共に学び、共に約束を交かわした女じよ性せいだ。


「ええ、五色の音色ではない更なる虹色を詠び招まねいた時点で、あなたは夜色でも空くう白はくでもない、更なる可能性をこの世界にもたらした」


　夜色、虹色。それは分かる。


　だが空白？　それは一体──


「……風が生まれた」


　こちらの疑ぎ念ねんを知ってか知らずか、少女が青い双そう眸ぼうを天上へと向ける。


　その両手から、何もないはずの場所から無数に零こぼれる緋ひ色いろの花びら。風に乗りどこかへと運ばれていく花を見送り。


「きっと今夜は、夜の星空が綺き麗れいなのでしょうね。透きとおるような輝かがやきが見られるはず」


　少女は、寂さびしげな瞳で訊きいてきた。


「ねえカインツ、始まりはいつだったと思う？」












　一奏　『砕くだきの緋ひ』







　　　　１





　容よう赦しやなく照りつける陽ひ射ざしに、さらさらと木の葉が鳴る。


「……やっぱりまだ暑いや」


　黒い手て鞄かばんを胸に抱いだき、小こ柄がらな少年が木こ陰かげに隠かくれる。夜色の髪かみに夜色の瞳ひとみをした、線の細い印象の少年だ。


「クルーエルさん、まだかなあ」


　まだ幼おさなさの残る顔つきで、彼はじっと目の前の建物を眺ながめていた。


　トレミア・アカデミー女子寮りよう。三階建ての長方形状の建けん築ちく物ぶつである。黄土色に塗ぬられた外そと壁かべが、朝日を浴びて金色にも似にた光を放っている。


　じっとその玄げん関かんを見つめていると、見覚えのある女子生徒が女子寮のロビーから姿を現あらわした。黒髪長身、運動に長じていそうな細身の体つきをした少女。


　クラスメイトのサージェス・オーフェリアだ。


「あ、おはようございます、サージェスさん」


「……やあ……おはようネイティ」


　ネイティとは少年の本名、ネイト・イェレミーアスの愛あい称しようである。しかしそれはともかく、どうにも目の前の彼女は様子がおかしかった。


「あの、どうしたんですかサージェスさん？　なんかいつもの元気が」


「え……だって……今日から学校始まっちゃうんだよ……夏休み終わっちゃったんだよ」


　ふらふらと、今にも倒たおれそうな様子で告げる彼女。


「それはまあ、暦こよみ通りですし。宿題だってサージェスさん終わってましたよね？」


　正せい確かくには、本来の暦通りなら講こう義ぎは既すでに始まっていたはずだった。


　だが一いつ般ぱん生徒には知られていない特とく殊しゆな厳げん戒かい態たい勢せいにより、ほぼ一週間、学園は全閉へい鎖さ。今日はその閉鎖が解とけ、授じゆ業ぎようが再さい開かいされる初日というわけだ。


「……せっかくの臨りん時じの休みだからって、三日連続……徹てつ夜やで大おお騒さわぎしてたのが効きいたわ」


　三日徹夜。そう言えば学校が閉鎖される前に、随ずい分ぶんと彼女は購こう買ばいでお菓か子しやら何やらを買いだめしていた気がする。


「つまり、単なる寝ね不ぶ足そく？」


「……う……ん……すぅすぅ」


「うわっ、ちょっとサージェスさん！　話しながら寝ないでくださいってば！」


　ぐったりと寄よりかかってくる彼女を激はげしく揺ゆする。


「ネイティ、あたしもう無理……今日は学校休むよ」


「そんなこと言わず！　ほら、校こう舎しやはあっちの方角ですから、しっかり！」


「……ふゅあぁぁ」


　もはや正せい常じような言葉を発する気力もないのか、怪あやしげな言葉を発しつつ、ふらふらと一年生校舎の方向へと歩いていく彼女。


　……なんか、ものすごく心配。


　呆ぼう然ぜんと頰ほおをかき、ネイトはその背せ中なかを見送った。もし自分の手が空すいているなら付き添そうこともできたのだが、今は、もっと深しん刻こくな気がかりがつきまとっていた。


　──クルーエルさん、平気かな。


　夏期休きゆう暇かの終わりと重なるタイミングで起きた、灰はい色いろ名めい詠えいの襲しゆう来らい。全閉鎖する学園。


　そしてその中で、原げん因いん不明の高熱と頭ず痛つうによって突とつ如じよ昏こん倒とうした少女がいた。クルーエル・ソフィネット。自分にとって最も親しい少女だ。


　だからこそ余よ計けいに気になる。つい先日まで学園の医い務む室しつで静養していた彼女。あの時は大分調子も戻もどっていたようだが、女子寮に戻ってからの容よう態だいはどうだったのだろう。


　ばらばらと、授業開始の時じ刻こくが近づくにつれ女子寮から姿を見せる女子生徒。けれど待てども待てども、その中にクルーエルの姿はなかった。


　自分が来る前にとっくに女子寮を出てしまった？　いや、それはないはずだ。そのためにも、今日はいつもより一時間早く男子寮を出たのだから。


　……でも、本当に朝の予鈴が鳴っちゃう時間だ。


　胸むな元もとから懐かい中ちゆう時ど計けいを取りだして時刻を確かく認にん。朝のホームルームの時間まで、今すぐにここから歩いてギリギリ間に合うかどうか。


「……クルーエルさん、今日お休みなのかな」


「こら、勝手に人のこと欠席扱あつかいにしないの」


　ふと。目の前、すぐ近くから声がした。それも、すごく馴な染じみのある。


「──え」


　視し線せんを懐中時計から正面へ。


「どうしたのネイト、こんなとこでぼうっと休んじゃって」


　まず真っ先に、視界に飛び込んできたのは色いろ鮮あざやかな緋ひ色いろの長ちよう髪はつだった。それからトレミア指定の白い学生服。その裾すそと襟えり部分に縫ぬい込んだ赤の線。最後に……


「ほら、早く行かないと遅ち刻こくしちゃうよ？」


　最後に、自分の知る、優やさしげな表ひよう情じようで微笑ほほえむ彼女の顔が瞳ひとみに映うつった。


「クルーエルさん？　……良かった、学校行けるんですね！」


「まったく、相変わらずキミは心しん配ぱい性しようだね」


　苦く笑しよう混まじりの吐と息いきを零こぼし、彼女がさっと歩きだす。


「ほら、早く行かないと遅刻だよ。ネイトもおいで」


「は、はい！」


　……良かった、クルーエルさんの体調戻ったんだ。


　握にぎりしめた鞄かばんは、普ふ段だんより少しだけ軽く感じた。
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　トレミア・アカデミー。


　大陸中央から離はなれた辺へん境きようの地にありながら、生徒数千五百人を数える巨きよ大だい校である。各施し設せつも最新の物を取り入れており、教育水すい準じゆんも中央部の名門校に劣おとらないという評ひよう判ばんだ。特にその広大な敷しき地ちは一般校の平均の三倍を誇ほこっており、学園の敷地内には巨大な校舎に交まじり、自然豊ゆたかな広場や校庭、山林などが見られる。一方、主要な建築物としては一年生から四年生までの各校舎、総そう務む棟とう、図書管理棟などが特に巨大な棟として人目につくと言えるだろう。


　その一つ、一年生校舎。学園の正門を抜けてから最も近い校舎であり、そこがネイトにとっての学まなび舎やだった。


「おはよ～、クルル、ネイト君」


　ネイトが教室の扉とびらを開けると同時、金髪童顔の少女が陽気な様子で手を振ふってきた。


　ミオ・レンティア。ネイトより三歳さい年上、クルーエルと同じ十六歳のクラスメイトだ。普ふ段だんから明るく穏おだやかな性せい格かくであり、成せい績せき優ゆう秀しゆうな勉強家という顔も持っている。


「おはようございます、ミオさん。ええと、ケイト先生はまだ来てないですか？」


「さっきまでいたよ。ほら、夏期休暇が終わってすぐあんなことがあったからね、事情説明も含ふくめて全校朝礼するんだって。ケイト先生は校庭で待ってるから、クラス委員の人が統とう率そつして時間通りに集合すること、だって」


　あんなこととはつまり、灰色名詠の使い手が学園に侵しん入にゆうしたことを指すのだろう。


　目の前のミオに至いたってはその犯はん人にんに直ちよく接せつ捕ほ虜りよにされた経いき緯さつもあったのだが、彼女は無事そのショックからも立ち直ったらしい。


「おー、ネイト来たか。それなら男子は全員揃そろったな」


　のんびりした男子の声。鳶とび色いろの髪かみに鳶色の瞳をした、背の高い生き真ま面じ目めそうな顔つきの男子生徒が手て招まねきしてきた。


「あ、オーマさん。おはようございます」


　オーマ・ティンネル。ネイトのクラスの男子クラス委員で、男子生徒の中では彼と話すことが多い。生真面目な外見と裏うら腹はらに性格は割わりと大おお雑ざつ把ぱなのだが、周囲の生徒に分わけ隔へだてなく気配りできるという几き帳ちよう面めんさも併あわせ持ち、それを見み込こまれてクラス委員に推すい薦せんされたらしい。


「おいっす。さっそくで悪いけど、鞄置いたらこっち並ならんでくれ」


　言葉の通り、教室の入り口に立つ彼の前には、既すでに男子生徒全員分の姿。どうやら自分で最後のようだ。


「あ、はい、すぐ行きます！」


　鞄を投げ捨すてるように机つくえの上に放ほうり、ネイトは慌あわてて列の最さい後こう尾びにくっついた。


「よし、これで男子は問題ない。あとは女子だけだな」


「……女子？」


　オーマの視線につられ、ネイトも教室の後部座席側へと振り向いた。


「ねえねえクルーエル！　なんでネイト君と一いつ緒しよに来たの？　しかも時間ギリギリ。二人して何かしてたんでしょ！」


「してないしてない。会ったのも偶ぐう然ぜん！」


　女子側のクラス委員であるクルーエルが、何やら周りの女子生徒への対たい応おうに追われているようだった。


「ほら、いい加か減げん喋しやべるのやめてちゃんと並んで！　ていうかサージェス、寝ねてないで起きなさいってば！　あ～もう、みんな、しまいには怒おこるわよ？」


　机に突つっ伏ぷして寝ているサージェスをたたき起こし、列の後ろで騒さわいでいる女子に向けて叫さけぶ彼女の姿すがた。


「……なんかこの光景、以前にもどこかで見たような」


「以前にもというか、もうお決まりの儀ぎ式しきみたいなもんだ。ネイトが転入してくる前からこんな感じだぜ？」


　慣なれた様子でオーマが肩かたをすくめてみせる。


　……クルーエルさん、かわいそう。


　教室の隅すみから隅まで走り回る彼女の姿に、ネイトは心中呟つぶやいた。


「ていうか、間に合わないから男子だけでもさっさと行くか？」


　オーマの投げやりな提てい案あんに、異い論ろんを挟はさむ男子生徒は誰だれ一人ひとりとしていなかった。





「……あれ」


　校庭の片かた隅すみに整列した状じよう態たいで、ネイトはふと眉まゆをつりあげた。


「どうかした、ちび君？」


　目め敏ざとく、隣りん列れつに立つ日焼けした少女が顔を向けてきた。エイダ・ユン。白色名めい詠えいを専せん攻こうするボーイッシュな女子生徒で、反唱という特とく殊しゆな名詠式を使いこなす祓名民ジルシエの一族である。


「いえ、ちょっと意外だなって」


　周囲には自分たち同様に整列した生徒たち。周囲に声が洩もれることのないよう、ネイトは極力絞しぼった声でエイダに耳打ちした。


「朝礼なんですけど……もう安心して構かまわない、みたいな内ない容ようだと思ってました」


　全校朝礼の内容は、ネイトが予想したより幾いく分ぶん深しん刻こくなものだった。


　朝礼の最初にゼア学園長が告げたことは、まず学校を一週間弱閉へい鎖さしたことについての謝しや罪ざい。そして──その閉鎖原げん因いんについては一応の解かい決けつをみたが、いまだ油ゆ断だんは許ゆるされない。万一の事態が生じた時は、教員の指し導どうに速すみやかに従したがってほしいという内容だ。


「ああ、ちび君はまだ聞いてないんだっけ」


　本来明るいはずの声こわ音ねを、エイダが意図的に抑おさえた声で。


「あたしは親おや父じ経けい由ゆで話を聞いてるんだけど、灰色名詠のあいつ、まだ逃げた先が特定できてないんだって。サリナや親父とかも追つい跡せき中らしいんだけど」


　……そうだったんだ。


　名前も外見も判はん明めいしながら、なお行方ゆくえをくらましたままの男。名前はミシュダルと言ったか。その名を思い出すだけでもぞっとする、奇き妙みような狂きよう気きを纏まとった相手だった。


　ゼア学園長の言葉が鋭するどいのも、今エイダが言ったことを踏ふまえてのことなのだろう。


　灰色名詠の再さい度どの襲しゆう撃げきはあり得うる、と。


「──冷つめたっ！」


　不意に肌はだを過よぎった突風に、ネイトは反はん射しや的に縮ちぢこまった。


　冬色の風。背せ筋すじを撫なでた風は、肌が粟あわ立だつほどに凍いてついていた。





　　　　２





　昼休み、学園内の屋外喫茶店カフエテリアで──


「あ～あ、ちょっぴり残念！」


　ぱたんと、テーブルにミオが盛せい大だいに突っ伏した。


「うわっ、ミオさんちょっと……あああ、お茶がっ！」


　彼女が突っ伏した拍ひよう子しに倒たおれそうになるテーブル上のカップとグラス。ネイトはそれらを慌あわててキャッチした。……ふう、危あぶなかった。


「でも本当に残念ですよね。僕ぼく、てっきりミオさんかとばかり思ってたんですけど」


　全校朝礼では、各年の代表生徒による宣せん誓せいも執とり行われた。


　宣誓と言っても自分の新たな目標を全校生徒の前で誓ちかうだけだが、トレミア・アカデミー内の生徒の注目を浴びることになる。どうやらミオはそれを狙ねらっていたらしい。


「紙上試験ペーパーテストさ、あたし頑がん張ばったと思うんだけどなぁ」


　夏期休きゆう暇か前の定期試験で学年二位。夏期休暇の臨りん海かい学校で行われた試験では堂々の第一位。紙上試験ペーパーテストだけならば、ミオは学年を代表する成せい績せき優ゆう秀しゆう者しやである。


「やはり競演会コンクールが大きかったんでしょうか」


　代表生徒の選出は、名詠式の紙上試験ペーパーテストと実技試験の総そう合ごう成績で決定される。ミオはその実技試験が芳かんばしくなかったのだ。競演会コンクールにおいても、彼女は名詠失敗と記録されているはずだった。


「うぅ、それは言わないで～」


　頭を抱かかえ、ミオが首を盛せい大だいに振る。











[image: ]








「次で頑張ればいいじゃない。ミオならきっといいところまでいきそうよ？」


　気楽な様子で告げるクルーエルに、ネイトも黙だまって頷うなずいた。


「でもさ、今回の一年生代表はあたしたちのクラスからじゃなかったけど」


　落ち込んだ表情から一転、ミオの表情がさっと明るくなった。


「あたしね、クルルが一年生代表だったら良かったなって思ってた」


「……わたし？」


　ぽかんと、突然のことにクルーエルが目を丸くする。


「あ、それは僕も思いました」


「だよね、だよねネイト君！」


　隣席のミオと一緒に、こくりと頷うなずく。


「二人ともからかわないでってば。わたしなんか無理だって。紙上試験ペーパーテストのわたしの順位、知ってるでしょ？」


「それはそうですけど……でも……」


　──クルーエルさん、本当に自覚してなさそう。


　第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの真しん精せいを詠よび、後罪クライムのかかった触媒カタリストでも自じ在ざいに名詠が可か能のう。クルーエルの名詠の感性センスは、他の生徒よりも圧あつ倒とう的に抜ぬきん出ているのだ。


〝……ただの小こ娘むすめかと思えば、とんだ化け物か！〟


　その実力は、学園を襲おそった灰色名詠の侵入者ミシユダルをも驚きよう愕がくさせたほどだ。もっともそれを知るのは教きよう師し、そしてごく一ひと握にぎりの生徒だけだが。


「それに万一そんなのやれって言われても、わたし人前だと緊きん張ちようするからできないよ。恥はずかしくて断ことわっちゃう」


「そうかなー、勿もつ体たいないと思うよー？」


　運ばれてきた飲み物のグラスに口をつけつつ、ミオがクルーエルの顔を覗のぞきこむ。


「だから、そうならないためにも是ぜ非ひここはミオに頑張っ──」


　言いかけた口を閉とじ、クルーエルがゆっくりと背後に振り返る。


　……あれ？　この人たち誰だろう。


　ネイト自身クルーエルの仕し草ぐさでようやく気づいたが、彼女の後ろに、見慣れない女子生徒が二人じっと佇たたずんでいた。制せい服ふくの襟えりに刻きざまれた赤色の線が二本。これは自分たちより学年が一つ上の二年生、それも『Keinez赤』を専攻する二年生ということだ。


「……何か？」


　二人の視線を浴び、居い心地ごこち悪そうにクルーエルが口を開ける。


「えっと、一年生で『Keinez赤』専攻のクルーエル・ソフィネットってあなた？」


「そうですけど」


　その途と端たん、甲高い歓かん声せいを彼女たちが上げた。


「やっぱり！　ね、アニス、言った通りでしょ！」


「すごい！　本当に綺き麗れいな赤い髪かみしてるのね。遠くから見てもしや、って思ってたけど」


　混こん雑ざつする喫茶店カフエテリアの中、周囲の目も気にせずはしゃぐ彼女たち。


「あ、あの……何か」


「うん。実はね、お願いがあるの」


「お願い？」


　見知らぬ先せん輩ぱい生徒にじっと見み据すえられ、クルーエルが肩を強こわ張ばらせる。


「あ、でもここじゃさすがにまずいか。ねえ、今ちょこっとだけついてきてくれない？　この喫茶店カフエテリアのすぐ裏うらでいいから、すぐ終わるよ」


「でも……」


　クルーエルが躊躇ためらいがちに視線をこちらへ。


　その意図を察し、ネイトは隣に座るミオと顔を見合わせた。


「お昼休みもまだ時間あるからね。クルルが戻ってくるまであたしたち待ってる」


「クルーエルさんが構わないなら、僕も平気ですよ」


　知り合いではないものの、上級生からの話。断ことわるのも具合が悪いし、その内容も気にならないと言えば噓うそになる。当人クルーエルの心しん境きようも似にたようなものだろう。


「うん、ごめんね、ちょっと話だけ聞いてくる。すぐ戻るから！」


　椅い子すから立ち上がり、先導する先輩生徒の背中をクルーエルが追う。


　彼女たちが喫茶店カフエテリアの角を曲がるのを見計らって──


「ねえ、ネイト君は何だと思うっ！」


　途と端たん、ミオがぐいっと顔を寄せてきた。


「え。何って、何がですか」


「決まってるよ、クルルが知らない先輩からお呼よびがかかった理由！」


　……ミオさん、そんなに気になってたんだ。


「これはまさか世に言ういじめ……なわけないか。あの先輩たちやたら嬉うれしそうだったしね。とすれば考えられるのは部活の勧かん誘ゆう？　クルル運動できるから」


「でも、クルーエルさんとっくに護ご身しん部ぶに入ってましたよね」


　護身部。ちなみに男子禁きん制せいだ。以前にオーマたちクラスの男子がこっそり覗のぞき見しようとして大変な目に遭あったとか。


「むぅ。じゃあこの線も薄うすいなぁ」


　結局、ミオも他に思いつかなかったらしい。


「大人しく待ってよっか」


「ですね」


　頷き、ネイトはクルーエルの席に置いてあるカップを覗き込んだ。ほのかに漂ただようミルクティーの甘あまい香かおり。そう言えば、この喫茶店カフエテリアを利用する時の彼女はこのお茶を注文することが多い気がする。


「クルーエルさんてミルクティーが好きなんでしょうか」


「お、ネイト君気になる？」


「え、い、いや別に……ただ純じゆん粋すいに」


　慌てて、ネイトはクルーエルのカップから目を逸そらした。


「あはは、言ってみただけ。でもね、案外クルルって甘党なんだよ。普ふ段だんはあまり食べてないけど、本当はケーキとかプリンも好きみたい。うふふ、参考になるといいね」


「参考、ですか？」


　一体何の参考にだろう。ぽかんと首を傾かしげるも、ミオは嬉うれしそうに笑っているだけだ。


「……変なミオさん」


「まあ、いつか分か──」


　言いかけ、ミオの台詞せりふがそこで止まった。


　ミオの視線の先。つい数分前に姿を消した曲がり角から、緋ひ色いろの髪をなびかせて歩いてくるクルーエルの姿すがたがあった。ただし、一いつ緒しよにいたはずの先輩生徒二人の姿はそこにない。


「お、クルル早かったね。もうお話終わったの？」


「うん、とりあえず話だけ聞いて断ことわってきちゃった」


　断る？　それって──


「ねえねえ、どんな話だったのさ！」


「そんなミオが期待するような話じゃないよ。大したことないから」


　気楽な口調で手を振るクルーエル。


「えー、聞きたいなぁ」


「いいのいいの。それはまた今度ね。ほら次の選せん択たく科目体育だから、更こう衣い室しつ行かないと」


「……うぅ、なんかうまくごまかされた気分」


　頰ほおを膨ふくらませるミオと、その姿に苦く笑しようするクルーエル。その表情を見る限かぎり変わった様子はなさそうだった。


「ネイトは午後の時間、基き礎そ理り論ろんだよね。わたしたち体育実習だから」


　基礎理論の中でも、ネイトが履り修しゆうする講こう義ぎは本来一年生の夏期休暇前には終わっているべき科目である。夏期休暇直前に転入してきた自分と違ちがい、ミオやクルーエルはとうに単位を取得しているのだ。


「はい、じゃあまた帰りのホームルームに」


　手を振るクルーエルに背を向け、ネイトは一年生校こう舎しやへと歩きだした。


　その、まさに同時。





　──始まりは、いつだったのだろう──





「……え？」


　突とつ然ぜんの声に、反はん射しや的にネイトは振り返った。


「ん、ネイト君どうしたの？」


　鞄を持ったまま並ぶミオとクルーエルが不思議そうな眼まな差ざしで。


「ネイト、何かあった？」


「い、いえ！　……多分僕ぼくの空耳ですから」


　大おお慌あわてで頭かぶりを振った。……気のせいだよね。


　逃げるように再ふたたび踵きびすを返す。今度は、今の声は聞こえなかった。


　──今の声、あれは。


　幻げん聴ちよう？　いや違う。今も、鼓こ膜まくの奥おくでその声の響ひびきが残ってる。


　……クルーエルさん？


〝始まりは、いつだったのだろう〟


　その声は、背後のよく知った人の声に酷こく似じしていた。でも少し違う気もする。


　彼女にとてもよく似た声。でもちょっとだけ違う、そんな声だった。
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「やっほ、ちび君」


　講義の教室につくなり、小麦色の肌はだの少女が手を振ってきた。


「エイダさん……あれ、この教室、今は基礎理論の講義だったはずじゃ」


　名詠の選せん択たく色しよくを問わず全学生に課される必須科目。夏休み直前に転入してきた自分と違い、彼女を含ふくむ他のクラスメイトたちはとっくに履修し終えていたはずなのに。


「……ふ。これが恐きよう怖ふの赤点アンド再履修というやつよ」


　言って、目の端はしに涙なみだを浮うかべるエイダ。


「な、なるほど」


「つか、ここは場所が悪いわ。一番後ろの席に行きましょか」


　ネイトが座すわっているのは教室の最前列。壇だん上じようの教師の真っ正面だ。


「え、でも授業を受けるにはここが一番──」


「ちょっと話したいことがあるからさ。途と中ちゆうで先生が来たらここじゃ話しづらいし。他の生徒にも聞かれちゃうのがちょっとまずいんだ」


「……はあ」


　仕方なく、机つくえの上に広げていた教本と筆記具を両手に抱かかえる。


「お、良い場所空いてるね。ちび君こっちこっち」


　エイダが陣じん取どったのは教室の左ひだり隅すみだった。基礎理論は全学生が一通り受講するため、教室も百人以上が座れる大教室が使用される。エイダの座る場所ならば、たとえ講義中に会話したとしても教師にはまず気づかれまい。


「それで、話したいことって」


　エイダの隣の席に腰こし掛かけ、ネイトは彼女に向き直った。


「えっとさ、クルーエルのことなんだよね」


　──クルーエルさんの？


「ちび君、今日のお昼はクルーエルと一緒だった？」


　こくりと頷うなずく。学校のある日は大たい抵ていミオ、そしてクルーエルと一緒に昼食をとる。今日も当然一緒だった。


「もしやその時さ、誰か複ふく数すう人にんがクルーエルのことじろじろ見てなかったかな。あとは、そうだなあ……声をかけてきたとかいうのも含ふくめて」


「え？」


　一瞬、ネイトは言葉を失った。


〝えっと、一年生で『Keinez赤』専せん攻こうのクルーエル・ソフィネットってあなた？〟


　それは、ここに来るつい直前のことだったから。


「エイダさん、なんでそれを？」


「あー、やっぱり遅おそかったか」


　苦い声を上げ、エイダが目め頭がしらを押おさえる。


「いい、ちび君。まずクルーエルが真しん精せいを詠よべるっていうのは分かってるね」


　黎明の神鳥フエニツクス。


　頷くまでもない。あの真精によって何度助けられたことか。


「……だけどそれが、少しばかり仇あだになった」


　周囲の目を警けい戒かいするように、自分に届とどく限げん界かいまでエイダが声をひそめる。


「競演会コンクールの時はあたしは見てないけど、この前クルーエルから聞いた。それと臨りん海かい学校の事じ件けんね。これは先生づてだけど、その時数人、黎明の神鳥フエニツクスに乗るクルーエルの姿すがたを目もく撃げきした生徒がいたらしいんだ」


　神鳥を目撃した生徒。それってどういう意味だろう。神鳥を目撃しているのは自分だってミオだってそうだ。それ自体が彼女の言う仇につながるとは思えない。


「仇ってのは噂うわさのこと」


　それを、見み透すかしたかのように彼女は口早に告げてきた。


「生徒で、それも一年生の女の子が幻まぼろしとも言われる黎明の神鳥フエニツクスを詠ぶ。名詠学校でそんな噂が流れたら誰だって気になるさ。ちび君の夜よる色いろ名めい詠えいと同じでね」


　一時期確たしかに、自分の扱あつかう夜色名詠が、異い端たん色しよくという理由で他の生徒から奇き異いの目で見られたことがあった。その最も顕けん著ちよな例が競演会コンクール直前の、あの最上級生の男子だ。いきなり喧けん嘩か腰ごしに迫せまられて──


　……そう言えば、あの時もクルーエルさんに助けてもらったっけ。


「夏休みの間に、どうもそれが生徒の間に広まったみたいなんだ。で、学校が始まれば当然、噂を気にした生徒はクルーエルのところに集まるんじゃないかって」


〝うん、とりあえず話だけ聞いて断ことわってきちゃった〟


　じゃあ、クルーエルさんのあの台詞せりふって……


「『黎明の神鳥フエニツクスを見せてくれないか』っていうのは、考えられるね」


　こちらの顔色だけでそれを悟さとったのか、苦く笑しよう気味にエイダが頷く。


　今思えばエイダもまた祓名民ジルシエという特とく殊しゆな一族の生まれだが、それを軽々と言いふらしたことはない。


「んでね、クルーエルがそういうの好まないってのは先生も知ってるらしくてさ。あの子の負ふ担たんにならないよう、ちょっとばかし気を遣つかってやってくれって言われたの。何と言ってもほら、クルーエル病やみ上がりだしね」


「──そうですよね」


　ぎゅっと、ネイトは手のひらを握にぎりしめた。


　転入してきてすぐ夜色名詠の噂も流れただろう。興きよう味み本位で話しかけてきた生徒もいれば、からかわれたり奇異の目で見られたことも少なからずあった。だけど、それでも気にせず学校生活に打ち込めたのは、紛まぎれもなくクルーエルのおかげだった。


　今、まるで逆ぎやくの現象が起きている。


　……今度は僕がクルーエルさんを気遣ってあげないと。


「あたしが急にべったりあの子の傍そばにいるのも怪あやしく思われそうだし、ちび君のが自然かなって思ったわけ。あたしは別件で気になってることもあるしさ、クルーエルまで気が回らないかもしれないから」


「別件？」


「うん。でもそっちは確かく証しようがないからいいよ。ちび君にクルーエルのこと、お願いしてもいいかな。あの子の傍にいてあげて」


「……はい」


　その講こう義ぎ時間、ネイトは、自分でも不思議なほど勉強に身が入らなかった。
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　学園に響ひびき渡わたる、下校の刻ときを告げる鐘かね。


　もの寂さびしく鳴り響く音に耳を傾かたむけ、ネイトは箒ほうきを持つ手を休めた。


　教師もクラスメイトも帰ったあとの教室。夕焼けというほどではないが、それでも二階の窓まどから眺ながめる上空は、少しずつその色を移うつしていきつつあった。


「……学校、終わっちゃった」


　久ひさしぶりの学校は、あっという間に一日が過すぎていった。


　午後の講義が終わってからのホームルーム。ミオやクルーエルとも顔を合わせたのだが、二人とも特に変わったことはなかったらしい。ミオはそのまま帰き宅たく。クルーエルも、鞄かばんを持って教室から出て行った。残る自分は掃そう除じ当番というわけだ。


　閑しずかな教室に、箒が床ゆかを擦こする微び細さいな音だけがこだまする。


　そして、時の流れもまた、奇き妙みようなくらい遅おそく感じる。昼間はあれだけ時間の経たつのが早いと思っていたにもかかわらず。


「あら、まだ掃除頑がん張ばってくれてたの？」


　にわかに、教室の扉とびらが開いた。振り向いたそこに、若わか葉ば色いろのスーツを着用した金きん髪ぱつの女性教きよう師しが優やさしげな表情で立っていた。


　ケイト・レオ・スェリ教師。講義の専せん門もんは『Ruguz青』で、自分たちの教室の担任教師だ。講義以外でも、夏期合宿の際さいの事件や灰色名詠の侵しん入にゆう時じなど、偶ぐう然ぜんにも共に行動する機会が重なった教師でもある。


「はい。というか、僕が少しぼうっとしてただけなので」


「君らしいわ」


　女性教師が表情をやわらげる。


「でもそろそろ切り上げてもいいわよ。ずっと教室を使っていなかったから埃ほこりも溜たまっていたと思うけど、今日中にあなた一人でやる必要もないだろうし」


「はい」


　床に積み上げるように集めた埃をちり取りでゴミ箱へ。そのまま箒とちり取りを木製のロッカーへと片付ける。そこで、ネイトはふと手を止めた。





　lu……w……i……lis……her…………





　──あれ。


　しんと静まり返っていたはずの教室に、小さな旋せん律りつが秘ひそやかに響いていた。幽かすかな、微そよ風かぜの過すぎる音だけで消えてしまいそうなくらい幽かな音色。


　なんでだろう。すごく懐なつかしい気がする。昔、聞きいたことあるような。


「ネイト、どうしたの？」


　ぼうっと立ち尽つくしている間に、ケイト教師が訝いぶかしげに眉まゆをつりあげる。


「いえ、この詠うた何でしょう。先生は聞き覚えありますか」


「詠って？　何も聞こえないじゃない」


　きょとんとした表情で辺りを見回す女性教師。


　聞こえない？　そんな馬ば鹿かな。





　……wi……O……La……Se……ah……





　やっぱりだ、確かに聞こえる。どこか遠くから。


　でもこれは──セラフェノ音語じゃない？


　単語も聞き取った限かぎりの文法も、まるで自分の知らない未知なる言語。いや、未知ではない。セラフェノ音語に限りなく似にているけれど何かが違う。根本的な何かが。


　何語だろう。歌か詞しの意味も分からないけど、でも旋せん律りつだけは、確かに聞いたことがある。


　ずっと、ずっとずっと昔──


「……そう言えば……」


　ずっと昔。母親と二人で世界中の色んな場所を回っていた時。まだアーマすらいなかった時のことだ。


　夜、眠ねむれない夜。僕が目を覚ました時にも、これとすごく似た旋律が響いてた。あんまり気になって部屋の窓から外を覗のぞいて……


　詠っていたのは、母だった。


　冷たい月つき影かげに照らされて、夜の風に揺ゆられるように、小さく小さく詠ってた。


　……この旋律、すごく似てる。


「ネイト、さっきからどうしたの」


「あ、あの……僕、もう帰っていいですか！」


　返事も待たずに鞄かばんを肩かたにかけ、ネイトは通路目がけて駆かけだした。


「え」


「ごめんなさい、失礼します！」


「ちょ、ちょっと！　ネイト？」


　走りだした足が止まらなかった。教本の詰つまった鞄すらまるで重みを感じない。秘やかな詠に突つき動かされるように、ただひたすらに、この詠の正体を突き止めたかった。


　……どこ……だろ。


　荒あれる呼こ吸きゆうを押おして、ネイトは階かい段だんは駆け上っていった。心の最さい奥おうに直ちよく接せつ響くかのような詠。一体どこで奏かなでられているのかも分からない。


　──でも、きっと学園のどこかのはずなんだ。


　一階の端はしから端まで、二階の端から端まで。校こう舎しやの至いたるところを駆けめぐり、最後に行き着いた場所が、屋上へと続く階段だった。


　既すでに鉛なまりのように重くなっている足を一段一段持ち上げる。額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、ネイトは屋上へと続く扉を見上げた。意い識しきせず呼吸が深くなる。


　どんなに息を吸すっても息苦しい。そんな奇妙な緊きん張ちよう感かん。


　……この詠は、一体誰が。


　奥おく歯ばを嚙かみしめ、ネイトは屋上の扉を開けた。


　その途と端たん。





　目の前を、無数の緋ひ色いろの花が埋うめ尽つくした。





「……え！」


　慌あわてて目をこする。


　屋上のはずが、冷たい鉄てつ筋きん建けん築ちく物ぶつのはずが、その床に咲さき乱みだれているのは無数の花。


　赤い花？


　僕、見覚えがある。クルーエルさんが僕の前で初めて名詠式を見せてくれた時に詠よんだ花。確か、この花の名前は──


〝アマリリスっていうの。わたし昔からこの花好きだから〟


「アマ……リリス？」


　そう、その花の名を呼んだ瞬しゆん間かん。


「ネイト？　どうしたの？」


　唐とう突とつに肩を叩たたかれ、ネイトはようやく我われに返った。


　視界に映うつるのは緋色の花ではなく、緋色の髪の少女だった。長身、端たん整せいな顔立ちをした女子生徒。間違えるわけがない、自分の親しい人なのだから。


「……クルーエルさん？」


「どうしたのよ、屋上に来るなりぼうっとしちゃって」


「え、だってこの赤い花が──」


　言いかけ、後半の言葉はどうしても告げられなかった。


　……うそ。


　目の前に咲き誇ほこっていたはずのアマリリスが、一輪残さず屋上から消え去っていたのだ。


　同様に、つい直前まで聞こえていた詠も消えていた。


　どういうこと？　絶ぜつ対たい空耳なんかじゃなかったし、今の目の前の花だって……


「もう、おかしなネイト」


　くすりと、彼女が楽しげな様子で口元に手をあてる。


「あの、今どこかから詠が聞こえてませんでしたか」


「詠？　〈讃来歌オラトリオ〉か何かってこと？」


　先のケイト教師と同じく、彼女が首を傾かしげた仕草を見せる。


「……それが、僕にも分からなくて」


「んー、どうかな。少なくともわたしは聞いてないかも。もしかしたら誰か詠ってたのかもしれないけど、少しぼうっとしちゃってたから」


「考え事ですか？」


「うん。ちょっとね。すごく個こ人じん的なことなんだけど」


　ふっと、彼女はまるで顔を背そむけるように横顔を見せた。端整な顔立ちに浮うかぶ暗い影かげ。だけど単なる物思いではないのだろう。今だけは、それに思い当たることがあった。


「もしかして、黎明の神鳥フエニツクスのことですか」


「…………」


　応こたえる代わり、横顔を向けたままでクルーエルは頭上を見上げた。


「……そうだね、それもあるかもしれないね」


　茜あかね色いろに染そまる雲をじっと見つめたまま、彼女は。


「わたしさ、黎明の神鳥フエニツクスを出し惜おしみしたいとか、そんなつもりはないの。でもね、本当に大事なものは──やっぱり、大事なままそっとしておきたいの」


　やっぱり。あの時上級生の女子生徒から言われたことは、黎明の神鳥フエニツクスを見せてくれという類たぐいのものだったんだ。


「なんか、可お笑かしいよね？」


　湿しめった声こわ音ねと共に彼女が振ふり返る。


「わたしは……自分では何も変わってないと思ってる。なのに周りの先生だったり他ほかの生徒の子だったりさ、たとえわたしが変わってなくても、他の人のわたしを見る目の方が変わっていってる」


　大きな青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみ。その周りが、ほのかに赤く腫はれていた。


「先生に飛び級しないかって言われて、でもわたしは断ことわったんだよ？　みんなと一いつ緒しよにいたいから。だけど……」


　振り返り、だがすぐに、彼女は力なくうつむいた。


　飛び級。あまりに唐突な単語にネイトは息が詰つまった。そもそもそんな制せい度どがあること自体知らなかったし、よりによってクルーエルがその対象になっていただなんて。でもそれを断ったということは、これからも一緒のクラスでいられるということだ。


　なのに、クルーエルの表情は一向に晴れぬまま。


「……だけど、なんでだろう。なんか息苦しいの。夏休みが終わってから特に、他の生徒この視し線せんが怖こわくなっちゃって」


　──そんなことない。


　クルーエルさんは何一つ変わってないし、僕だって……


「僕はクルーエルさんの印象、何も変わってないです！」


　すぐ目の前にいる彼女に向けて。ネイトは声の限りを振り絞しぼった。


　クルーエルさんの印象はずっと同じ。初めて会った時から優やさしくて、親切で、すごく素す敵てきな人だとずっと思ってる。他人のことにも本当に親身に接することができて、一生懸けん命めいになれる。


　それは、すごいことだと思う。


「僕、クルーエルさんのこと尊そん敬けいしてます。クルーエルさんの詠うただって本当に綺き麗れいで優しくて、僕、大好きです。……まだまだ僕なんかだめだけど、いつか──一緒に──」


「ネイト？」


　きょとんと目を見開く彼女に向け、ネイトは続けた。咄とつ嗟さには上う手まく気持ちを表せる単語が見つからない。それでもこの、たった一つの想おもいを伝えたくて。


「……ただ……一緒に、楽しく詠えたらいいなって」


　いつかどこかで、どんな歌でもいいから一緒に詠うたってほしい。〈讃来歌オラトリオ〉なんかじゃなくてもいい。名詠に用いるものでなくてもいい。


　最後は、恥はずかしさのあまりほとんど声にならなかった。


「──ネイト」


「は、はい！」


　反はん射しや的に背せ筋すじを正す。


　すると、目の前の彼女はなぜかいたずらっぽい笑顔で近づいてきた。


「あのさ、それって告白と受け止めちゃっていいの？」


「こ……く白？」


「一緒に詠ってほしいとか、尊敬してるとかさ。男の子が女の子にそういうの言うのはね、大たい抵ていプロポーズの時なんじゃないのかな？」


　ぷ、プロボーズぅ？


「え……そ、そうなんですか」


「うんうん。で、キミは何かな。わたしに愛の告白というやつなの？」


　にやにやと、彼女が楽しげな眼まな差ざしで詰つめ寄よってくる。


　が、ネイトにはそれに冷静に対たい処しよできるだけの余よ裕ゆうなどまるでなかった。


「あ、あの、違うんです！　確かに僕、クルーエルさんのことは大好きですけど、その好きっていうのは愛の告白というか何というか……あぅぅ、あの、僕はただ単たん純じゆんに──」


　言い終えるその前に。


「わたしを気き遣づかってくれたからでしょ。知ってるよ」


　普ふ段だんの優しげな瞳で、クルーエルがそっと微笑ほほえんだ。


「…………あ……は、はい」


「ふふ、わたしだって、キミみたいな恥ずかしがり屋さんがそんな大だい胆たんな真ま似ねするなんて思ってないよ。ちょっとした冗じよう談だん」


　そう言って、彼女が再ふたたび横顔を向ける。


　今度の横顔は、少しだけ嬉うれしそうだった。


「……クルーエルさん、最近ずるいですぅ」


「あはは。ネイトも、もう少し肩の力を抜けるといいんだけどね」


「……頑がん張ばります」


　励はげますつもりが、見事なまでに返り討うちにあった気分だ。


「そう言えば、クルーエルさんはどうして屋上に？」


「わたし？　えっと、あんまり意い識しきしてなかったかも。なんとなくかな。強しいて言えば、風にあたりたかったから……なーんてさ、なんか詩人ぽくなっちゃうけどね」


　照れるようにそっぽを向く。


　だが、そんな仕草もそこそこに──


「この風は、一体どこで生まれるんだろうね」


　屋上に吹ふく風を摑つかもうとするかのように、彼女は自分の両手を胸むね一いつ杯ぱいに広げた。


「風の生まれる場所。すぐ近くかもしれないし、遠い遠いところから、海を越こえてやってきてるのかもしれない。キミは考えたことない？」


「……えっと……」


　言いよどむ。彼女がどんな答を望んでいるかの見当がつかなかったからだ。


　それが伝わったのだろう。彼女もすぐにまた、広げた手を静かに下おろしていた。


「ま、それはいいよ。ところでそろそろ帰ろうか。もう大分いい時間になっちゃったみたいだしね」


「……僕、お邪じや魔までしたか？」


　もしかしたら、クルーエルさんは一人っきりでいたかったのかもしれない。


「おばかさん。そんなんだったら、わたしこんなに笑ってないよ」


　その表情は、最初に屋上で出会った時より少しだけ嬉しそうだった、


「さ、帰ろ」


「は、はい！」


　軽かろやかな足取りで階段を下りていく彼女。その背をネイトは追いかけた。


　屋上から二階まで下りた時点で。


「あ、そうだ」


　ふと。思い出したように、彼女がくるりと振り向いた。


「わたしケイト先生に用事があるの。職員室寄ってから帰るよ」


「それなら僕も待ってましょうか」


「ううん、気持ちだけ受け取っておくよ。結構時間かかりそうだし、今日は先に帰ってて。それに明日は小テストだよ？」


　……あ、忘わすれてた。


　夏期休きゆう暇かの後の、全校一いつ斉せい学力テスト。直接成績に響くわけではないが、これで点数が悪いと担任教師との二者面談が待っている。


「お、その表情は、テスト忘れてたね？」


　腕組みし、クルーエルが苦笑の吐と息いきをこぼす。


「……忘れてました。じゃ、じゃあお先に失礼します！」


「うん。バイバイ」


　手を振る彼女に軽く会え釈しやくし、ネイトは一階までの階かい段だんを駆け下りた。
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　夜色の少年が慌あわてたように通路を駆けていく。その様子を、眩まぶしげな眼まな差ざしでクルーエルは見送った。


「……本当に、キミは変わらないね」


　会った時からずっとそう。眩しいくらいまっすぐで、一いち途ず。


「でも、わたしは──────っ！」


　言い終える前に。


　クルーエルは、すぐ脇わきにあった女子用トイレに駆け込んだ。内部に誰もいないことを確かく認にんし、洗せん面めん台だいに身体からだを押おしつけた。


「……っ！」


　身もだえするような嘔おう吐と感に、身体が強制的にねじ曲がる。


「……っは…………っ……ぁ……！」


　身体が熱い。骨ほねの髄ずいが焼け爛ただれるように痛いたい。内ない臓ぞうが意い志しをもって飛び跳はねているのではないかと思うくらいの嘔吐感。頭ず痛つうに至いたっては────つい数日前、意い識しきを失ったあの時に匹ひつ敵てきするほどだ。


　涙なみだで視し界かいが歪ゆがむ。


　──本当に……危あぶなかった。


　あと十秒。いや、あと数秒ネイトが帰るのを躊躇ためらっていたら、これ以上は平静を装よそおい続けられなかっただろう。それくらい際きわどいタイミングだった。


「……っぐ…………ぅ………………」


　トイレの洗面台にもたれかかり、勢いきおいよく蛇じや口ぐちをひねる。猛もう烈れつな勢いきおいで飛び出す水流に手を肘ひじまで浸ひたす──それなのに、体中の血が沸ふつ騰とうするかのような熱は一向に冷めた気がしなかった。


　吐き気。喉のどのつい寸すん前ぜんまで何かがこみ上げてきているのに、なのに何も出てこない。声も、息も、自分の内が全て空っぽであるかのように。


　──わたしの身体、どうしちゃったの……


　黎明の神鳥フエニツクスを詠よんだ影えい響きよう？　なぜ？　普ふ通つうの名めい詠えい式しきでこんな悪影響が人体に発はつ現げんするなんて聞いたことがないのに。


「いい加か減げん……鎮しずまって……！」


　ドクン、ドクン──跳ねるように暴あばれ回る自分の左胸を、クルーエルは制せい服ふくの上から力ずくで押おさえつけた。そのままにしておけば、帰路についている最中である彼の耳にまで聞こえてしまいそうな気がしたからだ。


　──いやだ、ネイトにだけは気づかれちゃだめだ。


　彼が人一番心しん配ぱい性しようで繊せん細さいな感情を持っていることは、自分が一番良く知っている。だからこそなおさら、不安にさせちゃいけない。


〝……僕、お邪魔でしたか？〟


　不安そうに自分を見上げてきた、影混まじりの表情。


「邪魔なんかじゃないよ……ただ、キミに知ってほしくないだけ」


　だいじょうぶ、わたしは平気。だから──安心して。


　背後の壁かべに背を預あずけ、クルーエルはその場に座すわり込こんだ。


　わたし、何やってるんだろう、ここトイレなのに……制服汚よごれちゃうのに。


　だけど、そう分かっていてもなお、身体が言うことを聞いてくれない。


　他人が見たら、きっとこの上なく滑こつ稽けいな姿すがたに見えるだろう。


「……でも、いいんだ」


　わたしは構わない。自分のことなら耐たえられる。だけど──あの子を不安にだけはさせたくない。それだけが……怖こわい。


　寒い。体中が熱いのに、心が寒さでふるえてる。


　熱を帯びた瞳ひとみと唇くちびる、そして吐と息いき。


「──すごく静か」


　人ひと気けのない空間。タイル張りの床ゆか、壁、天てん井じよう。反はん射しやしては戻ってくる自分の声。


「……弱ったなあ、明日試験なのに」


　小さく、自じ嘲ちようめいた笑いを浮うかべ、クルーエルは目を閉とじた。





　　　　４





「おはようございます」


　ネイトが教室の扉を開けた時には、既すでにクラスメイトの大半が自席についていた。


「やほー、おはようネイト君」


　他のクラスメイトが血ち眼まなこで教本を睨にらみつける中、ただ一人のほほんとした表情でミオが手を振ってきた。その脇には、ミオの用意した予想問題ノートを奪うばい合うように見つめるエイダとサージェスの姿。


「……このノート、白いよね。白色名詠で詠び出せばカンニングに使えるかな」


「〈讃来歌オラトリオ〉が聞こえちゃうのが問題か。そこを上う手まくフォローする方法があれば」


　ぶつぶつと、何やら怪あやしげな相談をしている二人。


　それと対照的に、ミオは机つくえの上すら既に片かたづけ、いつでも試験が受けられる態勢になっていた。


「ミオさん、なんかすごく余よ裕ゆうそう」


「ん？　そうでもないよ～？　でもテストの時って何だかワクワクするよね！」


　鉛えん筆ぴつ片かた手てに、なぜか楽しげに笑うミオ。


「……しないです」


　机の上に教本を並べ、ネイトは付ふ箋せんを貼はったページを開いた。


　あれ、そう言えば。


「ミオさん、クルーエルさんは？」


「まだ来てないよ。クルルは毎日ギリギリに来るからね」


　ミオが首を振るのに合わせるように、学園に鳴り響く予よ鈴れいの音。


「ありゃ、鳴っちゃった？」


　ミオが肩かたをすくめるのとほぼ同時。教室の扉が開き、担たん任にんのケイト教きよう師しが落ち着いた足取りで入ってきた。


「みんなおはよう、さすがに今日はみんな揃そろってるみたいね」


　着席する生徒と名めい簿ぼを順に眺ながめるケイト教師。しかしほどなくして、その視線が窓まど際ぎわのとある席で止まった。


「……あれ、クルーエル？」


　クラス委員でもある彼女の名を呼び、教師が教室をざっと眺める。


「あ、来た？」


　教室の後うしろの方に座るミオが自席から中ちゆう腰ごしで立ち上がった。間を空けず、控ひかえめな音を立てて教室後部側の扉が開く。


　そっと扉から顔を覗のぞかせる、緋ひ色いろの髪かみをした長身の少女。


「クルーエル、普段の日ならまだ構わないけど、試験の日の遅ち刻こくは気をつけてね」


「はい、すいません」


　いつにない小声で頷うなずき、彼女が自席につく。


「……クルーエルさん？」


　ふとした違い和わ感に、ネイトは内心眉まゆ根ねを寄せた。


　普段の彼女なら、すれ違いざまにミオや自分とこっそり挨あい拶さつを交かわしてから席につく。なのに今日の彼女は教師とはおろか、生徒の誰とも顔を合わせようとしなかった。


　……クルーエルさん、どうしたんだろう。


　後部座ざ席せきを見ると、やはり同じ疑ぎ問もんを持ったのか、ミオもふしぎそうな表情でクルーエルの背中を眺めている。


「みんな揃ったようなのでひとまず連れん絡らくだけしちゃうわね。一年生共通必ひつ修しゆう講こう義ぎの試験、午前三時間で終わりだから、それが終わったらホームルームをしてお終しまい」


　ケイト教師、それに他のクラスメイトも、彼女のそんな些さ細さいな変化には気づいていないようだった。


　教室の壁に掛かかった丸時計を確認し、ケイト教師が鞄かばんから試験用紙を取り出す。


　クルーエルの様子は気になるものの、彼女は自分の席に座ったままこちらを見向きもしない。試験に集中しているのだろうか。


　──そうだ、僕も今は試験に集中しないと。


「解かい答とう用紙から配るけど、まだ裏うら返がえしにしておいてね。というわけで、みんな頑がん張ばって」


「はーい！」


　教師の励はげましに応こたえたのは、わずかにミオ一人だけだった。





　試験用紙の上を鉛筆が走る音だけが鼓こ膜まくに響く。試験時間は午前一いつ杯ぱい。試験課題は必修講義の復ふく習しゆう内ない容ように、セラフェノ音語の解読と課題文作成だ。


　……どうしよ。


　筆が完全に止まった状じよう態たいで、ネイトは人知れず冷や汗あせを拭ぬぐった。


　通つう常じよう、高等部ハイスクールの生徒は中等部ミドルスクールで三年間、セラフェノ音語の基き礎そ単語や文法を学習する。しかし自分の場合は母親から名詠式全ぜん般ぱんを学んだ分、体たい系けい的な知ち識しきが身についていないのだ。教える者の好みによって、〈讃来歌オラトリオ〉内で使われる単語や文法も決まってくる。当然、自分が学んだのも母が好んで使う単語が主だった。


〝ネイト君、難むずかしい単語知ってるね～？〟


〝い、いえ……母さん、この単語しか教えてくれなかったので〟


　ネイトの知っている単語は、実は使い勝手の悪い単語が非ひ常じように多い。難なん易い度どとしては、最上級生の扱あつかう本の巻かん末まつ付録にあるような単語である。そういった珍めずらしい単語は知っているのだが、一年生のこういった試験に出される単語の知識がまるで欠け落ちてしまっているのだ。


　……課題文作成は何とかなりそうだけど……解読、単語が分かんないや。


　諦あきらめ半分で心を固め、残り時間を確かく認にん。


　だが、どうも周りの生徒もそれほど出来は良くないらしい。こっそり周囲を窺うかがうと、大半のクラスメイトがやはり途と中ちゆうで筆を止めていた。


　──僕も、できるだけ頑張ればそれでいいかな。


　鉛筆を握にぎり直し、再さい度ど解答用紙と向き合う。


　と。にわかに教室の空気がざわついた。


「ん、クルーエルどうした？」


　私し語ごが禁きん止しされている試験時間中にもかかわらず、唐とう突とつにサージェスが声を上げたのだ。


「サージェス、試験中よ」


「いや、でも先生……クルーエルが」


　ガタン。サージェスの言葉を遮さえぎるように、教室前方で椅い子すが倒たおれる音がした。


「クルーエルっ？」


　今度は教師の甲かん高だかい叫さけび声。


　呼こ応おうするように、一いつ斉せいに教室中が騒さわぎだした。


　……え、何かあったの？


　身長の低い自分では、座った状態からでは前方の様子が摑つかめない。叱しかられるのを覚かく悟ごでネイトは椅子から立ち上がり──


　まず目に映うつったのは、教師と生徒に取り囲まれた女子生徒の姿すがただった。


「クルル！」


　自分のすぐ隣を、後部座ざ席せきにいたはずのミオが通つう過かしていった。


「クルル、どうしたの？　ねえってばっ！」


　ミオが抱だき起こすようにしがみつく女子生徒。目を閉とじ、まるで眠ねむってしまったかのように動かない。ミオが必死に揺ゆり動かしても返事一つない。彼女の緋ひ色いろの髪かみの一ひと房ふさが、ただそっと揺れただけだった。


　──クルーエル・ソフィネット。


　倒れたのが彼女だと判はん断だんするのは、本来ならひどく容よう易いなことだっただろう。


　緋色の髪、長身、際きわだった容姿。ミオやサージェス、ケイト教師の叫び。


　いや、あるいは理解だけは、頭のどこかで既すでにできていたのかもしれない。だがそれを受け入れることが、ネイトにはどうしてもできなかった。


　……うそ……そんな、なんでクルーエルさんが？


「ネイティ！」


　……だって、昨日はあんなに元気そうで──


「ネイティ、聞いてるの！」


　サージェスの怒ど号ごうに、ネイトはようやく我われに返った。


「──は、はい！」


「医い務む室しつ行って先生呼んできて、早く！」


　反はん論ろんの言葉すら思いつかず、ネイトは校こう舎しやの通路を駆けた。





　lu……w……i……lis……her…………





　どこか遠くから、昨日のあの詠うたが聞こえた気がした。












　間奏　『異い端たん長ちよう』







「結局カインツは間に合わなかったな」


　白の研究服を羽は織おった女じよ性せいが、テーブルに向かい合う男に視し線せんを向けた。研究服の下には黒のインナーシャツに黒のハーフパンツ。服ふく装そうに無む頓とん着ちやくそうな外見の中で、真しん紅くのハイヒールだけが異い様ように目立つ。


「いつものことだ。お前だって普ふ段だんはそんなものだろう、サリナルヴァ」


　亜あ麻ま色いろの髪を短く切り揃そろえた頭を振ふり、正面に腰こし掛かける大男が返す。発達した上じよう腕わん筋きんを見せつけるように腕組みする、筋きん骨こつ逞たくましい偉い丈じよう夫ふだ。


　クラウス・ユン＝ジルシュヴェッサー。祓名民ジルシエの首しゆ領りようにして、自分たち〈イ短調〉の統とう率そつ者しや。無骨な外見と裏うら腹はらに、幅はば広ひろい教養と柔じゆう軟なんな思考を持つ知識人でもある。


「はは、違ちがいない」


　濃こ緑みどり色いろの短髪を無む造ぞう作さに手で梳すきながら、サリナルヴァ・エンドコートは声を出さずに苦く笑しようした。〈イ短調〉の会合。自分を誘さそったカインツ本人は会合終了の時間までとうとう顔を出すことはなかった。


「ま、あいつのことだ。大陸外れの無人島にいると言われても今さら驚おどろきはしないがな。どうせなら面おも白しろい土産みやげ話でも期待したいところさ」


　すらりと伸のびた足を組み直し、椅い子すの背に体重を預あずける。


「さて、私は打ち合わせ通り〈孵石エツグ〉の分ぶん析せきに集中していいんだな、クラウス？」


「お前に一いち任にんする。他に人員が必要であれば言ってくれ」


「それは私の下の連中で何とか埋うめ合わせるさ。もっとも肝かん心じんな部分は私が直じき々じきにやらんといかんがな。トレミア・アカデミーの具合は興きよう味みがあるが、あちらについては」


　円えん卓たくに並ならぶ椅子は全部で十一。うち、自分の両りよう脇わきに並ぶ空からの椅子二つをそっと見回した。自分の両脇に座っていた二人は既にこの屋や敷しきを後にしている。


「ティンカに任まかせてある。……クルーエル・ソフィネットの身に及およんだ異常も気になるが、あれは私ではなく彼女の分野だ。それにルーファ老もついているしな、心配はしていない」


〈イ短調〉第三番、ルーファ・オンス＝ジルシュヴェッサー。


〈イ短調〉第八番、ティンカ・イレイソン。


　祓名民ジルシエの長老たる老人に、名詠生物学を専せん門もんとする見み目め麗うるわしき女性。〈イ短調〉にて最も奇き抜ばつな組み合わせの二人だが、その優ゆう秀しゆうさはクラウスの折り紙付きだ。


「それにしてもクラウス、あなたの娘むすめもなかなか面めん倒どうなものを見つけてくれたものね」


　ふと、今まで沈ちん黙もくしていた細身の女性が涼すずやかな声を上げた。


〈イ短調〉のメンバーの大半が立ち去った会議室。残るのはサリナルヴァとクラウスを含ふくめてわずかに四人。その内の一人がこの女性だ。


　鮮あざやかな碧みどり色いろに輝かがやく、肩かた先さきのところでわずかに外向きに撥はねた髪かみ。金色に輝く瞳ひとみは女め豹ひようのそれを思わせる。夏にもかかわらず厚あつ地じの白毛皮のコート、薄うす紅べに色いろのマフラーを羽織った女性。


〈イ短調〉第六番〝歌后姫オペラセリア〟──シャンテ・イ・ソーマ。魔ま性しようの声を持つ歌姫である。


「ミシュダルだったかしら。ようやく灰はい色いろ名めい詠えいの犯はん人にんの名が判はん明めいしたというのに、今度は姿すがたの見えない奇妙な生物。それがなぜ地方の一名詠学校にいたのかも分からないというのだから、話は相当に厄やつ介かいよ？」


　祓名民ジルシエの長おさたるクラウスが大陸中から選せん抜ばつした学者、名詠士、祓名民ジルシエ。わずか十一人という構こう成せい員いん数すうながら、誰もが一目置く組そ織しき。それが〈イ短調〉である。


　この会合において検けん討とうされていたのは、現在大陸中で危き険けん視しされていた灰色名詠。しかしこの土ど壇たん場ばで、浮うき上がってきたのは更さらに新たな不ふ可か解かいな事だった。


〝灰色名詠の事じ件けんと思われてる中のいくつかが、まったく別の事件の可能性がある〟


　クラウスの一人娘、エイダが告げてきた事実──いや、これはまだ推すい測そくか。


　灰色名詠とは更に別の、奇妙な何か。それは、まるで人の目に見えぬ謎なぞの生物だという。


「灰色名詠と異なり、こちらはまるで手掛かりなし。あてはあるの？」


「そのためのルーファ師し父ふだ」


　表情を変えぬまま、受け流すようにクラウスが言葉を返す。


　ルーファ・オンス＝ジルシュヴェッサー。祓名民ジルシエの長老にして、かつての首領である。


　年ねん齢れいは七十に近いながらも、長年鍛きたえ上げてきた技量に衰おとろえはないという。祓名民ジルシエにおいて公的な発言は控ひかえているが、その影響力はいまだ健けん在ざい。幼よう少しよう期きのクラウスを鍛えた師父でもあり、クラウスが頭の上がらない唯ゆい一いつの人物だ。


「ルーファ老、エイダちゃんと会うの楽みにしてたわね。あーあ、わたしも最近エイダちゃんと会ってないしね、今からでもトレミア・アカデミーとやらに行ってみようかしら」


　艶あでやかな唇に指先をあて、シャンテが演えん技ぎじみた仕草で宙ちゆうを見つめる。慣なれぬ者がやればひどく滑こつ稽けいな仕草だが、歌姫という顔を持つ彼女はこういったポーズを普ふ段だんから好み、そして誰よりも似に合あうのだ。


「シャンテ、灰色名詠の調ちよう査さがいいと言ったのはお前だろう？」
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「分かってるわよサリナルヴァ。言ってみただけ。わたしたちは灰色名詠の調査に専念するわよ。こっちはこっちで楽しそうだもの、ね？」


　自身の隣に座る男に、べっとりと寄り添そうようにしてシャンテが身体からだを密みつ着ちやくさせる。男性なら思わず動どう揺ようしてしまいそうな彼女の行動に、だが男はそれを気にした様子もない。


「トレミア・アカデミーに行きたいのなら構わん。灰色名詠については俺おれ一人で調査する」


　クラウスの隣に座る男が淡たん々たんと言い放つ。表が青、裏地が黒色のインバネスコートを纏まとう大おお柄がらな男。燭しよつ光こうに照らされ、彫ほりの深い厳いかめしい顔つきがあらわになる。


〈イ短調〉第二番〝大だい特とく異い点てん〟──ネシリス。


　競闘宮コロセウムの覇は者しやにして、公おおやけに最強を名乗ることを許ゆるされた名詠士。もっとも、この男が自みずからを指して最強を名乗ったことは一度もないが。


「あー、ネシリスってばひどい！　冗じよう談だんよ冗談。学園トレミアの方はルーファ老とティンカに任まかせてあるんだもん、二人の仲を邪じや魔ましちゃ悪いものね」


「お前は俺の調査も邪魔してばかりだろう？」


「あら心外ね。あなた一人だと場が重苦しいから賑にぎやかにしてあげているのに」


　おどけたようにシャンテがけらけらと笑う。


「さて、この場で燻くすぶっていても仕方あるまい。そろそろ私たちも動くとしよう」


　がたんと、サリナルヴァはあえて音を立てて椅子から立ち上がった。


　自分は〈孵石エツグ〉の分ぶん析せき。


　クラウスは全体の統とう括かつ。


　シャンテとネシリスを中心に、他の者は灰色名詠の追つい跡せき調査。


　そして、ルーファ老人とティンカだけはトレミア・アカデミーへ。


「そう言えばクラウス、ルーファ老をわざわざ地方の名詠学校に行かせるとはどういう風の吹ふき回しだ？」


　青地のインバネスコートを纏まとう名詠士、ネシリス。椅子から立ち上がると同時、今まで口数を抑おさえていた彼がにわかにクラウスへと顔を向けた。


　……ネシリスが口を開くとはな。よほど気になったということか。


　無む論ろんこの男だけではなく、それはサリナルヴァにとっても疑ぎ問もんの種だった。


　クラウスにとってルーファ老人はかけがえのない師。祓ジ戈ルだけでなく様々な面で指し導どうを受けた相手だと聞いている。その老人をトレミア・アカデミーへ使いとして派は遣けんする。礼と義ぎを重んじるクラウスにしては随ずい分ぶんと思い切った采さい配はいだ。


「いや、今回は師父が自分から行きたいと言ってな」


「エイダと会いたいからか？」


　続けざまに問いかけるネシリスに、クラウスは珍めずらしく困こまったように首を傾かしげた。


「それもあるらしいが、今回はそれに加えてもう一つあるらしい。……なんでも、『長年の宿敵ライバルと決着をつけてくる』と言っていたな」


「宿敵ライバル？」


　祓名民ジルシエのかつての首しゆ領りようにして最年長の長老でもある。そんな偉い大だいな祓名民ジルシエがライバル視しする相手がトレミア・アカデミーに？


「自分も詳くわしいことは聞いてないが、とにかくそう言っていた」


　何も知らんとでも言いたげに、大げさな素そ振ぶりでクラウスが肩かたをすくめる。


「やれやれ、ルーファ老の土産みやげ話も期待して待つとするか」


　苦く笑しようを交まじえ、サリナルヴァは残る三人に背を向けた。


「行くのか？」


　背にかかるクラウスの声。それに振り返らぬまま、サリナルヴァは右手を振った。


「せいぜい〈孵石エツグ〉の分析に専念するさ。何しろ灰色名詠の犯人ミシユダルをして究きゆう極きよくの触媒カタリストと言わしめた代しろ物ものだ。〈孵石エツグ〉の中に封ふうされた本当の触媒……これは私の単なる勘かんだが、どうもそれにはまだ秘ひ密みつがありそうだ」












　二奏　『ゆりかご、眠ねむり、静かな夜』







　　　　１





　巨きよ大だいな正門を抜ぬけて学園の敷しき地ちへ。


　敷地に入ってすぐの正面舗ほ装そう路ろに、左右には規き則そく正しく配置された緑りよく葉よう樹じゆ。その先は新緑色の芝しば生ふが植えられた広場が広がる。白い素材で彫ほり上げた、彫ちよう刻こくを思わせる噴ふん水すいが広場に潤うるおいを与あたえ、学園の敷地だというのにまるで自然公園を思わせるのどかさだ。


「ここがトレミア・アカデミーなのね。新しい学園だけあって校こう舎しやも敷地も綺き麗れい」


　その光景を観察するように、一組の来校者がゆっくりと学園の舗装路を進んでいく。


　一人は日ひ傘がさを差した女性。日光を反はん射しやする白糸で縫ぬい上げられた傘の下、白しろ銀がね色の髪かみが見え隠かくれする。瑠璃色ラピスラズリの瞳ひとみに、一見ぼんやりとした表ひよう情じようながらも常つねに微笑ほほえんでいるかのような──捉とらえどころのない表情をした見み目め麗うるわしき風ふう貌ぼう。それを、丁てい寧ねいに仕立てられた白の長なが袖そでブラウスが一いつ層そうの華はなやかさを演えん出しゆつしていた。


「良い場所だと思いませんか、ご隠いん居きよ？」


「いやぁ、そいつは分からんぞ。なにせあの老いぼれが学園長を務つとめている学園だしな」


　女性の隣を歩くのは、こちらは齢よわい七十近いであろう老人だった。女性より頭半分低い身長に、やせ細った手足。白しら髪がを短く切りそろえた小顔に、爛らん々らんと輝かがやく麻あさ色いろの瞳が目立つ。色褪あせた藍あい色いろの装しよう束ぞくに包んだ姿は貧ひん相そうだが、それと対照的に足取りは軽く、背には自身の身長より長い金きん属ぞく製せいの鎗やりを担かついでいた。


「老いぼれ？」


「ここの学園長のゼア・ロードフィルだよ。ティンカも名前は聞いたことはないかな」


「生あい憎にくと」


　日傘の下、女性が小さく首を振る。


「そうか、だがそれならそれで構わんよ。あんな頑がん固こじじいなど覚える必要もない」


「あらご隠居、嬉うれしそうですね」


　普段と大差ないぶっきらぼうな老人の口調。しかしその女性は、老人の普段の口調とのわずかな違いを感じ取ったらしい。


「うむ。エイダと会うのも楽しみだが、まずはあの耄もう碌ろくが生きてるか確かく認にんしなくてはな」


　頷うなずき、老人の言葉に力が入る。


「お知り合いなのですか？」


「互たがいに腕うでの研けん鑽さんということで、かつては競闘宮コロセウムで盛せい大だいにやりあった仲さ。野外試合もよくやってな、通算成せい績せきは四十三勝四十二敗。儂わしが一つ勝ち越こしとる」


「旧きゆう友ゆうだか旧きゆう敵てきだか分からない関係ですのね」


　老人の嬉しそうな物言いに女性がこっそり苦笑する。


「とにかくも、あいつより先にくたばるわけにはいかんような関係だ。さてティンカ、ここから先は血で血を洗あらう戦場だ。くれぐれも警けい戒かいを怠おこたるなよ」


「はい。ご隠居、お歳なのですからあまりはしゃがないでくださいね」


　まるで子こ供どもを相手にしているかのように老人を扱あつかうその女性。女性の外見はせいぜい二十代後半だ。しかし彼女の老成した雰ふん囲い気きは、同年代の女性よりもむしろこの老人に近い。そのせいか、会話において二人の立場に優ゆう劣れつはないようだった。


「ところで……ティンカ、頼たのむからその『ご隠居』と『お歳なのですから』はやめてくれんかの」


「あらあら良いではありませんか、ご隠居。亀かめの甲こうより年の功と申します」


　老人の瘦やせこけた手を取って、ますます楽しそうに女性が微笑む。


「……ティンカには敵かなわんわい」


　手を繫つながれたまま、がっくりとうなだれる老人。


　女性の方が何か老人の弱みを握にぎっているわけでもない。ただ単に、彼女の老人に対する話術あしらいが上う手まいのだ。百戦錬れん磨まの老ろう傑けつをしても、すっと自分の土ど俵ひように引き入れてしまう。


「さて、では参りましょう。ゼア・ロードフィル学園長、かつて競闘宮コロセウムで一時代を築きずいた偉い大だいな名めい詠えい士しであると聞いています。楽しみです」


「おや、さっきお主ゼアのことは知らんと」


「ふふ、何のことでしょう」


　さらりと告げ、その女性──〈イ短調〉ティンカ・イレイソンは手に持っていた黒くろ塗ぬりの鞄かばんを持ち上げた。
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　トレミア・アカデミー総そう務む棟とう、学園長室。


「ジェシカ、すまんがお茶を頼たのんで良いかな」


　ふと、中央の学園長席に座すわる老人が顔を上げた。褐かつ色しよくのローブに身を包んだ小こ柄がらな体たい格かくで、柔にゆう和わな表情と穏おだやかな物腰が特とく徴ちようの老人だ。


　ゼア・ロードフィル学園長、かつては第一線で活かつ躍やくする名めい詠えい士しであったが、十年ほど前に引いん退たいを表明。大陸の地方に希少な名詠専せん修しゆう学がつ校こうを設立し、今は学園の長として若わか手ての育成に力を入れている。


「ええ、今お持ちしますわ」


　手がけていた書類の審しん査さの手を休め、ジェシカ教きよう師し長ちようは補ほ佐さ席せきから立ち上がった。教師長という名目はあるものの、最近はこうして学園長の秘ひ書しよに近い役やく職しよくに就ついている。


「カップは四つ頼む」


　四つ？　学園長室にいる自分と学園長で二つだとしても、残り二つは。


「先ほど連れん絡らくがあってな、客人が二名ほど来校するらしい」


「あら、どなたですか」


「〈イ短調〉の二人だよ。ルーファという祓名民ジルシエを知らんかな」


　そう言って、先ほどから落ち着きなく時計を確認する学園長。


「生憎と」


「そうか、だがそれならそれで構わんよ。あんな頑固じじいなど覚える必要もない。とにかくも、すまないが至し急きゆうに飲み物の準じゆん備びだけ頼む」


　いつになく口早に告げる老人。心なしか今日は普段より言葉に力がこもり、肌はだの血色が良いようにも思えた。


「なるほど、分かりましたわ。ハーブティーと、あと何か甘あまい物でもお持ちします」


「頼んだぞ。それも、なるべく熱いのを頼む。ぐつぐつと煮にえたぎっていて、一口飲めば舌したを火傷やけどするようなものが望ましい……猫ねこ舌じたのあやつには丁ちよう度どいい挨あい拶さつだ」


「学園長、嬉うれしそうですね」


　普段からにこやかなのは相変わらずだが、今日の学園長はそれに加えてやたら無む邪じや気きというか、子こ供どもっぽい表情なのだ。


「うむ。あの男と会うのは久ひさ々びさだからな」


「お知り合いなのですか」


「互いに腕の研鑽ということで、かつては競闘宮コロセウムで盛大にやりあった仲さ。野外試合もよくやってな、通算成績は四十三勝四十二敗。ワシが一つ勝ち越しとる」


「旧友だか旧敵だか分からない関係ですのね」


　老人の嬉しそうな物言いに、ジェシカはこっそり苦笑した。


「とにかくも、あやつより先にくたばるわけにはいかんような関係だ。さて……来たか」


　学園長が座ったまま姿勢を正す。と同時、コツ、と二人分の足音が通路に響いた。


　足音はこの部屋の扉の直前で止まり──


「失礼いたしますわ」


　まず聞こえてきたのは、落ち着いた雰囲気の女性の声だった。


　荘そう重ちような造つくりの扉とびらを開けて入室してきたのは二人。


　背せの低い瘦やせこけた老人と、その背はい後ごに立つ優ゆう雅がな印象の女性だ。


「初めまして。こちらはルーファ・オンス＝ジルシュヴェッサー、そしてわたくしはティンカ・イレイソンと申します」


　ジルシュヴェッサーという後あと名な。つまりはこの老人は祓名民ジルシエということだ。


　そして、今挨拶してきたティンカという女性。こちらはジェシカも聞き覚えがあった。確たしか無フ所リ属ーの名詠生物学者だったはず。名詠生物の生せい態たい系けいに対しての洞どう察さつ力に優すぐれ、学界においても脚きやつ光こうを浴びている研究者だ。同じ〈イ短調〉のサリナルヴァが科学者としての道に特化しているのに対し、目の前の彼女は多方面の研究を好み、生物学からの派は生せいで医学についての学識も相当だと聞いている。


　だがそんな彼女や自分はさておき。挨拶もそこそこに、なぜか祓名民ジルシエの老人と学園長はその眼まな差ざしで熱い火花を撒まき散らしていた。


「十年ぶりか……久しいなゼア」


「まったくだ。まだ生きていたとは。つくづくしぶとい」


　挑ちよう発はつ的な物言いと共に、学園長が力強く立ち上がる。


「こう見えても若い祓名民ジルシエの連中には負けんよ。お前こそ、学園長なんぞという席にのうのうと座すわりおって、もはや名詠式も忘わすれるほどボケてしまったんではないのかな？」


「吐ぬかせ、四十三勝四十二敗でワシが勝ち越しているのを忘れたか」


「何を寝ねぼけたことを。四十三勝四十二敗は儂だろうが」


　張り詰めた空気の中、鋭い視線を交わす老人二人。詳くわしいことは分からないが、どうも二人とも、互いに自分が勝ち越していると主しゆ張ちようしたいらしかった。


『良いだろう、ここで会ったが百年目！　ならばここで最後の決着を──』


「ご隠居、そんなことより話の本題に」


「学園長、お茶が入りましたわ。ルーファさん、ティンカさんもどうぞお席に」


　客人用のテーブルに、ジェシカはハーブティー入りのカップを置いていった。


『む……そうだったな』


　相性はともかく性せい格かくは似ているのか、二人して口を合わせて呟つぶやく老人たち。


「あら、美お味いしいお茶。素す敵てきな香かおりのハーブティーですのね」


　カップを片かた手てに、〈イ短調〉の女性が表情を明るくする。


「ほう、ティンカが褒ほめるとは珍めずらしい。ならば儂も頂くとするか」


　そう言って、同じくカップに口をつけるルーファ老人。が、その途と端たん──


「……ぐおおおおっっっ！　ゼ、ゼア、貴き様さまぁっ、謀はかりおったな！」


　老人の、苦く悶もんに満ちた声が学園長室にこだました。


「おや、どうしたのかなルーファ？」


　何食わぬ顔で、実に愉ゆ快かいそうに笑う学園長。


「耄もう碌ろくしたその脳のうを活性化させてやろうと、せっかくとびきり熱い茶を淹いれさせたのだが……ああ！　お主は極度の猫ねこ舌じただったな。いやーすまんすまん、最近物忘れがひどくなっていてな。ついそのことを忘れてた」


「……ふ、ふふ。なぁに、貴様の脳が腐くさっとるのは知ってるよ」


　カップを持ったまま、不気味な笑みを浮かべる祓名民ジルシエの老人。


「それにしても本当に熱い。さすがの儂も思わずカップを握にぎる手をゆるめてしまいそうだ」


「む」


　学園長が怪け訝げんな表情を浮かべるより早く。


「おっと、手が滑すべった」


〈イ短調〉の老人が、持っていたカップを傾かたむけた。ぐつぐつと煮にえたぎるお茶が、正面にいる学園長の手に容よう赦しやなく降ふりそそぐ。


「──っぬおおおおおぉっっ？」


　悲鳴を上げ、のたうち回る学園長。


「おのれぇぇ、ルーファ！　貴様ぁっ、やりおったな！」


　つい先ほど聞いたような台詞せりふを吐はき、学園長が正面の祓名民ジルシエと対たい峙じする。


「いやー、すまんすまん。最近祓ジ戈ルもろくに握れないほど握あく力りよくが落ちていてな。……それにしてもティンカ、お主、よくこのとんでもない熱さの茶を口にできたな」


「ええ。わたくし香りだけ満まん喫きつして、実際に口はつけていませんから」


　さらりと言い切り、悠ゆう々ゆうと手元のお菓か子しに手を伸のばしている彼女。おそらく最初から全すべてを見み透すかしていたのだろう。


「ご隠いん居きよ？　ここから先は血で血を洗あらう戦場だ。くれぐれも警けい戒かいを怠おこたるなよ、と、先ほど自ら仰おつしやっていませんでしたか？」


「……ティンカには敵かなわんわい」


　やれやれと溜ため息いきをつく祓名民ジルシエの老人。


　それを楽しげに見つめ、女性が優ゆう雅がな仕し草ぐさで席から立ち上がる。


「お茶とお菓子、ご馳ち走そう様でした。さて、申し訳わけありませんがわたくしは先に失礼いたします。そろそろエイダちゃんのところへ参ろうかと思いますので。それと、クルーエルという子にネイトという子もエイダちゃんと同じ教室でしたよね」
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　総そう務む棟とう、医い務む室しつ。


「……クルルの様子、どうなんだろうね」


　いつになく落ち込んだ様子で、ミオが独ひとり言のように呟いた。


「平気です、きっと」


　椅子にじっと腰こし掛かけたままのミオ。その隣となりに自分も腰を下ろし、ネイトは早まる自身の胸むねに手をあてた。


「高熱による脱だつ水すい症しよう状じよう」


　ベッドに横たわるクルーエルの額ひたいに氷ひよう囊のうをあて、医務室の職しよく員いんが頷うなずく。


　歳の頃ころは四十代だろう。眼鏡めがねをかけた線の細い女性医務員だ。


「──と考えたいのだけど、断だん定ていはできないわね」


「あの、それってどういうことですか」


「この尋じん常じようじゃない汗あせのかきかたと身体からだのふるえ。脱水症状にしたら症状が強すぎるわ。それに、一向に意い識しきが回かい復ふくしないのも腑ふに落ちないし。……そもそもこの子、学園の閉へい鎖さ中にも一度ここで休んでいたことがあったわよね。突とつ然ぜんの意識不明が原げん因いんで」


　思わず、隣に座るミオと顔を見合わせた。


　その通りだ。彼女が体調に異状を来きたしたのはそれが最初。


「入学当初の健康診しん断だん結果を見た限かぎり、この子は至いたって健康だったはず。何か持病を抱かかえているわけでもなかったし。となれば、何かよほど突発的な原因があったと考えるしかないのよ……でも」


　でも、思いつかない。


　それはネイトも、そして隣にいるミオも同じだ。


「原因が分からないと、クルーエルさんのこと治せないんですか？」


「根こん治ち療りようまでは難しいかもね」


　今は彼女の自然治ち癒ゆを待つしかないということになる。


「……そうですか」


　肩を落とすと時同じくして、聞き覚えのある鐘かねが鳴り響いた。


　試験時間の終了。であると共に、下校の刻ときを告げる鐘だ。今日は実力試験が終わり次し第だい、生徒は一いつ斉せい帰き宅たくとなっている。


「あなたたちも、下校の時間だし帰っていいわよ。あとは私が看みてるから」


「いえ、いさせてください」


　ネイトは首を横に振った。


　絶対、帰らない。クルーエルさんが目を覚ますまで。


「でも……」


「お願いです。もしお邪じや魔まなら、僕ぼく、お手伝いでも何でもしますから！」


〝名詠を手伝うことはできないけど、でも、一いつ緒しよにいてあげることぐらいは──〟


　炎ほのおに包まれた競演会コンクール。かつて、彼女はそう言ってくれた。


〝だいじょうぶ。わたしも一緒にいてあげる。一緒に詠よんであげるよ〟


　今度は僕の番なんだ。何もできることがないのなら、せめてすぐ近くにいることだけは、誰にも譲ゆずりたくないから。
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　鳴り終えた鐘の音。クラスメイトの大半が帰宅し、静けさが支し配はいする教室で──


　……どうなってるのかな。


　教室の窓まどからじっと空を眺ながめる姿し勢せいで、エイダは自身の胸きよう中ちゆうと向き合った。


　競演会コンクールの〈孵石エツグ〉暴ぼう走そう。灰はい色いろ名めい詠えい。クルーエルの体調異常。そして、女子寮りようで出くわした謎なぞの相手。


　あまりに多くの出来事が集中しすぎている。もはや単たん独どくの事象とは思えない。どれもこれも、どこかで結びついているとしか思えなかった。


　今はまだ、自分たちがそれに気づかないだけなのかもしれない。


〝幻まぼろしとも言われた黎明の神鳥フエニツクスを携たずさえる生徒に、史上最年少の祓戈の到極者ジルシユヴエツサー。それが一つの学園に、そしてこの夜に集つどうという、この異常！　実に愉ゆ快かいだ！〟


　思えば、あの灰色名詠の使い手ミシュダルも同じようなことを言っていた。


〝不確定イレギユラーは時に不確定を呼よび寄よせる。この学園にはお前たち二人だけなのか？　それともまだ俺の知らぬ場所に、不確定おまえたちをも呼びよせた真の異い端たん因いん子しがこの学園に存そん在ざいするのか？……お前たちの顔は覚えておこう。なあ？〟


　異端因子。不確定を呼び寄せる何か。


「そう言えば、ちび君の夜色名詠もか」


　思えば全ての始まりは、彼がこの学園に転入してからだ。


〈孵石エツグ〉の事件も灰色名詠も、謎の相手もクルーエルの体調不良も。


　全ての事象を巻まき込み動かす渦うず。


　ならばネイトの夜色名詠は、その中心に限りなく近い場所にある？


「弱ったな、何をどうしていいやら」


　そのネイトはミオと共に、クルーエルの寝ている医い務む室しつだ。普段大人しくて控ひかえめだが、時として非ひ常じように頑がん固こな一面も見せる彼。特にクルーエルに関してその傾けい向こうが強い。彼女が目を覚ますまで、明日の授じゆ業ぎようすら放ほう棄きして医務室に住み込むつもりかも分からない。


「んー、どうしたもんかね」


　近くにあった椅子に腰掛け、エイダは背せもたれに身体からだを預あずけた。


　患かん者じやの下もとで生徒が騒さわぐのを懸け念ねんしたケイト教師によって、クラスメイトの見み舞まいは規き制せいされている。それが許ゆるされたのが、クルーエルと普段から仲の良いネイトとミオだったというわけだ。


「しゃあない。無理言って頼み込んで、あたしも様子見てくるか」


　分からないことだらけの現状。ならば闇やみ雲くもに悩なやむより、まずは気がかりな友人の体調を確認してこよう。


　座ったばかりの椅子からエイダが跳はね起きると同時。


「あらエイダちゃん、どこか行くの」


「……ん？」


　いつの間にか、教室の扉の前に見知った風ふう貌ぼうの女性がいた。


　白しろ銀がね色いろの髪かみに瑠璃色ラピスラズリの瞳ひとみ。とぼけたような微笑ほほえんだような、捉とらえどころのない表情をした女性。ここ一年ほど会っていなかったが、間違えるはずがない。


「あれ、もしやティンカ？」


〈イ短調〉の彼女がなぜこの学園に。


「お久ひさしぶり。元気してた？」


「まあ元気と言えば元気だよ。でも、なんでティンカがここに？」


「なんでって、あなたが報ほう告こくしてきた例の件けんよ。それについて直じかにあなたの話を聞きたかったの。名詠生物学者としても興きよう味みある報告だったし」


　マイペースというか、どこまでも変わらず落ち着いた雰ふん囲い気きの彼女。


「そっか。そうだね、ティンカは名詠生物学者だし……あ、そう言えばさティンカ！」


　名詠生物学者だけではない。サリナルヴァと並ならぶ才女であるこの女性には、もう一つの顔がある。


「ティンカ！　確かティンカって、医者の資し格かくも持ってたよね？」


「ええ。名詠生物学者としてのおまけみたいなものだけど」


　彼女が小こ脇わきに抱かかえた巨きよ大だいな黒くろ鞄かばん。前に見せてもらったことがある。それに入っているのは診しん察さつ道具のはずだった。


「……あのさ、ティンカに診みてほしい子がいるんだけど、いいかな」
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　学園長室にて、二人の老人が先さつきと違ちがいすっかり落ち着いた様子で腰掛ける。


「さてと、久ひさ々びさの再さい会かい劇げきも済すんだ。小こ競ぜり合いはここまでにして、学園の長として〈イ短調〉のお主がここまで出で張ばってきた用件を聞きたいものだが」


「む、エイダから報告を受けていないのか」


　表情をしかめるルーファ老人に、ゼア学園長はしばし黙もつ考こうし。


「灰色名詠のか？」


「いや、それとはまた別の件だ。この学園に、灰色名詠とはさらに別の何かが侵しん入にゆうしてきている可か能のう性せいがあるという、な」


　謎の相手。エイダが告げるには、それは人の目に映うつらぬ不ふ可か視しの奇き妙みような生物だという。


　もちろんその話題は学園長や教きよう師し長ちようのジェシカを含ふくめ、学園の職しよく員いん室しつでも議ぎ論ろんがなされた。一いつ般ぱん生徒の報告ならまだしも、これは祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの称しよう号ごうを持つエイダの報告。事の真しん偽ぎは格かく段だんに真実味を増ましてくる。


「……ああ。一度それとなく相談を受けた。念のため、夜間の見張りを教師諸君にも交代で行ってもらっている」


「それは結構。で、その後何か学園側で発見は？」


　祓名民ジルシエの老人の問いに、学園長はやんわりと首を横に振った。


「それがまるでない。教師の中にも、やはり誤ご報告ではなかったのかという意見も出始めたほどだ」


「ふむ。で、ゼア、お前自身の意見を聞きたいところだな」


「エイダの報告が正しいとすれば、場合によっては……」


　カップに注つがれた紅こう茶ちやの液えき面めんを見つめ、学園長が押し殺した声で。


「五色の名詠色とは違う、更さらに別の名詠色が存在する可能性もある」


「灰色名詠のようにか」


　祓名民ジルシエの老人の問いに、ゼアは再度頭をふった。


「いや、あれは学界の者とも議論を尽くしたが、やはりあくまで白の亜あ種しゆという意見が優ゆう勢せいだ。そういった亜種とは別の、全くの異端色──夜色名詠のような」


　夜色名詠。あれだけはいまだに解かい析せきがまるで進んでいない。例えば夜色名詠で詠よび出した名詠生物を反唱で還かえせるかというと、祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの称号を持つ者でも無理だろう。とにかくどの色にも属ぞくさない、全くの別色なのだ。


「夜色名詠、カインツとサリナルヴァから話は聞いた。だが正直、儂わしのような頑がん固こな性格の人間は、どうしても実物を見てみないと気が済まなくてな」


　カップに浮かぶ波は紋もんを見つめる祓名民ジルシエに、学園長が多少表情をやわらげる。


「その生徒は学園にいるから、放課後にでも訪たずねてみるといいだろう。まだ幼おさない少年だから、可愛かわいがるのもほどほどにしてもらいたいものだが」


「なるほど。それと、もう一人、サリナルヴァが妙に気に掛けていた少女がこの学園にいると聞いているのだが」


「ほう？」


「クルーエル・ソフィネットと言ったか。サリナルヴァの話では、赤色名詠において底なしの才能を持っていると聞いた」


　クルーエル・ソフィネット。


　その名を聞き、学園長は大おお仰ぎように嘆たん息そくをこぼした。苦笑にも近い表情で椅子によりかかり、部屋に敷しかれた真しん紅くの絨じゆう毯たんをじっと眺ながめる。


「ああ……確かにな。あの子は別格だ」


「儂は当初、ネシリスのような大特異点を想そう像ぞうしていたのだが」


　大特異点。


　名詠された生物は極きわめて稀まれに、通常個こ体たいの性能を大きく上回る超常個体が名詠されることがある。千分の一、あるいは万に一つの可能性でだ。


　いつ、どんな触媒カタリストでその超常個体を詠び出せるかの条じよう件けんは不明。カインツのような虹にじ色いろ名詠士が千回名詠しても詠び出せず、逆に学園の一生徒が一回で詠び出せることもある。完全な運という意見が最も有力だ。


　しかし歴史上、詠び出す名詠生物が全てその超常個体になるという名詠士が何人か目もく撃げきされている。特異なる個体を自在に招まねく感性センスを持つ名詠士。それこそが──大特異点。


　現代においては〈イ短調〉の第二番、ネシリスという男がそれだ。


「いや、大特異点ではない」


　真紅の絨毯から目を逸そらさぬまま、学園長は口早に断言した。


「大特異点は確かに並外れた才能ではあるが、あくまで名詠式の法ほう則そくを外れていない。性能は抜きんでているが、詠び出す生物自体は通常の種類だ」


「とすれば、その少女の才能とやらは？」


「……分からん」


　隠かくすことなく、心中そのままを告げた。


　ここ一週間ほど、教師間でもそれが話題に上のぼらない日はない。


「黎明の神鳥フエニツクスを詠び、後罪クライムのかかった触媒カタリストでいとも簡かん単たんに名詠を行う。だがそれすら、あの少女は自分の力の一いつ端たんしか見せていない──そんな気がしてならん。一年生はまだ基き礎そ学習の段だん階かいゆえ、大だい特とく異い点てんなどという例外事じ項こうは教本に載のっていない。だがもしあの子が大特異点というものを知れば……本当にそれすら自在に詠び出してしまうのではないかと思えてしまう」


「お前がそこまで言うとはな」


　感嘆か驚きよう愕がくか。祓名民ジルシエの老人が腕うでを組む。


「時代が変わったのかもしれぬな。ワシもお前も歳としを取りすぎた」


　声のトーンを落とし、いつになく嗄しわがれた声で学園長は応こたえた。


「カインツ、夜色名詠の少年、そしてその赤色名詠の少女。新しい風が吹き始めた。ワシらができるのはせいぜい、その風でひな鳥たちが飛び立つのを見守るだけなのかもしれん」


「……やれやれ、まだ当分現げん役えきでいるつもりだったのだが。それも致いたし方なし、か」


　自じ嘲ちようじみた笑みを浮かべる祓名民ジルシエに、だが学園長はにやりと笑ってその肩を叩たたいた。


「だが、やってみると案外まんざらでもない。これはこれでやりがいもあるしな。で、お前の方はどうだ、最近の祓名民ジルシエは」


「うむ、質しつは悪くないぞ。しかしどうにも最近の若わか者ものは根こん性じようがなくていかん。儂わしの若い頃はもっと覇は気きが──」


　ようやく冷めてきたカップを手に取り、老いたる友人二人はしばしの間、愉快そうに会話を弾はずませていた。
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　少女の額ひたいに浮うき出た小こ粒つぶの汗あせをタオルで拭ぬぐう。それが終われば、溶とけてきた氷ひよう囊のうの氷を取り替かえ、再度彼女の頭にあてる。


　……なんか、懐なつかしいや。


　洗あらい終えたタオルを室内に干ほし、ネイトは眠ねむったままのクルーエルを見つめた。


　昔、自分が熱を出した時のことを朧おぼろ気げながら覚えてる。母親が今の自分と同じことをしてくれた。


「……早く良くなってくださいね」


　気を失っているのか、単に寝ているだけなのか。こういった場面に疎うとい自分には分からない。返事がない今は、ただとにかく彼女の復ふく調ちようを願うしかできなかった。


　トン。


　控ひかえめに、医務室の扉が小さくノックされた。ケイト先生？


「失礼しますわ」


　音もなく扉とびらを開け、入ってきたのは自分の知らない女じよ性せいだった。白しろ銀がね色いろの髪かみに瑠璃色ラピスラズリの瞳ひとみをした、おっとりとした相そう貌ぼうの女性。白い長なが袖そでのブラウスが医者の服ふく装そうを想そう起きさせる。医務員が学園外から本職の医者を呼んだのだろうか。


「あの、お医者さんですか」


「一いち応おう、その資し格かくも持っていますよ」


　黒くろ塗ぬりの鞄かばんをテーブルに置き、女性が表情をゆるめた。


「本業は名めい詠えい生物学者をしております。初めまして、ネイト・イェレミーアス。あなたのことはカインツから聞いています」


　カインツさんから？


　虹にじ色いろ名詠士の知り合い。その言葉からまず真っ先に想起するのはエイダの父親、そしてサリナルヴァという女性研究者。その共通点は〈イ短調〉という組そ織しきだ。


　ということは、まさかこの人も。


「自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれました。わたくしはティンカ・イレイソンと申します。ティンカと呼んで頂いただけると嬉うれしいです。普段は無フ所リ属ーの研究者ですが、〈イ短調〉という会にプライベートで参加させて頂いていまして」


　やっぱり、この人も〈イ短調〉の人なんだ。


「ところで、医務員の方はどちらに？」


　医務室内をきょろきょろと見回し、その女性が首を傾かしげる。


「あ、医務員の先生は職員室です。僕たちの担たん任にんの先生と相談してくるって」


「なるほど。そう言えば、あなた以外にもう一人お付き添そいの子がいるという話だったのですが」


　付き添いの子。ミオのことだろうか。


「その人なら、家が遠いからもう帰らなくちゃいけないって、ついさっき帰き宅たくしました」


「あらあら。ということは、今はあなた一人でクルーエルさんを看ていたのかしら。大変だったでしょう？」


「い、いえ……あの、ティンカさんはどうしてここに」


　よくぞ聞いてくれたと言わんばかりに、その女性は嬉しそうに表情をやわらげた。


「あなたのお手伝い、と言えばいいかしら」


　黒塗りの鞄の鍵かぎを繊せん細さいな手つきで取り外す彼女。


　その内部には、まるで学園の実験室にあるような道具がずらりと収しゆう納のうされていた。


　ゴム管にイヤピースと集音部がくっついた器具──これは見覚えがある、医者が利用する聴ちよう診しん器きだ。他には体温計や注ちゆう射しや器きなどの小物。自分にはまるで用途の分からない物もいくつもある。


「これ、診療器具ですか」


「診療器具に治療器具に、まあ色々と。かさばらないものだけは持ち歩いていますの」


　彼女は鞄から聴診器を取り出しつつ。


「エイダに、あなたの大切な人を診みてあげるよう言われました」


　……そう言えば、エイダさんは〈イ短調〉の人たちと知り合いなんだっけ。


「さてそれじゃあ早さつ速そく、お腹なかを開く手しゆ術じゆつの用意を──」


　ナイフに似にた金きん属ぞく製せいの刃は物ものを取り出す彼女。あれがメスという物なのだろう。


　うん、なるほど、手術。それなら確かく実じつだ。


　ティンカのあっけらかんとした発言に思わず頷うなずきかけ──


「……しゅじゅつぅっ!?」


　その直後。あまりのことにネイトは声がひっくり返った。


「い、いやっっ、だめですっ！　そんな痛いたそうなことしたらクルーエルさん可哀かわい想そうです！」


　クルーエルのベッドの前で、両手を広げて立ち塞ふさがる。


「ネイト君。医務室では静かにしましょうね」


　聴診器を首に回し、怒おこった様子もなく彼女が微笑む。


「冗じよう談だんだから安心なさって。少しね、あなたを見ていたらからかいたくなって」


「……ひどいです」


　これじゃ、普段のエイダさんやサージェスさんと話してる時と変わらないじゃないか。


「本当に純じゆん粋すいなのね、あなたは」


　とぼけたような表情を一層深め、宝ほう石せきにも似た双そう眸ぼうを彼女が向けてきた。


「夜色名詠なんていう色の名詠を使うって聞いていたから、もっとじめじめして陰いん険けんな性格の子を想像していたけど……どちらかと言えばあなたは、良い意味でも悪い意味でも、すごく純粋無む垢くなのね。無色というか、そんな感じかしら」


「そうですか？」


　自分のことを言われても、いま一つすんなりと飲み込めない。無色と言われても、それこそどんな返事をすればいいのやら。


「ま、それはさておき──ひとまずはこの子の容よう態だいが心配ね」


　ベッドの上の彼女に近づき、かぶせられた薄うすいタオルケットをティンカがどける。


「ちょっとごめんなさいね」


　クルーエルの制せい服ふくのボタンを外し、胸むな元もとを──


　……あ、あれ。


　待った。もしかして僕、ここにいるのすごくまずい気がしてきた。


「あらネイト君どうしたの。そんなに後ずさりなさって」


「い、いえ……あの……僕、ちょっと外行ってきます！」


　女性医がクルーエルの服を脱ぬがし終えるその前に、ネイトは医務室から飛び出した。


　ぼ、僕は何も見てないですからっ！
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「あら勿もつ体たいない。せっかくこの子が寝ねてるんだから、近くで見てても構かまわなかったのに」


　大おお慌あわてで立ち去った少年の表ひよう情じようを思い出し、ティンカは思わず苦く笑しようした。今時珍めずらしいくらい初う心ぶな子だ。


「本当に、彼はこの女の子が大切なのね」


　氷ひよう囊のうの氷は新しい物に取り替かえられているし、室内に干ほしてあるタオルも丁てい寧ねいに手て洗あらいされたのが見て取れる。わざわざ室内に干したのは、医務室内の湿しつ度どを保たもつためだろう。さしずめ、彼にできる精せい一いつ杯ぱいの努力というところか。


「……さて、と」


　少女の制服のボタンを外し、胸元を広げる。胸の隆りゆう起きは視し診しんだけでも判はん断だんできた。呼こ吸きゆう自体はきちんとできている。


「ごめんね、少しだけ寒いかも」


　少女の着ている制服を脱がして下着を取り外す。その胸元に、ティンカは聴診器で触ふれた。目をつむり、意識を聴覚に集中させる。


　呼吸音は正常。胸の雑ざつ音おんもなし。


「……原げん因いん不明の高熱、そして昏こん睡すい。視診と聴診においては異状は見られない、と」


　予あらかじめ作成しておいた診カ療ル録テにざっと書き殴なぐる。本来の診カ療ル録テは病症やそれに対する処しよ方ほうを書きつづる物だが、今回の場合は自身のメモ帳としての用途に近い。なにせ原因不明だ、もしこれが原因不明の新病ならば周囲の人間に感かん染せんすることも考えられる。


　触しよく診しん──指先で少女の胸部をそっとなぞっていく。徐じよ々じよに下に下おりていき、腹部に触れる。内ない臓ぞう周辺で極きよく端たんに硬こう化かしたり異状と思おぼしき箇か所しよは見当たらない。下腹部まで探さぐっても結果は同じだ。皮ひ膚ふの艶つやも非常に良い、それこそ水を弾はじくようなきめ細かい肌。


　しかし、それにしても。
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　我われ知らずの内、ティンカは呼吸を忘れていた。


　──この子。なんて綺き麗れいな子なんだろう。


　素肌を露あらわにしながら眠ねむり続ける少女。


　まるで不ふ謹きん慎しんな感想だというのは自分でも分かっている。だが少女のその姿は、同性のティンカをしても息を呑のむほどに美しかった。それこそ、病人を診察している医者という身分を忘れ、見とれてしまいそうになるほどに。


　緋ひ色いろに光り輝かがやくような長ちよう髪はつと対照的に、眠っていてなお微笑んでいるかのような風貌。高こう貴きな白はく磁じ器を思わせる肌はどこまでも白く透すきとおり、一点の染しみも汚けがれもない。制服を着ている時は瘦やせすぎかと思ったが、今こうしてその素肌を眺めてみると、女性らしい優やさしく艶やかな体つきも備わっていた。いやむしろ、豊ほう艶えんと言ってもいいだろう。


　しかしそれでもなお、媚こびたような下品な印象が一いつ切さいない。これを超えるとただの肉感的な身体になる──その一線の、まさにぎりぎりの境界線上なのだ。


「……驚おどろいた、本当にすごい」


　触診の手を止め、ティンカは無意識の内に天を仰あおいだ。


　理想的な清艶さを有した少女。


　制服を着た彼女を見て最初にそう感じなかったのは、そう思われるのを、この少女が制服という覆おおいによって無意識的に拒こばんでいるからなのかもしれない。


　こんこんと眠り続けている少女。


　その表情はさながら微笑んでいるかのように。


「クルーエル・ソフィネットか……」


　……だけど、なんででしょう。この違い和わ感。


　眠り続ける少女を眺め、ティンカは双眸を細めた。自身、滅めつ多たにしない表情だった。


　何かが違う。


　今まで医師の端はしくれとして多くの患かん者じやを診てきた。それこそただの風か邪ぜをひいた少年から、難なん病びようと闘う老人まで。だがこの少女は何か、今まで自分が診みてきた患者と足先一歩だけ別の世界にいる気がする。


　けれど、そう思わせる理由が分からない。あまりにも初歩的なことゆえ、見み逃のがしてしまっている。そんな気にさえなってしまう。


「……なるほど」


　少女の下着を着つけ、ティンカは口元を微かすかにつりあげた。


「サリナルヴァ、あなたがこの子を気に掛けていた理由。わたくしも少しだけ分かった気がします」


　ケルベルク研究所本部、そこで〈孵石エツグ〉の解かい析せきに取りかかっているであろう友人の姿を思い浮うかべ、ティンカはそっと呟つぶやいた。





　　　　４





　茜あかね色いろの空に、小さな染しみのように広がる黒の帳とばり。机つくえの上に両りよう肘ひじをつき、ケイトは窓まど硝子ガラス越ごしに外の風景を眺ながめていた。


　……少しだけ、陽ひが落ちるのが早くなったかしら。


「ケイト先生、どうですかそちらは」


　とん、と机つくえの上に分ぶ厚あつい紙束が載のせられた。


　中肉中背、紺こん色いろのスーツを着た中年の男性教師。線のように細い糸目とにこやかな表情が特とく徴ちようの、一年生の『Surisuz黄』を専せん任にんする教師だ。


「あらシン先生。もう少しで終わるところです。やはり夏休みを挟はさむと、生徒も怠なまけてしまっているのが良く分かりますね」


　ケイトが取りかかっているのは今日の午前に行われた試験の採さい点てんだ。公正を期すため、採点は自分の担任教室以外の解答用紙を担当することになる。ケイトの教室の採点を担当していたのが、このシン教師だったわけだ。


「毎年そうですよ。夏休みの直後に成せい績せきが上じよう昇しようしている生徒など毎年一人か二人です。ケイト先生の教室には一人、その珍めずらしい子がいましたけれど」


「ミオ・レンティアですか」


「ええ。あの子は紙上試験ペーパーテストは本当に優ゆう秀しゆうなようですね。……エイダとサージェスは相変わらず補ほ習しゆうが必要ですが」


「本人たちも覚かく悟ごしてますわ」


　採点の終わった解答用紙の束を受け取る。


　ぱらぱらと採点用紙を確かく認にん。ほぼ満点の用紙、これは案の定ミオだった。一方、ほとんど白紙で点数も散々な用紙を抜き出して生徒名を確認すると、やはりこれもエイダとサージェス。ざっと点数分ぶん布ぷを把は握あくするに、まあ予想通りと言うべきか。


　……あれ？


　一枚だけ、赤入れの入っていない解答用紙があった。


「シン先生、一枚だけ採点が……」


「それです、ちょっとご相談したくて」


　生徒名、クルーエル・ソフィネット？


「ああ、この子は試験を棄き権けんしたので白紙でも──」


　そう言いかけ、だがその前に、ケイトはその用紙に書かれた内ない容ように目を奪うばわれた。


「……シン先生、これは……一体何ですか」


　解答用紙は、全すべての解答欄らんがびっしりと文字で埋うめ尽つくされていたのだ。


「問題は、その解答内容です」


　困こん惑わくした表情で、その教師が一つの解答欄を指さした。





　問　六


　人工触媒カタリストと自然触媒カタリストの効こう果かの同一点、および相そう違い点についての帰き納のう的てき論ろん証しようを提てい示じしたツァルシア・イン・アシュガルト教きよう授じゆの実験が行われた時期、またその実験場所を述のべ、実験場所がそこで行われたことについての理由を個こ人じん的見解と社会的見解を対たい比ひさせながら述べなさい。





　解答六




　《実験時期》　　gohre-l-het　1,119,549,261


　《実験場所》　　shantelopia-l-net 715,372,453　shantelocia-l-net　211,806,011


　《社会的見解》　記録対象外


　《個人的見解》　記録対象外







　これは、何かの暗号？


「採点してる私にもちょっと理解が難むずかしくて……最初はタチの悪い悪戯いたずらかと思ったのですが、他の解答欄にも似にたような文章が羅ら列れつしていまして」


　解答用紙をざっと確認。解答自体は非ひ常じように整然としている。


　すなわち、極きわめて桁けた数すうの多い数字の列挙か「記録対象外」で切り捨すててあるか。その意味する部分までは分からないが、何かしらの規き則そくに則のつとって記述されたものだというのは予想がつく。


　……しかし、この「記録対象外」とはどういう意味だ。


「分かりました、ありがとうございますシン先生。ひとまずこの解答用紙はまとめて私が預かります」


「いやはや、申し訳わけない」


　シン教師が立ち去り、ケイトは再びその解答用紙に目を向けた。


　暗号？　いや、この文字はまさか──


　解答用紙の束からその一枚まいだけを抜き去り、ファイルケースに入れる。


　……私の知っている人の中で、この意味が分かるとしたらあの人だ。


　夕ゆう陽ひの射し込む通路を、早足気味にケイトは進んでいった。
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　音もなく、医い務む室しつの扉とびらが開いた。


「お待たせしてごめんなさい」


　ティンカが手て招まねきするのを見、ネイトは廊ろう下かから立ち上がった。


　……診しん察さつ終わったんだ。


　医務室の内部に変化はない。クルーエルもベッドに寝ねかせられたまま。唯ゆい一いつの変化と言えば、彼女の制せい服ふくが壁かべ際ぎわに吊つるしてあったことくらいだろう。


「寝ね汗あせがひどかったから、勝手に服を患かん者じや用の白衣に着き替がえさせてもらいました。それで時間がかかっちゃって」


「あの、どうだったんですか」


「とりあえず、ここから急きゆう激げきに体調が悪化するということはなさそうですけれど……」


　言葉半ばで、ティンカが難しげな表情で腕を組んだ。


「逆に、今のところ復ふく調ちようの兆きざしも見えません」


　復調の兆しが見えない。


　それはつまり、クルーエルさんはこのまま目が覚さめない？


「そんな……っ！」


「原因が分からないうちは、ね」


　弱々しくティンカが首を振る。


　原因。


　原因て何だろう。まるで思いつかない。


　一体どれほどの時間を遡さかのぼれば、彼女を苦しめている原因が見つかるのか。





　──始まりは、いつだったのだろう──





「……あ」


　小さな、小さな吐と息いきをネイトは洩もらした。


　昨日。カフェの前で聞いた、幻げん聴ちようにも似にたあの言葉。


「始まり……始まりって……まさかそのこと？」


「どうかしましたか」


　自分を見つめる彼女に、ネイトはぼんやりと首を振った。


「……いえ」


　まだだ、まだ確かく証しようがない。


　でも万一あれが、クルーエルさんからのメッセージだったとしたら。


　全すべての、彼女を取り巻まく何か。


　僕はまだ、何か大切なものを見落としている？












　三奏　『最も長くて深い夜の始まり』







　　　　１





　まぶたを刺さす光の刺し激げき。目を擦こすり、眠ねむ気けの残る意い識しきを覚かく醒せいさせる。


　……あれ。


　ソファーの上で、ネイトはゆっくりと身を起こした。鼻につんと刺激のある薬品臭しゆう。周囲には薬品を陳ちん列れつした棚たなが所ところ狭せましと並ならんでいる。


　そうだ、僕ぼくは昨日、クルーエルさんのことが心配で一ひと晩ばん中医い務む室しつにいたんだっけ。


「おはようございます、ネイト君」


　すぐ横から顔を覗のぞかせるのは銀きん髪ぱつの女性だった。


「あ、おはようございます、ティンカさん」


　起きてすぐ、自分の上にかけてあるタオルケットに気づいた。


「これ、かけてくれたんですか？」


「ネイト君椅い子すに座すわったまま寝ねちゃってたから。それだとさすがに風か邪ぜひくかなと思いまして」


　苦く笑しようの面おも持もちでティンカが頷うなずく。


「……そっか、ごめんなさい」


　一晩中起きてるつもりが、僕だけ途と中ちゆうで寝ちゃってたなんて。


「気になさらないで。それに、可愛かわいいものも見られましたし」


「可愛い？」


「うふふ。それはそれは素す敵てきな寝言でしたよ」


「……う、噓うそ！」


　ぎくりとネイトは後ずさった。寝言だなんて、アーマはそんなこと一度も教えてくれたことないもん。素敵な寝言なんて呟つぶやいてるはずがないよ。


「ふふ、まさかネイト君があんなことを考えてただなんて」


「ぼ、僕、何も寝言なんか言ってないですよ!?」


　心当たりがないと分かっていても、ついつい気になってしまう。


　が、当の彼女は口元の笑みを手で隠かくすようにしながら。


「ま、それはわたくしの心に秘ひめておきましょう。ネイト君、そろそろ学校の準じゆん備びをしてはいかがです？」


「でもクルーエルさんが……」


「この子にはわたくしがついています。あなたはあなたのできることをしてください」


　僕にできること？


「そう、あなたはまず、自分に何ができるかを見つけなくてはいけませんね」


　器用に片かた目めをつむり、彼女は続けざまに言ってきた。


「もっとも、これはカインツからの伝言に近いのですが」


「カインツさんが、そう言ってたんですか……」


「そう。一番初めに彼があなたのことを我われ々われに話した時、ぼそりと彼が呟つぶやいた言葉です。せっかくですから、お伝えしておこうと思いました」


　とぼけた表ひよう情じようの中に、優やさしげな双そう眸ぼうが際きわだつ彼女。一晩中クルーエルの看かん病びようをしていたはずなのに、この女性はまるで疲つかれた素そ振ぶりを見せない。


「ですからネイト君。今は、学校で学ぶべきことを学びなさい」


「……はい」


　彼女の穏おだやかな眼まな差ざしに後押しされ、ネイトは通学鞄かばんを抱かかえた。
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　朝あさ靄もやの入り交まじる教室。その後部座ざ席せきの一角で、ミオは一人で机つくえの整理をしていた。


　既すでに生徒の大半が教室の席についている。


　朝の挨あい拶さつや何気ない会話が入り交じる中で、ただ一人でぼうっと、無意識的に教本をめくる。朝礼の前の朝自習。しかし、こんなにも本に集中できないのは初めてだった。


「……クルル、平気なのかなぁ」


　試験の途中、突とつ如じよ高熱を出して昏こん睡すいに陥おちいった友人。


　昨日ネイトに彼女を任まかせて下校した後も、その不安が頭から離はなれなかった。そう、あれは学園が灰はい色いろ名めい詠えいの襲しゆう撃げきによって閉へい鎖さした時とまるで同じ症しよう状じようだった。


　再さい発はつ、いやむしろ悪化している？


「よぉミオ、朝から元気ないじゃない」


　唐とう突とつに、勢いきおいよく肩かたをたたかれた。


　見上げた自分の目の前に、黒くろ髪かみ長身の女子生徒の姿すがた。


「サージェス？」


「クルーエルが心配かい」


　大人びたハスキーボイスが、微かすかに押おし殺したような声になる。


「気持ちは分かるよ。だけどそれを心配しすぎてあんたまで病気になっちゃったら、元も子もないじゃない」


「……分かってるよ。理り屈くつってか、頭では分かってるの」


　でも、そうしたくても、いつもいる友人がいないと反はん射しや的にそれを探さがしてしまう自分がいる。いつも彼女が座っている席を見て、でもそこは空っぽで……


「気を張はれとまでは言ってないさ。でもね、本当はみんな我が慢まんしてるんだよ。試験中に倒れた友人が気にならない奴やつなんていないもん」


「……うん」


　みんな本当は気になって、でも我慢してる。


　あたしだけ一人めそめそしてたら、他の子の気持ちが台無しになっちゃう。


「サージェスは強いんだね」


「ん？」


　普ふ段だんの授じゆ業ぎようは不ふ真ま面じ目めだったりさぼったりが多い。けれど、こと人間関係の微び妙みようなほころびに関しては彼女はすごく敏びん感かんなのだ。事実、クルーエルが倒れてからの女子の取りまとめはサージェスが自主的に引き受けている節がある。


「いや、あたしはあんまり物事考えるの得意じゃないからさ、思ったままを言ってるだけだよ。それにさ」


　目にかかる自身の黒髪を振り払いながら、サージェスが呆あきれ笑いを浮うかべる。


「なんつぅか、周りの男子があれだけ馬ば鹿かだと、女子が儚はかない女の子やってるのも何だか損そんした気がするしね」


「周りの男子？」


　口でなく、つっと指先を向けるサージェス。その方向に──


　どうも教室に来たばかりのネイトの席に、男子生徒の人だかりができているようだった。


「……あ、あの。これは一体どういうことでしょう」


　まるで犯はん人にんの取り調べでも受けるかのように、男子生徒の視線を一いつ斉せいに浴びるネイト。


「──ネイト君、まずは落ち着きたまえ。そう、リラックスするといい」


「は、はい」


　夏期合宿で使っていたと思われる遮光眼鏡サングラスをかけ、男子のクラス委員であるオーマが対面の席に腰こし掛かける。


「うむ。さて、今回君を取り調べているのは他でもない。君にはとある容よう疑ぎがかかっているのだよ」


「容疑？　ぼ、僕何にもしてないですよ！」


「ふむ。だがそれはどうかな」


　遮光眼鏡サングラスのブリッジを押し上げ、クラス委員の男子生徒が手元の書類を読み上げる。


「我々の調ちよう査さが正しいなら、君は昨日一日中、クルーエルに付き添そって医い務む室しつにいたそうだね。しかも、ほぼ二人っきりで！」


　なぜか語ご尾びを強め、口調を荒あららげる彼。


「……あ、あの。僕はただ少しでも看かん護ごのお手伝いができればと」


「看護？　しかし君はなんとその夜、医務室でクルーエルと二人っきりという報ほう告こくまで受けている」


「……どこの報告ですか」


　思わず突つっ込こむネイトを気にも留めず、男子生徒たちは口々に。


「さらにさらに！　医務室においては、クルーエル以外にも見み目め麗うるわしき女じよ性せいが君と一緒にいる姿まで目もく撃げきされているのだが」


「ああ。ティンカさんはお医者さんですから。クルーエルさんの隣にいるのは当たり前で」


「ほほう」


　遮光眼鏡サングラスの奥おくで、オーマの瞳ひとみがきらりと光った。


「つまり君は昨夜、医務室にてかくも素敵な女性二人と一晩中一緒にいたわけだ」


「あ、あの……それが何か……」


「くっ！　こうもおいしいポジションにいながら、なぜそれに気づかないんだ少年よ！」


　感かん極きわまったと言わんばかりにオーマが机つくえを叩たたく。


「おいしいって？　あ、そう言えば僕朝ご飯食べてなかったです」


「……その純じゆん粋すいさが憎にくい」


　がくりと肩かたを落とす男子生徒一同。


　その姿すがたを遠とお巻まきに眺ながめ──


「な、あほらしくて肩の力抜ぬけるだろ？」


　自身の艶つややかな黒髪を手で梳すきながら、サージェスが呆れたように振り向いた。


「……ほんとに抜けた。ていうか脱だつ力りよくしそう」


　頷うなずく気力もないくらい肩の力が抜けていくのをミオは感じた。


　でもそのおかげで少しだけ、頭のもやもやが気にならなくなった気もする。


「クルーエルのことを気に掛けるなら、心配するんじゃくて、早く治ることを期待するんだね」
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「──うん！」





　　　　２





　学園の正門。ティンカから告げられていた待ち合わせ場所には、既すでに見覚えのある老人の姿があった。


「ほほう、エイダ久ひさしぶりじゃな」


「あー、やっぱりルフ爺じいか。お久しぶりー」


　久々に会う老人の下もとへと、手を振り上げてエイダは駆かけ寄よった。


　知り合いとしての付き合いはもう十年以上になるかもしれない。祓名民ジルシエの修しゆ行ぎようの際に、実父クラウス以外に手ほどきを受けた数少ない恩おん師しの一人だ。


「わざわざ呼よび出してすまんな。放課後は部活動もあるのだろう？」


「そういう気き遣づかいしてくれるだけで嬉うれしいよ。うちの頑がん固こ親おや父じはそこら辺がダメだから」


　両手を首の後ろで組み、エイダは老人に先駆けて足を進めた。今日の目的は学園内の案内だ。更さらに言えば、自分たちの学生寮りようを案内することになっている。


　女子寮。不ふ可か視しの奇き妙みような生物が出現した場所でもある。


「ティンカが来てたからルフ爺かなと思ったんだけど、でも親父がルフ爺をここまで来させるとは思えなくてさ」


　祓名民ジルシエの間には基き本ほん的に技量による序列がない。それがたとえ祓戈の到極者ジルシユヴエツサーとそうでない者との間にもだ。自然、年功が重要視される。ルーファの年ねん齢れいは今年六十八。現げん役えきとして活かつ躍やくする祓名民ジルシエの中では最高齢である。祓名民ジルシエの頭とう領りようたるクラウスですら、この老人には頭が上がらないわけだ。


「いや、儂わしが自分で来たのさ。お前の顔が見たいという理由もあってな」


「あたしの美び貌ぼうは変わってないだろ？」


「生あい憎にくと背せも伸のびてないようだが」


「……爺に言われたくない」


　自分と変わらぬ背せ丈たけの老人。長老にして、最も背丈の低い祓名民ジルシエがこの老人だ。


「さて着いたよ」


「ふむ」


　鈍にび色いろに塗ぬられた塀へいの先、やや古めいた巨きよ大だいな宿しゆく舎しやがそびえ立つ。女子寮の正面玄げん関かんだ。


「外部の人間が女子寮に入る時は記録帳に名前を書かなくちゃいけないんだけど、どうする？　爺の名前書いちゃっていいかな」


「お前さえ良ければ案内してもらえんかな。なに、祖そ父ふが可愛かわいい孫の顔を見るために女子寮にやってきたということにしておいてくれ」


「はいはい」


　正面玄関を越こえ、女子寮内へ。入ってすぐの開ひらけた空間。ぼんやりとした照明に、来らい賓ひん用のソファーと雑ざつ談だん用のテーブル。部屋の隅すみには植うえ木き鉢ばちに入った観葉植物。


「ここがロビーね」


「なるほど。エイダ、ここで一戦やらかしたな」


　老人が見つめるのはロビーの壁へき面めんだった。何か鋭するどい物に穿うがたれたような陥かん没ぼつ部分。


　そう、かつて自分が祓ジ戈ルでつけた傷きずだ。よほど注意深く睨にらまない限かぎり見つからないほど些さ細さいな傷だが、祓名民ジルシエの長老の目はごまかせなかったらしい。


「他ほかの人には言わないでね。ばれると修しゆう理り代だい請せい求きゆうされそうだから」


　それに答えぬまま。


「お前の言う不可視の相手。〈イ短調〉内でも問題になっていた。我々の中ではティンカが特に気になっていたようだな」


　老人が告げる名詠生物学者。いまだ報告にない名詠生物が存そん在ざいするとしたら、それは彼女にとっては確たしかに気になる研究対象だろう。


「さてさて、何を以もつてこの女子寮に現れたのか。その目的は。それが知りたくて学園まで赴おもむいたのだが……なかなか道は険けわしそうだな」


「あたしも全然分かんない。とりあえず他の階も見てみる？」


「ああ、頼たのむとしよう」


　了りよう解かいっと。老人を手て招まねきして呼び寄せ、エイダは二階に続く階段へと向かった。





「ざっと見て回ったけど、こんな感じ」


　各階の通路を一いち巡じゆんし、再ふたたび戻もどってきたロビーでエイダは足を止めた。一階から三階まで、それと屋上も一通りルーファ老人と共に探たん索さく。が、とりたてて目を引くような怪あやしい箇所は見当たらなかった。


「……ますます分からんな」


　気き難むずかしげな表情で唸うなり、老人もまた足を止める。


「ただ一つ気になるのが、お主がその生物を見た時期か」


「時期？」


「場所を変えよう。ここはまだ他人の目につきやすい」


　言うが早いか、老人は女子寮の玄関ロビーへと率そつ先せんして向かっていった。





「……ふむ、ここなら話しやすいな」


　物もの寂さびしげな周囲をざっと見回し、ルーファ老人が満足げに頷く。


「だろ。ここなら誰だれも来ないはずだから」


　エイダが老人を案内した場所は一年生校舎の裏うらだった。陽ひの光が校舎に遮さえぎられ、年中陰いん気きで澱よどんだ空気が漂ただよう場所。一年生でさえ滅めつ多たなことではこの場所には来ようとしない。


「祓名民ジルシエの内輪話だからな。無関係の者に聞かれても具合が悪い」


　祓名民ジルシエの内輪話。だがこの老人がそこまで人目を気にするようなものとは？


「儂が気になっているのはアルヴィルのことだ」


　老人が告げたのは、一人の祓名民ジルシエの名だった。


「あやつが突とつ如じよ姿すがたを消したのは今から二週間ほど前か。ちょうどお前が不ふ可か視しの生物と遭そう遇ぐうした時期と重なるのではないかと思ってな」


「……アルヴィルか」


　老人の告げる名に、エイダは湿しめった吐と息いきを洩もらした。


　アルヴィル・ヘルヴェルント。


　年齢は、エイダの記き憶おくでは二十四。祓名民ジルシエの長老たるルーファが一目でその才さい能のうに惚ほれ込み、自分の最後の直じき弟で子しとして認みとめた男だ。並なみ々なみならぬ槍そう術じゆつの持ち主で、エイダが祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの試験を受ける前から、祓戈の到極者ジルシユヴエツサーとなることを確実視されていた。もっとも本人はまだまだ未み熟じゆくだからと、その試験を断ことわり続けていたが。


「そうだね、あいつがいたんだった」


　ルーファの教えた槍術を全すべて受け継つぎ、更に自己流へと昇華させた男。だがそれ以上に特筆すべきは、彼の工作技ぎ術じゆつである。


　通つう常じよう、祓ジ戈ルの製せい造ぞうは高名な金きん属ぞく加工技術者に特別発注される。しかしそんな加工技術者でさえ、祓ジ戈ルの修しゆう復ふくとなると難しい。複ふく雑ざつ精せい緻ちな設せつ計けいになっている祓ジ戈ルの修復は熟じゆく練れん技術者をもっても至し難なんの業わざ。だからこそ祓名民ジルシエは自分の祓ジ戈ルが破は砕さいすることを何より怖おそれ、日ひ頃ごろから祓ジ戈ルの手入れを欠かさない。それでも破砕した時は、もはやその祓ジ戈ルを諦あきらめ別の祓ジ戈ルを使うことを余よ儀ぎなくされるのが通例だ。


　しかし、複雑な祓ジ戈ルの構造を知り尽つくし、祓名民ジルシエの中で唯ゆい一いつ、祓ジ戈ルの修復が可能だった男がいた。それがアルヴィル・ヘルヴェルントだ。


「あたし、アルヴィルには感かん謝しやしてる……この祓ジ戈ル、まさかここまできっちり直してくれるとは思わなかったよ」


　自らの祓ジ戈ルに触ふれ、エイダは声をふるわせた。


　ケルベルク研究所での激げき戦せん。灰はい色いろ名めい詠えいの真しん精せいと戦った時に砕くだけた祓ジ戈ル。それを修復したのもまた、アルヴィルだった。


「エイダはアルヴィルと仲が良かったからな」


「……まあ、あたしの知ってる男の中ではね」


　閉鎖された祓名民ジルシエの世界の中では、エイダとアルヴィルは非常に年齢が近かった。かたや首領クラウスの一人ひとり娘むすめ、かたや長老ルーファに見み込こまれた直弟子。


「あいつは馬ば鹿かで底そこ抜ぬけにお気楽で、似にた者同士って感じだったからね」


　会う機会は決して頻ひん繁ぱんではなかったが、エイダにとっては数少ない心許ゆるせる異い性せいだった。


　だからこそ、祓ジ戈ルの修復をクラウスが彼に依い頼らいした時は、エイダは絶ぜつ対たいに近いレベルで安心していた。あの男なら何とかしてくれるはずだと。


「で、だ。あいつと仲の良いお前なら万に一つ、あいつから行き先など直ちよく接せつ聞いているかとも思ってな」


「ああ、なるほど。……でも、ごめんよルフ爺じい。あたしもここ半年くらいはずっとこっちの学校にいたし、あいつとはほとんど会ってないんだ。あいつがいなくなった理由、あたしの方が聞きたいくらいだから」


　──でも、何でいなくなったのかな。


　修復された祓ジ戈ルが返ってきた時、父であるクラウスから告げられた。


　アルヴィルが消えた、と。


　彼の行き先を推すい測そくできるような物は全すべて持ち出され、彼の所持品も何も残っていなかった。彼の失しつ踪そうがおよそ二週間前、そしてそれは、自分が不可視の相手と遭遇した時期とほぼ一致する。


「アルヴィルが消えたのとお主が出くわした不可視の相手。確かに時期は重なるが、儂の判はん断だんとしては現げん状じようこの二つには何の関係性もないと思っとる。いや、そう思いたいと言った方が正直なところか。しかし万一にもということもあるからな」


「爺は、その万一の場合のためにここに来たわけなんだね。アルヴィルの行方ゆくえが分かるような手掛かりがあれば見つけようと思って」


「ああ。儂とて直弟子の行方は気になるし、お前の報告も放ほうっておけんかった」


「……うん」


　唇くちびるを嚙かみしめ、エイダは祓ジ戈ルを握にぎりしめた。
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「熱は下がらず、昏こん睡すい状態も快方の兆きざしなし、か」


　クルーエルの体温計をじっと眺ながめ、ティンカは彼女用の診カ療ル録テに書き記した。


　原げん因いん不明の病症。学園内で同じ症状をきたした生徒がいないことから、感かん染せんの可能性は低いことは既すでに分かっている。となればこの病症も、彼女特有の原因に依よるはずなのだ。


「あなたを苦しめているのは何なのかしら」


　服を濡ぬらす汗あせを拭いてやり、眠ねむり続ける少女の耳元でささやく。返事がないのは分かっているが、それでもいつか返事があることを信じて。


　──それにしても、なんて綺き麗れいな寝顔なんだろう。


　この状況で不ふ謹きん慎しんであるとは知っていても、どうしてもその印象だけは拭ぬぐえない。


　高熱が出て昏睡、衰すい弱じやくしきっているはずなのに、なぜこうもその寝顔には乱みだれがないのだろう。さながら……至し福ふくの夢ゆめを見ているかのように。


　赤子が、ゆりかごの中で安らかに寝ているかのように。





〝Isa daさあ boema foton生まれ doremren落ちた子よ〟


　──Isa daさあ boema foton生まれ doremren落ちた子よ O hearsa新しい風が neighti loar吹き始めました





〝O univa 微睡〈ゆりかご〉のsm thes hypne中へお帰りなさい〟


　──eposion lef 微睡〈ゆりかご〉の時間はhypne, eposion lef約束の鐘によって xeo, elmei終わりを jes muas defea告げたのです





「……ん？」


　今、どこか遠くから、見知らぬ詠うたが聞こえた気がした。


　遥はるかなる旋せん律りつ。今のは何だったのだろう。空耳？


　彼女に付きっきりで、自身あまり休息をとっていない。疲ひ労ろうからくる幻げん聴ちようだろうか。


　トン。小さく、医い務む室しつの扉とびらがノックされた。


「はい、どなたかしら」


「僕ぼくです」


　昨日一日ですっかり馴な染じみとなっている、夜色の少年の声だ。


「ああ、入っていらっしゃって」


　ややためらいがちに扉が開き、伏ふし目がちな表情で少年が入室してきた。


「学校は終わったんですか？」


　頷うなずく少年。息が切れているところを見るに、よほど大急ぎで駆けつけてきたのだろう。


「あの、ティンカさんも少し休まれた方が。僕がクルーエルさんのこと看みてますので」


　確たしかに、少年の言う通り自分にも休息が必要なのは明自。倒れた患かん者じやの診しん療りよう中に医者自身が倒れては笑い話だ。


「そう？　ではお言葉に甘あまえて休ませて頂いただいても構かまわないでしょうか」


「はい。何かあったらお知らせしますね」


「ええ。熱が下がらないから水分を摂とらせてあげてください。水差しはテーブルの上。それと──」


　医務室の脇わきにある大きめの木もく製せい戸と棚だなを指さし、ティンカはにこりと告げた。


「汗をそのままにしておくと寝冷えの原因になりますので、適てき当とうに着き替がえさせてあげてください。替えの服はそこの戸棚に入っています」


「……え」


　カチンと、まさにそんな擬ぎ音おんがふさわしいほど鮮あざやかに、目の前の少年が凍こおりつく。


「うふふ。何事も挑ちよう戦せんですよ？」


「いや……あの、ちょっとそれは！」


「まあ、ついさっき着替えさせたばかりだから平気なのですけれど」


「……助かった」


　背はい後ごでほっと息をつく少年。その幼おさなげな様子に口元をほころばせ、ティンカは医務室を後にした。


　──さて。


　医務室の通路を進んだ先の角を曲がり、そこで足を止める。周囲に人の気配がないことを確かく認にんし、黒くろ塗ぬりの鞄かばんから拳こぶし二つ分ほどの大きさの機器を取り出した。


「ええと、このスイッチを押おすんでしたっけ」


　機械のランプ部が点てん灯とう。同時、ザザッという耳みみ障ざわりな音が流れてくる。


『……こち……こ……ら……ケ……ベルク……通……』


　ケルベルク研究所、通信部。通信の相手が予あらかじめ分かっていなかったら、この雑ざつ音おんからそれを聞き取るのは至し難なんだっただろう。


「やっぱり、音おん響きよう鳥ちようの方が数段優すぐれてるわね」


　ケルベルク研究所の副所長が気まぐれで作った試作機を見下ろし、ティンカは人知れず苦く笑しようした。


「〈イ短調〉のティンカ・イレイソンと申します。副所長のサリナルヴァと代わって頂けますか」


『……り……りょ……い』


　了りよう解かい。どうやらこちらの会話はスムーズに相手まで届とどいているらしい。


　待つこと数分。


『ティンカか？』


　女性にしては低い響きの声が通話機から聞こえてきた。自分のよく知る研究者の声だ。寝不足なのか、普段より更さらに声が低い。


「ええ。さっきよりは会話が聞き取りやすくて助かります」


『こちらの機器の不調もあったようだな。それよりどうした、こんな試作機なんぞ使ってまで通信を寄よこすとは』


「ええ。ちょっと現状を確認したいと思いまして」


『こちらは相変わらずだな。私は〈孵石エツグ〉の解かい析せき、ネシリスとシャンテは灰はい色いろ名めい詠えいの調ちよう査さ、クラウスも似にたようなものか。カインツは……相変わらず姿を見せん。どこをうろついているのだか』


「そうですか、こちらもご隠いん居きよがエイダちゃんと合流している頃です。不ふ可か視しの相手の正体について、少しでも分かると良いのですが」


　一ひと呼こ吸きゆう分の間を空あけて、ティンカは半音、言葉のトーンを落とした。


「サリナルヴァ、あなたから見てクルーエル・ソフィネットをどう思いますか」


『……やはりそこに辿たどり着くか』


　通話先の相手もまた、言葉のテンポがわずかに速まった。


「昨日、彼女が再び意識不明に陥おちいりました。おそらく病症は、あなたが見た時とまるで同じだと思われます」


　通話先の相手は、応こたえない。


「原げん因いん不明の高熱と昏こん睡すい。最初は伝染病等の可能性も考えましたが、この学園で同様の病症の生徒がいないことから、やはりこれは彼女特有の何かだと思われます」


『そうだろうな』


「あなたからの報告は一通り目を通しました。後罪クライムのかかった触媒カタリストを難なんなく再さい利用してしまう力──今までの名詠士の歴史において、このような力を持つ人間は存そん在ざいしません」


　そう、一人としていないのだ。


　少なくとも公的な記録において、クルーエル・ソフィネットのような名詠式を操あやつる名詠士は記録にない。


「──以上を踏ふまえた上で。医者としては彼女の病症に対し、原因不明とサジを投げ出したいところですが、名詠生物学者からの見解では一つの仮か説せつが浮うかび上がります」


　すなわち。


『彼女特有の病症については、彼女が有している名詠の特別な力と関連がある』


　見越したように告げるサリナルヴァ。そう、それはそもそも彼女が前情報として自分に渡わたしていた推すい測そくだった。これに対しティンカ自身が彼女を調べた結果、やはり同じ結けつ論ろんに至いたった。むしろこれ以外考えられないのだ。


「はい。かなり高い確かく率りつでその推測が成り立ちます。そして、その関連性ですが──」


　今一度、ティンカは周囲を見回した。


　ここから先は、更に推測の度合いが高い。迂う闊かつに他人には聞かせられない。


「サリナルヴァ、クルーエル・ソフィネットの素す肌はだを見たことがありますか」


『……なに？』


「そのままの意味です。彼女の裸ら身しんを見たことはありますか」


『……いや』


「あの子の身体からだはとても綺き麗れいですよ。肌はだの艶つや、顔かたちはもちろん、女性特有の身体つき。たとえば胸むねの形や腰こし回まわり、全てが理想のライン上に乗っている。完かん璧ぺきと言って良い。彼女自身が至高の芸げい術じゆつ品ひんと言っても過か言ごんでは──」


『おいティンカ、何の話』


　言い終わるのを待たず、ティンカは言葉を続けた。


「美しすぎるがゆえに、どこか違い和わ感があるのです」


　──通話先の相手が沈ちん黙もくした。


「嫉しつ妬とや偏へん見けんで語るつもりはありません。ただどうしても、眠ったクルーエルの微笑ほほえみを見ていると、どこか夢ゆめのような、そして神しん秘ぴ的な印象を抱いだかずにはいられないのです」


　理想的な彼女の身体つき。そして昏睡に陥りながらも微笑んだような表情を崩くずさない。


　まるでおとぎ話に出てくるような光景だ。


「サリナルヴァ、彼女に両親はいるのですか？」


『ああ、それについては私も気になって調べた。トレミア・アカデミーから離はなれた街だがな、彼女の両親はそこの街工場で働いている。ごく普ふ通つうの両親だ』


「……そうですか」


　クルーエルの両親は一いつ般ぱん人じんで、名詠士ですらない。


　彼女の神秘性を考えるならば、彼女に両親はおらず、その出生はまるで不明というものの方がむしろ真実味を帯びるのだが、そうすんなりとはいかないらしい。自分の推測が誤あやまっていたか。あるいは更さらに、いまだ知られざる秘ひ密みつを見落としているのか。


『そう言えば、逆ぎやくに夜色の少年の方は両親はいなかったはずだ。孤こ児じ院いんにいたところを、今は亡なき義ぎ母ぼが預ったという話だ』


「ネイト君がですか」


　夜色の少年に対し、ティンカが持っていたイメージはまさに人間らしい子というものだ。背せも低く華きや奢しやで、弱々しい。ヒトの弱い部分を持ちながらも、他人を思いやる優やさしさも具そなえている。


　最もヒトらしい少年に親がなく、ヒトの理想のような少女に親がいる。


　──なんという皮ひ肉にく？　いえ、これが必然だとしたら……


『大人はみんな、大切なことを忘れてる』


「……え？」


　通話先の相手の突とつ然ぜんの台詞せりふに、相あい槌づちすらままならなかった。


『クルーエルが、学園で灰色名詠の使い手と対たい峙じした時の言葉だ』


　彼女がそんな言葉を？


『ティンカ、お前も知っていることだろうが、名詠式の〈讃来歌オラトリオ〉には定型句という部分の詩が必ずといっていいほど存在する』





　Isa daさあ boema foton生まれ doremren落ちた子よ





　ife I she cooka世界があなたを Loo zo via望むのならば





「さあ生まれ落ちた子よ……世界があなたを望むのならば……？」


　生まれ落ちた子。


　世界があなたを望む？


「それはまるで──」


　生まれながらにして、眠りながらも理想の美しさに辿たどり着いた少女──クルーエルをそのまま指しているかのような詩ではないか。


『ティンカ。ここから先は、私の独ひとり言として聞いてくれ』


　ティンカが初めて聞くほど弱々しい声で、サリナルヴァは続けてきた。


『ヒトというのはもしかしたら、生まれた時は皆みなが皆、理想のかたちとして生まれてくるのかもしれない──生物学的な見けん解かいはさておきな』


　それは普段の彼女らしからぬ、ひどく抽ちゆう象しよう的てきな推論だった。


『だが我々は大人になるにつれ、クルーエルが言うように、何か大切なことを忘わすれてしまっていくのかもしれない。幼よう少しよう時じの記き憶おく、幼少時の友人の名前、顔。思い出……多くの物を忘れ、もう振り返ることすらできない……クラウスから、祓名民ジルシエの祀まつり詠うたを聞かされたことがあっただろう。覚えているか？』





　ole shan ilis,夢も望みも、 peg loar, peg kei,全て遥か過去〈うしろ〉 Hir et univaに捨てて sm hidきた





　Hir be qusiその道、 Gillisu xshaoもはや振り返る ele sm thes,ことすら neckt ele叶わず





　夢も望みも過去うしろに捨すて。


　その道はもはや振り返ることもできない──


「それは……つまり」


　あの詩は祓名民ジルシエのことを指している。自分はそう信じきっていた。しかしこれが、もし、自分たち全てのヒトを指していたとしたら。


『クルーエルが理想のかたちをしているように見えるのは、単に我々の方が、本来あるべき姿すがたから逸それていってしまったからという気もする』


「この世界でわたくしたちが忘れてしまった何かを、クルーエルは今も大事に抱かかえている。だからこそ、わたくしたちは彼女を美しく感じられる。と？」


　では──自分が美しいと思ったのはクルーエルの外見ではなく、その内面？


　眠っている彼女の心の内、その夢の中身を自分は知らず知らずのうちに見せられていた？　だからこそ、眠っているクルーエルがああも清せい艶えんに映うつったのだろうか。


「……人の心が現れるのは、もしかしたら眠っている時ということなのでしょうか」


　だが確かにそうだ。思えば、あの少女の写真をサリナルヴァから渡された時、可愛かわいらしい素す敵てきな女の子だとは思った記憶がある。だけど、眠っている彼女を現実に見た時のような、あまりの美しさに息を呑のむほどのものではなかったはずだ。


『あまり深く考えるな、どうせ私の独り言だ』


　そう告げるサリナルヴァの声こわ音ねに迷まよいの色はない。おそらく彼女自身は、その推すい論ろんに何かしらの根こん拠きよを持っているのだろう。そもそも、彼女が根拠のない憶おく測そくを他人に話すことは皆かい無むだからだ。


「祓名民ジルシエの祀まつり詠うた、そして名詠士の〈讃来歌オラトリオ〉……いや、そもそもの起き源げんを遡さかのぼればセラフェノ音語ですね」


　セラフェノ音語。別名、不ふ可か触しよく言語。


　いつどこで、誰が創つくり上げたかも分からない謎なぞの言葉。ヒトが名詠式を使い始めた時には既すでに存在していたことは確実。だがしかし、ヒトがなぜ名詠の時にセラフェノ音語を使うようになったのか、その起源すら謎に包まれたままなのだ。


『祓名民ジルシエの祀まつり詠うたも〈讃来歌オラトリオ〉の定型部分も、誰が作ったか記録にまるで残されていない。……まるで、それを知られるのが何者かにとって不都合になるかのようにな』


「あるいは、わたくしたち大人が忘れた大切なものとは、まさかその────」


　言葉の先が、ティンカにはどうやっても紡つむげなかった。


　唇くちびるが、舌した先さきが、金かな縛しばりにあったかのように動かない。


『まるで怪かい談だんじみた話だな』


「……今の話は、わたくしたちだけの間に留とどめておきましょう」


『もとよりそのつもりだ。しかし』


　言葉を一層強め、サリナルヴァが告げる。


『カインツは、私たちより先に、このことについて疑ぎ問もんを持っていたらしいがな』


「え？」


『三重連れん縛ばく──なぜ真しん精せいを詠よび出す時に〈讃来歌オラトリオ〉が必ひつ須すなのか、あいつはその段階からセラフェノ音語を疑っていた。だからこそあいつは、滅めつ多たに自分自身では〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたおうとしないんだ』


　詠えない名詠士。陰かげでそう揶や揄ゆされることすらあるほど、彼は滅多に真精を詠よぶことがない。〈イ短調〉内においても、彼が第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアを詠う姿を見たことがあるのは、おそらくクラウス一人だろう。


『セラフェノ音語の真実に迫せまった者が、不可能と言われた五色の全制せい覇はを達成する。これは果たして偶ぐう然ぜんと言えるのか。私には分からない』


「……そうですか」


　通話機を握にぎる手が汗あせばんでいる。


　たった数分足らずの会話なのに、なぜこうも。


「ありがとうございます。長々と申し訳わけありません」


『私も、じき〈孵石エツグ〉の解かい析せきが終わる。その時にまた連れん絡らくする』


「はい、では」


　通話を切る。と同時、ティンカは最も寄よりの壁かべにもたれかかった。


　指先がふるえている。吐と息いきも荒あらい上、脈みやく拍はくが異い常じように速くなっていた。身体が寒くてたまらない。なんでだろう。ただ知人と会話をしただけなのに、なぜこうも身体が畏おそれを感じるのだ。


　まるで、誰かにこの会話全てを観察されているかのような不安感。それも、ものすごく近い場所からじっと自分を観察している誰かがいるような。


「……もしかしたらわたくしは、覗のぞいてはいけない領りよう域いきの一いつ端たんを垣かい間ま見みてしまったのかもしれませんね」


　奥おく歯ばを嚙かみしめる。今にも気を失いそうな脱だつ力りよく感に耐たえ、ティンカは歩きだした。


「『大人はみんな、大切なことを忘れてる』か──たとえ大人になって、たとえ大切な物を知らず知らずのうちに忘れていたとしても……」


　後こう悔かいはしていない。それは自分自身で選んだことだ。


　だからこそ最後まで、責せき任にんを果たさなくてはならない。大人だからこそ、『子供』に伝えるべきことが必ずあるはずなのだから。





　　　　３





　総そう務む棟とう、情報管理室。その脇わきに備そなえ付けられた資し材ざい室しつの扉とびらをケイトは開けた。


　と同時、床ゆかに積もった埃ほこりが舞まい上がる。資材室というだけあって普ふ段だんは物置として活用されているのだろう。掃そう除じも滅めつ多たにされていないらしく、部屋全体に黴かびの臭においが充じゆう満まんしている。


　そして、自分が約束していた人物はそこにいた。


「お忙いそがしいのに、大変な作業を押おしつけてすいません」


「いや、俺おれも興きよう味みがあったからな」


　眼鏡めがねの下、男だん性せい教きよう師しが鋭するどい眼がん光こうを灯ともらせる。


　ミラー・ケイ・エンデュランス。最上級生の『Ruguz青』を教える教師であり、おそらくはトレミア・アカデミーで一、二を争う博はく識しきでもある。


「それで、何か分かりましたでしょうか」


　自分と彼の間に置かれた、粗そ末まつな木製のテーブル。その上に無む造ぞう作さに置いてあるのは、たった一枚まいの解かい答とう用紙だった。


　シン教師から渡された、クルーエルの答案。自分でも解読は試みたのだが、圧あつ倒とう的に予備知識が足りずに断念。一いち縷るの望みを、この教師に託たくしたのだ。





　解答六




　《実験時期》　　gohre-l-het　1,119,549,261


　《実験場所》　　shantelopia-l-net　715,372,453　　shantelocia-l-net　221,806,011


　《社会的見解》　記録対象外


　《個人的見解》　記録対象外







　昨日見た時もそうだが、今こうして改めて眺ながめ、その解答の異い質しつさに寒気すら感じる。


「図書管理棟の古書を洗あらいざらいひっくり返した結果、収しゆう穫かくはあった」


　彼の背はい後ごに山と積んである古書の数々。それをたった一ひと晩ばんで精せい読どくしたらしい。まさにこの教師でなければできないことだ。


「まず全ての解答欄は二つのパターンに区分できる。何かの文字と膨ぼう大だいな桁けたの数字の列挙がその一つ。もう一つが『記録対象外』としてほぼ空白で終わらせてしまっているパターン。『記録対象外』については正直手が出せなかったが、前者の方についてはおおよそ見当がついた」


　山になった古書の、その最上段。一ひと際きわ分ぶ厚あつく、そして古ぼけた辞じ書しよをミラーがテーブルの上で開いた。


「俺の知る限かぎり、最も古いセラフェノ音語の辞書だ。いや、辞書というよりは大昔の研究者の落書きのようなものだな」


「落書き？」


「辞書という名がつくものには、それ相そう応おうの責せき任にんが付きまとう。正しい訳、正しい意味を載のせなければならないというな。逆に言えば、そこには確かく証しようのないものは記き述じゆつがない」


　一方で──そう付け加え、ミラーがその本の頁ページをめくっていく。


「しかしこれは研究者のメモ帳ちようだ。研究者が推すい測そくしたことを下書きとして書き残したもので、こっちには文責というものがない。自由に、己おのれの推論を加えて書き残してある書物だ」


　なるほど。それを落書きと評ひようするのはいかにもこの読書家らしい。


「これを参考にしてこの解答用紙を見てみると、ある一つの結論に辿たどり着く」


　開いた辞書を再ふたたび閉とじ、鋭えい利りな眼まな差ざしで彼がその答案を睨にらみつける。


「セラフェノ音語は、一つじゃない」


「え？」


「……俺も、その事実を知った時は寒気がした。なぜこんな大事なことに、今まで世界中の誰もが気づいていないのか」


　それはどういうことだろう。


　名詠式を扱あつかう者としてもそれは聞き捨ずてならない。


「クルーエル・ソフィネット。彼女がこの試験用紙に書いている文字は、セラフェノ音語と構こう成せいが似にているのは直感的に分かるな。しかし問題はこの後の問十、セラフェノ音語による文章作成。ここから顕けん著ちよになるんだが、その文法も単語も現在名詠士が使っているセラフェノ音語とはかけ離はなれたものとしか考えられないんだ」


　問十の文章作成。それは確かに自分も一度は確かく認にんした。が、それもまた内ない容ようが読み取れず断念してしまっていた。


「セラフェノ音語には未いまだ解読がなされていない困こん難なん単語と、推測のままで止まってしまっている単語が複ふく数すう存在する。だからこそ不可触言語と言われているのはケイトも知っているな」


「……はい」


「俺はてっきり、セラフェノ音語はそれ自体が完成された言語かと思っていた。しかし違ちがった。セラフェノ音語には、もう一つ全く別の言語体系の『何か』が混じっている。今まで解読が困難とされていた単語は、そもそもそちらの言語の単語だとすれば非ひ常じようにつじつまがあう。一夜では解読すらろくにできなかったが、おそらく間違いではないだろう」


　論理と証しよう拠こを重んじるこの教師がそこまで言い切る。ならば相当に信しん憑ぴよう性せいの高い根こん拠きよがあると思って良いはず。


「……しかし、それをなぜ一いつ介かいの女子生徒が」


「一介ではないだろう。彼女の名詠の実力を考えるならばな」


　確かに。彼女の超ちよう常じようじみた実力を垣かい間ま見みた以上、もはや彼女が何を起こしても不思議ではない。


「しかし、頭から冷水を浴びせられた感じだな。……なぜ今まで気づけなかったのか。あの子の解答用紙を見ただけで辿り着けるほど単たん純じゆんなカラクリに」


　重苦しい溜ため息いきをつき、ミラー教師が腕を組む。


　全ては彼女の残した答案用紙から。言い換かえればそれは、彼女のそれがミラー教師に謎を解とく鍵かぎを与あたえたということに他ならない。


「……『大人はみんな、大切なことを忘れてる』」


「ケイト？」


「あの子が……クルーエルが、ミシュダルと名乗る男の前で叫さけんだ言葉です」


　自分やサリナルヴァ、そしてミシュダル。


　多くの大人の前で、彼女は確かにそう叫んだ。


「気づかなかったのではなく、俺が忘れていただけ、と？」


「分かりません。けれどクルーエルは何か、名めい詠えい式しきの根こん幹かんに関かかわる何かを握にぎっている気がします。名詠式とセラフェノ音語に関わる何かを」


「しかし、よりによってその本人が昏こん睡すい状じよう態たいとはな」


　そうなのだ。状じよう況きようから判はん断だんすれば、彼女はこの解かい答とう用紙を書き上げた途と端たんに意い識しきを失ったと捉とらえるのが妥だ当とう。しかし、もしそれが誤あやまりだったとしたら。


　もしも──ここに残された謎の解答を書き上げている最中、既すでに彼女の意識がなかったとしたら？


「無意識の人じん格かくというものについて、ミラーさんはどう考えますか」


　すると、彼は肩かたをすくめおどけたような表ひよう情じようを浮うかべた。


「難むずかしいな。あったとしても、他者からは判別が極きわめて困こん難なんだ。だが、それに限かぎりなく近い存そん在ざいを俺たちは知っているのかもしれない」


「わたしも知っているものですか」


「──真精だよ」


　真精？　真精って、あの第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアで呼び出せる名詠生物？


　一いつ瞬しゆん、本気で彼の言っている意味が分からなかった。


「これは俺の勝手な推すい測そくだ。俺がそう考える理由も、今はまだ話すべき段階ですらない。今思いついただけで喋しやべってるから、ケイトも気にかける必要はない。ただ……覚えていてくれ。忘れるな」


　忘れるな、その言葉と共に、いつになく力強い視し線せんで彼が見つめてくる。


「そう言えば……そうだったな」


　木もく製せいの椅い子すに背を預あずけ、彼が深い吐と息いきをついた。


「俺たちは、大人になるにつれ情報を取しゆ捨しや選せん択たくして生きていくことを覚える。情報の氾はん濫らんしたこの世界で、自分にとって必要な知識だけを記き憶おくし、他の不要と思われるものを『忘れるという技ぎ術じゆつを覚え』る」


　それが、普通なのではないか。物事をずっと覚えていられるはずがない。大事な思い出ならばともかく、些さ細さいな日常の記憶など忘れても生活に支し障しようない。


「ケイト、お前が子こ供どもの頃ころはどうだった？　何が大切で何が大切じゃないものか、一つ一つ見極めて覚えていったか？　この世界で見るもの全てが新しん鮮せんで魅み力りよく的で、その全てを覚えていた時期が必ずあったはずだ」


　あったのかもしれない。けれど──


「……もう、忘れてしまいました」


「ああ、俺もだよ」


　弱々しい、自じ嘲ちようの笑えみ。


「──俺たちは、忘れていたという事実すら忘れていたんだ」


　その勉学家が、自分の机つくえに立てかけてある古い写真を渡してきた。


「クラス写真ですか」


　彼が受けもったクラスの集合写真？　いや、それにしては古すぎるような。


「俺、エンネ、ゼッセル、カインツ──俺たちが同級生の時に撮とった写真だよ。ほら、中央で生徒に囲まれているのが今のジェシカ教きよう師し長ちようさ」


　数十人の生徒に囲まれ、照れるようにして笑うラベンダー色の髪かみの女じよ性せい。


「……あの、この子は誰ですか」


　写真の人物を一通り眺ながめ、ケイトが目を留めたのは黒髪の少女だった。一人だけクラスの輪から離はなれるようにして立つ少女。そしてその隣となりに、その少女と他のクラスメイトを繫つなぐようにして立つ、枯かれ草色のコートを羽は織おった見覚えある輪りん郭かくの少年が。


「……これ、カインツさんですか」


　虹にじ色いろ名詠士の若わかかりし頃。今よりもいたずらっぽく幼おさない表情だ。


　しかし、この虹色名詠士が寄り添うように立つこの黒くろ髪かみの少女は誰なのだろう。


「イブマリー・イェレミーアス。──ケイト、君が担たん任にんとして受けもっているネイト・イェレミーアスの母親だ」


　イェレミーアス。では、この少女が夜色名詠を構こう築ちくした人物だというの？


　こんな儚はかなく可か憐れんな少女があの異い端たん色を？


「……俺は。いや俺たちは、あの時の竜りゆうの言葉で思い出すことができた」





『O she saira主の片翼〈かりそめの王〉 qersonie Laspha──我が名は──〈牙剝く者Armadeus〈アマデウス〉〉。孤こ独どくな夜よ闇やみの娘むすめに惹ひかれ、その正統な後こう継けいに誘いざなわれた。夜の名詠に従したがい、而しかして我われはそれを世界に知らしめそう！』





「俺たちは、思い出したものをまた別の誰かに受け継つがせてやらなくちゃいけない。……そのための教師なのさ、きっと」
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　遠い過去を懐なつかしむような口調で、その教師は静かに告げた。
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　不思議な夢ゆめを見た。


　真っ黒い世界。どこまで歩いても終わりのない無む限げん回かい廊ろう。


　その場所で、音だけが鮮明に響ひびいていた。


　始まりは、波の音。つい最近に聞いた覚えがある。そうだ、夏休みの臨りん海かい学校で、わたしは『あの子』と一いつ緒しよに海辺に行ったっけ。


　次は、遠くから聞こえる鐘かねの音。これは学校の入学式かな。でも、いつの時の入学式だろう。……トレミアの入学式？


　三番目は、赤ん坊ぼうの泣き声だった。この声、誰の泣き声だろう。わたしの知っている赤ちゃんなのかな。でも、どれだけ聞いても思い出せない。


　そして最後に──


　最後に聞こえてきたのは、歌だった。


　男の子と女の子。二人で一緒に歌ってる。


　女の子の方は……わたし？


　でも男の子の方は誰だろう。すごく近くにいる気がするのに、不思議と思い出せない。


　思い出せないまま、歌は次し第だいに霞かすんでいった。





　……わたし、どうしたんだっけ。


　無む意い識しきと夢の狭はざ間まで、クルーエルは弱々しい瞬まばたきを繰くり返した。


　天てん井じようの照明。白い塗と装そうの壁かべに、つんと鼻をつく医薬品特有の臭におい。


　……ここ……医い務む室しつ？


　身体からだは仰あお向むけになったまま、首だけを横にする。


　すぐ傍に──小さな木椅い子すに座すわったままじっとうつむく少年の姿すがたがあった。


　夜色の髪がここからでも窺うかがえる。細い華きや奢しやな身体に、トレミア・アカデミーの白い学生服を着た姿。襟えり元もとに引かれた一本の黒線。


「……ネイト？」


　数秒。数十秒。数分。時間の経けい過かすら朧おぼろ気げな中で、どれだけ彼を見つめていただろう。ゆっくりと、その少年が顔を上げた。


「く……くる……え？」


　ぽかんとした口調で、何かを言おうとして言えないでいる彼に。


「──ごめんね」


　かすれ声で、クルーエルは呟つぶやいた。


「また、キミに迷めい惑わくかけちゃったね」


「そ、そんなことないですっ！　僕、全然平気です」


　首を勢いきおいよく左右に振るネイト。


　……ありがとう。


　普段は軽々しく使ってるはずの言葉が、つっかえてどうしても言えなかった。


「ねえ、ネイト」


　だから、せめて別のことを伝えよう。彼にだけは、全部伝えたかった。


「キミは名めい詠えい式しきが怖こわいと思ったことない？」


「それ、この前と同じ？」


　そう。夏期の移い動どう教室で彼に訊たずねた問いだ。


「うん。もう一度、キミの答を聞かせて」


「僕は……」


　口ごもりながらも、彼はしっかりとした眼まな差ざしで告げてきた。


「僕は、ないです」


「そうだね。キミの名詠はとっても優やさしい名詠だもん」


　わたしの名詠は、どうなのかな。


「……クルーエルさん？」


「ネイト、キミにだけは伝えておくね」


　不安げに口を開ける彼に、寝ねた姿し勢せいのままでそっと指先を伸のばした。


　すぐ傍に立つ彼に届とどく、その直前で。


「わたし、少し前からずっと声が聞こえてるの」


「声？」


「……うん、すごくわたしそっくりの声。わたしそのものかもしれないし、全く別の誰かかもしれない」


〝──ああ、ようやくわたしの声が届くのね。わたしの大切な人〟


　あれは、一体何なんだろう。なんでわたしに話しかけてくるんだろう。


「……黎明よあけが近づくほど、花は早く咲くのかな」


「はな？」


　それも、あの声が告げてきたことだ。


　でもそれは何の花だろう。わたしが花と聞いて思い浮かぶのは一つしかない。


　小さな緋ひ色いろの花。


　それは──アマリリスのことなの？


　名詠式は、自らが望むものを詠よぶ。それは偉い大だいなる虹にじ色いろ名詠士が教えてくれた。


　競演会コンクールで、彼が詠び出した虹色の輝かがやき。


〝目を閉とじる。〈讃来歌オラトリオ〉はいらない。名詠するのは自分自身。自身を映うつしだす鏡。心の中で想おもうままを形に。それを詠び出せばいい〟


　だとしたら、私の心の中には一体何がいるというの？


「ネイト、キミにだけは伝えておくね」


　……本当は怖こわい、怖くてたまらない。こんなこと言って、彼がわたしのことを嫌きらいになったらどうしよう。変な奴やつだって思われたらどうしよう。


　でも、もし誰か一人に必ず言わなければならないとしたら。誰かに伝えなくちゃいけないとしたら。


　この世の全すべての人の中から選べるとしても、わたしはキミに、伝えたい。


「わたしの心の中にね、黎明の神鳥フエニツクスじゃない、別の何かがいるかもしれない」


　瞬まばたきもせずに、クルーエルはじっと彼の双そう眸ぼうを見つめた。





　……別の何か？


　正面から見つめてくるクルーエルの眼差しを受け、ネイトは一度だけ瞬きした。


「それって赤色の真しん精せいってことですか」


　ううん、一つの色で詠び出せる真精は一体だ。クルーエルさんの専せん攻こう色の赤は既すでに黎明の神鳥フエニツクスがいるじゃないか。同色で別の真精がいるわけがない。


「──赤、じゃないかもしれない」


　血を吐はくような面おも持もちで、彼女がそっと呟いた。


「赤……じゃない。何かもっと、似にてるようで違ちがう色かもしれない」


　赤じゃない。だとすれば一体何色？


「わたし、怖いの」


　ベッドに横になりながら、タオルケットにくるまりながら、それでも彼女がふるえているのが分かった。


「もしわたしが……〈孵石エツグ〉みたいに勝手にソレを詠びだしちゃって、名詠式を悪いように使っちゃったら……わたしは、誰に何て謝あやまればいいんだろう」


　少女が目を逸そらそうとする。だがそうするより先に。


「あの、クルーエルさん。僕、一つだけものすごく単たん純じゆんな疑ぎ問もんがあるんですが」


　ネイトは、自分の本心を彼女に告げた。


「……なに？」


　怯おびえたように小声で頷く彼女を、ネイトはじっと見み据すえた。


「なんでクルーエルさんは、その別の何かというのが悪いものだって最初から決めつけてるんですか」


「────え？」


「僕は、クルーエルさんの黎明の神鳥フエニツクスに何回も助けてもらいました。名詠式が自分の心の中を映し出すものなら、クルーエルさんの心の中にいるものが悪い奴やつなはずがないじゃないですか」


　もしクルーエルさんがもう一体真精を詠べるとしても、それはきっと優やさしくて思いやりのある真精に決まってる。絶ぜつ対たいと言ってもいいくらい、自分はその自信がある。


「それともクルーエルさんて本当はいつも、なんか怖くて腹はら黒ぐろいようなこと考えてるんですかぁ？」


「そ、そんなことないよ！」


　顔を真っ赤にして叫さけぶ彼女。


　その姿に、ネイトはにこりと微笑ほほえんで。


「噓うそです。でも、これで平気だって分かったですよね」


「……あ」


　呆あつ気けにとられたように、彼女は口が半開きになったままだった。


「大だい丈じよう夫ぶです。僕はどんなことがあってもクルーエルさんのこと信じてますから」


　にこりと微笑む。


「……信じてくれるの」


「はい！　当たり前です！」


　そのまま、どれだけの間彼女を見つめていただろう。


「……あのさ、この前も医い務む室しつで二人きりだったよね」


　この前？


「わたしが『おやすみなさいのキスして』って言ったとき」


　微笑むように、そっと口元をゆるめる彼女。


「あ、あの時ですか」


　ネイトにしてみれば、あの時の彼女の一言はあまりに強きよう烈れつな一いち撃げきだった。あの後二晩、ろくに寝ねられなかったのを今でもしっかりと覚えている。


「ねえ、今わたしがそれをお願いしたら、キミは何て答えてくれる？」


　────え？


「あ、あの……」


　またあの時と同じ冗じよう談だんだろう。


　そう思って彼女を眺ながめても、彼女は青く大きな双そう眸ぼうを揺ゆらしながら一心に自分を見つめてくるだけだ。瞬まばたきもせず、目を逸らすこともなく本当に一心に。


「わたし、キミの返事が聞きたい。割わりと本気で。もしキミがだめって言うならいいよ。でも、もし『いいよ』って言ってくれるなら……わたしも、わたしだって……」


　じっと見つめられる。それ自体は今までなかったわけじゃない。


　でも、そのことで声すら出せなくなったのは初めてだった。


「……ごめんね、なんかいきなりだね、迷めい惑わくだったかな」


「い、いえ！　そんなことは──」


　うなだれるクルーエルに向け、ネイトは必死で首を振ふった。


　ただ、キスだなんて。


　母はそもそもそういうの絶対しない人だった。その分ネイトにとって口づけとは、物語に出てくるような特別ロマンチックな印象があまりに強いのだ。だからこそなおさら、親しい人から言われると、どうしていいのか分からない。


「まあ、キミからしてみればそうだよね。ふふ、わたしだってほとんど経けい験けんないもん。でもいつか、今じゃなくても、返事を聞かせてくれると嬉うれしいな」


　熱のせいなのか、赤く腫はれた瞼まぶたの彼女。


　それでもこころなしか、彼女は普段の優しい表情になっていた。


「……返事……いつか？」


「うん。たとえば、そうだなあ──返事の期限はわたしが元気になったら、とかね」


　にこりと、とっておきのいたずらでも思いついたかのようにクルーエルが目を輝かがやかす。


「返事って……あの、その……何と言うか……」


　宙ちゆうをさまよいそうになる視線を、ネイトはかろうじて押おし止とどめながら。


「でも、クルーエルさんに早く元気になってほしいと思ってる気持ちは誰にも負けないつもりです。本当に、一日でも早く治ってくださいね。僕、ずっとお見み舞まいしますから」


「返事も、わたしは期待してるよ？」


「やっぱり。冗談じゃなくてですか……？」


「ふふ、今から楽しみにしてるね」


「と、とにかく、身体からだの方をまず治してください！　もう寝なきゃだめです！」


　走るように医務室の扉まで進み、設せつ置ちされた照明灯のスイッチに手で触ふれる。


「あれネイト、顔真っ赤──」


　クルーエルが言い終える前に、ネイトはぷいっと顔を背そむけた。


「はい、もう医務室ここの電気も消しますね」
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　夜風に揺ゆれるカーテン。


　……クルル平気かなぁ。


　窓まどガラス越ごしに、友人が寝ているであろう医務室の方向をミオはじっと眺め続けていた。


　学園女子寮りよう、本来そこにミオの部屋はない。


　そう、他ならぬクルーエルの部屋だ。もともと合い鍵かぎの隠かくし場所は彼女本人から聞かされていた。何かの折には勝手に入っても構かまわないとも言われている。その合い鍵を使って入り、ミオは今日からこの部屋で寝ね泊とまりするつもりだったのだ。


「……目、覚ましてたりしないかな」


　もちろんこれは女子寮の使用規き定ていに反している。学園の教きよう師しに知られたら説教ものだろう。けれど知っての上、迷まよいに迷った末での判はん断だんだった。もしクルーエルの身に何かが起きた時、いついかなる時でも駆けつけられるように。


　が、それも我が慢まんの限げん界かいだった。


「……あー、気になるっ！　もう無理、じっとしてらんないよ！」


　窓から飛び離はなれ、隣となりの住人の迷めい惑わく省かえりみずミオは力ちから一いつ杯ぱい絶ぜつ叫きようした。


　──よし、すっきりした。


　満足気に頷き、服を寝間着から制せい服ふくへ。


　もう夜よ更ふけだけど気にするもんか。クルルのお見舞いに行かないと気が済すまないよ！





　……う、さすがに夜は寒いかも。


　まだ夏用の制服を着用しているせいで、夜風が制服の隙すき間まから肌はだを冷たく撫なでる。


　両手で自分の腕うでをさすりながら、ミオは学生寮から総そう務む棟とうへの夜道を歩いていった。部屋を出る前が夜の十時。生徒の外出許きよ可か時じ刻こくをとうに過すぎている。教師に見つかったらちょっとしたお小言ものだ。反省レポートも覚かく悟ごせねば。


「大だい丈じよう夫ぶ、見つからない、見つからない」


　小声で自みずからに言い聞かせるように呟つぶやきながら舗ほ装そう路ろを進み──


「みぃ～お～？」


　ぐっと、背はい後ごから肩かたを何者かに摑つかまれた。


「──────ッッ！」


　心しん臓ぞうが止まるほどの恐きよう怖ふに、ミオは声のない絶叫を上げた。


「あはは、あたしだよあたし」


　学園の敷しき地ちを照らす常じよう夜や灯とう。その朧おぼろ気げな光の下、褐かつ色しよくの肌の少女が照らし出される。


　……エイダ？


「驚いた？」


「……ショック死するかと思った」


　きりきりと痛いたむ心臓を押さえ、ミオはようやくまともに息を吐ついた。


「ほうう、エイダのご友人かな。可愛かわいらしいお嬢じようさんだ」


　エイダの隣に、彼女と同じくらいの身長の老人。藍あい色いろの装しよう束ぞくを着た細身の老人で、柔にゆう和わな表情が人なつこく感じる。


　あれ、このお爺じいさん誰だろう。


「あー説明が面めん倒どうだからあたしの祖じ父いさんてことにしておいて」


「しておいて……って」


　その老人はと言えば、エイダの投げやりな台詞せりふにも気を悪くした様子はない。


「まあ、あながち間違ってもないからのう」


「そそ。で、ミオはどうしたのさ」


　二人して頷く老人とエイダ。


　……まあ、二人がそう言うならあたしはそれでも納なつ得とくしちゃうけど。


「うんとね、クルルのお見み舞まいに行きたかったの」


「こんな夜更けに？」


「うん……変かな」


　こんな時間に病気の友人を訪たずねるのはやっぱり非ひ常じよう識しきなのだろうか。


「いやいや。あたしらも実はそのつもりだったから。どうせちび君とクルーエルしか医い務む室しつにいないだろうしね。あたしらも夜の見張りしてたんだけど、ティンカがそろそろ医務室に戻らないとって」


「ティンカ？　医務室の先生だっけ？」


「ああ、お医者さんだよ。あたしの知り合いで、クルーエルのこと看みててくれてる人」


　エイダが背後を振り返る。常夜灯が照らす幻げん灯とうの中で、ぼんやりと女性の姿が浮かび上がった。


「初めましてミオさん。エイダちゃんからクラスメイトとして紹しよう介かいを受けています」


　白しろ銀がね色いろの髪かみに瑠璃色ラピスラズリの瞳ひとみ、白のブラウスという絢けん爛らんな風ふう貌ぼう。とぼけたような微笑んだような表情と、左目の泣きぼくろが特とく徴ちようの女性だった。


「ティンカと申します」


　まだ二十代そこそこの外見のようで、随ずい分ぶんと老成した雰ふん囲い気きの声こわ音ねと口調。


「はじめまして～。あたしミオって言います。エイダのお知り合いの人ですか」


「ええ。エイダちゃんのおしめを取り替かえたこともある仲ですよ」


　……おしめ？


「ば、ばかっ！　ティンカそれは言わない約束だったじゃんか！」


　エイダが慌あわててその女じよ性せいを揺ゆさぶるものの、その女性は動じた様子もなくにこにこと。


「あらあら、つい口が滑すべってしまいました」


「うそだああっ！」


　夜中ということも忘わすれ絶叫するエイダ。


　……ていうか、エイダのおしめってことは……この人何歳さいなんだろう。


　食い入るように彼女を眺めても、ミオには彼女の年ねん齢れいが分からなかった。……うーん、絶対二十代にしか見えないんだけどなあ。
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　コッ……総そう務む棟とうの通路に複ふく数すう人にんの靴くつ音おとが反はん響きようする。


「さすがに暗いね」


　前を歩くエイダの背せにぴったりくっつき、ミオは恐おそる恐る足を進めていった。


　既すでにほとんどの職しよく員いんが帰き宅たくしたせいか、通路も微び弱じやくな蛍けい光こう灯とうが灯ともっているだけ。まるで真っ暗というわけではないが、進行方向を凝ぎよう視ししないと先に何があるか分からない。ちょっとした肝きも試だめし気分だ。


「──ん？」


　医務室に続く通路の角で、ふと、エイダがわずかに歩調を緩ゆるめた。


「エイダ、どうしたの？」


　彼女の横にミオが並ならび立った途と端たん。すぐ目の前の角から、誰かが猛もう烈れつな勢いきおいで角を曲がってきた。


「きゃっ！　だ、誰！」


「あっ、ご、ごめんなさい！」


　慌あわてて頭を下げる小こ柄がらな少年。通路の微弱な電灯に照らされ、夜色の髪と幼おさなげな風貌が浮かび上がる。


「……って、ネイト君？」


「ミオさん？」


　きょとんとした面おも持もちで彼も瞬まばたきを繰くり返す。


「おやまあ、ちび君らしくない。どうしたのさ慌てちゃって」


　エイダの呟つぶやきで、彼の表情にさっと焦しよう燥そうの色が浮かび上がった。


「あ、あ……ええと、そうなんだ、クルーエルさんが！」


「まさか、彼女の容よう態だいが？」


　怪け訝げんな表情を浮かべるティンカ。しかし彼が告げるのは、まるで予想だにしないことだった。


「違ちがうんです！　みなさん、クルーエルさんを知りませんか？」


　……ネイト君何を言ってるんだろう。


　内心、ミオは首を傾かしげた。クルーエルには今の今まで彼が傍そばについていたはず。あたしたちの誰よりクルルの現げん状じようを理り解かいしているのは他ならぬ彼自身のはずだ。


「クルーエルさんが行方ゆくえ不明なんです！」


「どういうことですか。わたくしが看みている間は、あの子は昏こん睡すいが続いていたはずでしたけれど」


「ついさっき一度目を開けて、話もできたんです。その後またすぐ寝るって言ったから医務室の電気を消して僕も部屋から出て……」


　前へ進み出るティンカに、身み振ぶり交まじりで声を張はり上げる彼。


　そこまでは分かる。だけど行方不明とは。


「でも、忘わすれ物して部屋に戻もどったんです。それで、クルーエルさんがちゃんとお布ふ団とんかぶってるか気になってベッドを見たら──」


「いなかった、と」


　ティンカの言葉に無言でネイトが頷く。


「ふむ。夢む遊ゆう病びようというやつか？」


「それって、寝ている時に歩き回る病気だっけ」


　ルーファ老人の呟きにエイダが腕を組む。


　……そんなはずない。


　小さく、誰にも聞こえないほどの小声でミオは唇くちびるを動かした。


　クルーエルの部屋で泊とまったり、あるいは先日の夏期合宿で共に寝泊まりした時も、彼女にそういった症状が見られたことは一度もなかった。


「とにかく医務室に行ってみましょうか」


「は、はい！　お願いします！」


　先せん導どうするように走りだすネイト。よほど慌てて部屋を飛び出したのか、医務室は電灯が灯ったままになっていた。


「ふぅん、本当にいなそうだね」


　がらんとしたベッドを眺め、エイダがその双そう眸ぼうを鋭するどいものへと変える。だがエイダが目つきを鋭くしたのは、何もベッドが空だったからというわけではない。


「……なんだ、この花びら」


　ベッドの下。クルーエルの靴くつが置いてあった場所、そこに散らばった数枚まいの花か弁べんをエイダが睨にらみつける。緋ひ色いろの小さな花びら。


「あれ──」


　ミオは両手で自分の顔を覆おおった。赤い……花。なんだろうこの既き視し感かん。あたしこの花、どっかで見たことある気がする。クルルが確たしかどこかで──


「でも、もしクルーエルが医務室から出て行ったとしてもだ、通路のちび君と出会わず気づかれもせずってのはよく分かんないね」


　医務室の中央に陣じん取どるエイダが腕を組む。


　彼女の横を通り過すぎ、ミオは医務室の窓辺に歩み寄った。床に落ちている緋色の花びらが風で吹き飛ばされそうだったので、窓を閉しめようと思ったからだ。


　夜風にさらされ、小こ刻きざみにひらひらと躍おどるカーテン。


　……風……カーテン？


「ねえ、ネイト君。クルルが一度目が覚まして、その後また寝るって言ったんだよね」


「はい」


「その時さ、窓は閉めてなかったの？」


　この夜更けだ。いくら学園内の医務室とはいえ、この部屋は総務棟の一階にある。二階や三階ならばいざ知らず、防ぼう犯はん対たい策さくで窓は閉めておくのが普通だろうに。


「……いえ、ちゃんと閉め──」


　言いかけ、ネイトが啞あ然ぜんとした口調で言葉を濁にごす。


「あれ、なんで開いてるんだろ。誰かここに来てから窓開けました？」


　頷く者は皆かい無む。つまり窓を開けたのは……クルーエル本人？


　眠っていたはずの少女が消えた。部屋の扉には変化がなく、窓だけが不自然に開いていた──考えられるのは、クルーエルが窓から出て行った？　だけどその理由は？


　窓から出るなんて、直接総務棟の外に出るぐらいしか理由がない。そもそもベッドから起き上がれるような体調じゃなかったはずなのに。


「ふむ。なかなかどうして、奇き怪かいな場面に遭そう遇ぐうしたものだ。さてどうするか」


　その場の全員を見回し、老人が窓の外を指し示しめす。


　そんなの決まってる。


　クルーエルを捜さがしに行かないと。


「ま、言うまでもないか……クルーエルという少女、おそらくこの棟にはおらんだろう。しかしこの広大な敷しき地ち、手分けして捜さなければなるまい」


　トレミア・アカデミーの広大な敷地。


　そのどこかにいるはずの少女をたった五人で捜す。それもこの夜更け。相当に厳きびしい作業になることは誰もが理解しているはずだ。


「ティンカ、お前はそちらの彼氏ネイトと彼ミ女オに案内を頼たのめ。エイダは単たん独どくで構かまわんな。二組とも総務棟から一年生の校こう舎しや、二年生の校舎と見て回ってくれ。学園雇やといの警けい備び員いんも夜回りに出ている頃ころだろうから、それを摑つかまえて応おう援えんを頼むように」


「あれ、爺じいはどうするの？」


「今日の午後お主に案内してもらった場所をあたる。ここの男子寮りようと女子寮、あとはその周しゆう域いき一帯だな」


　口早に答え、老人は懐かい中ちゆうから年代物の時計を取り出した。


「現在十時半。ひとまず時間を決めよう。九十分だ。深夜零れい時じぴったり。進しん展てんがなくとも一度この場所に戻るとしよう」












　間奏・第二幕　『ゲシュタルロア──風が砕けた島で』







　始まりは、いつだと思う？





「始まり？」


　あまりに抽ちゆう象しよう的てきな問いに、カインツは少女の言葉をそのまま繰くり返した。


「そう、始まり」


　感かん情じようを映うつさない虚うつろな表情で、緋ひ色いろの髪かみの少女もまた繰り返す。


「答は決して一つじゃない。けれど、最も古い時と間き、全すべてのヒトが忘わすれた過か去こに埋うずもれた答が一つある」


　昔話を聞かせるように、少女はゆっくりゆっくりと告げてきた。


「ねえカインツ、ヒトは生まれた時は何色だと思う？」


「色なんて、つけようもないさ」


　生まれた時に何から何まで決まってる。現実はどうか知らないが、少なくとも自分は、そんな定められた運命のようなものはご免めんだ。


「そう、その通りよ。あなたはそれが分かってる」


　にこりと、あまりに無む垢くな表情で彼女は微笑ほほえんだ。


「全ての目覚める子こ供どもたちは、生まれた時は空っぽの色。空白からつぽを抱いだいてこの世界に生まれる。だから──始まりの色は空くう白はく。透とう明めいではない、無色と呼よんでもいけない」


　両手を広げる少女。それはまるで虚こ空くうを抱き寄せるかのように。


「けれど、決して空っぽのままではいられない。全ての子供たちが自みずからの道行きを決め、自らの色を決め、自らの時の中で自らの律りつを知らなければならない。名めい詠えい士しになる者、祓名民ジルシエになる者、研究者になる者。無限とも言える選せん択たく肢しから常つねに一つを選び、自らの故ゆえとする。それが生きるということだから」


　虚空を抱きしめたまま、少女の瞳ひとみの色にゆらぎが混まじる。


　青い双そう眸ぼうに混じる、七色にも似にた混こん合ごう色。


「だけどその中で──限りなく空白に近いながらも真ま逆ぎやくの色と、全ての有色を内包した色が生まれた。一つの空白はじまりと、そこから生まれた二つの異い質しつな色。あなたならそれが分かるはず」


　全ての有色を内包した色。それは言うまでもない。


「そう、あなたの虹色ね。誰にも真ま似ねできないあなただけの色。では、もう一つの異質な色は何かしら？」


　瞳の色を七色から青あお紫むらさきに似た冷色に変え、少女が試ためすように告げてくる。


「それは──」


　かさり。乾かわいた地を踏ふみしだく足音が孤こ島とうに響ひびいた。


　反はん射しや的に振り向く。自分と少女しかいないはずの孤島に、更にもう一人の来らい訪ほう者しやが立っていた。


「これは……実に面おも白しろい場所で面白い相手と出くわしたな」


　全身を一いち枚まい布ぬので覆おおうような、皺しわだらけの旅人装しよう束ぞくをまとった男。頭にかかるフードは色いろ褪あせた布で念入りに固定され、強風の中でも顔を隠す造つくり。


　──誰だ。


　近づいてくる相手に、カインツは密ひそかに警けい戒かいを強めた。フードの下からわずかに覗のぞく口元は狂きよう気きを携たずさえ、男の言葉一つ一つにもはっきりとした敵てき意いがあった。


「カインツ・アーウィンケル、虹にじ色いろ名詠士──詠うたえない名詠士」


　詠えない名詠士。陰かげでそう揶や揄ゆされていることはカインツ自身知っていた。


〈讃来歌オラトリオ〉を詠わない。だけどそれは……いや、今はそれを議ぎ論ろんする場ではない。


「ボクを知っている？」


「知っているかだと？　は、自身がどのような立場の人間か知らぬ訳でもあるまい。名詠式をかじった者でお前を知らぬ者がこの世界の何ど処こにいる？　もっとも、そんなお前がまさかこんなちっぽけな島にいるとは思わなかったが」


　小こ馬ば鹿かにした口調で男が言い放つ。もっとも、カインツとてこの手の挑発は幾いく度ども味わってきたものだ。案の定、男もそれを悟さとったのかすぐに言葉を続けてきた。


「だが、お前は誰と話していた」


「誰って、目の前の女の子──」


　少女が立っているはずの方向に振ふり向く。だがそこに、緋ひ色いろの髪の少女の姿はない。


　周囲には、変わらず咲さき誇ほこるアマリリスの花。


　──そんな。


「虹色名詠士ともあろう者が、虚こ空くうと話す趣しゆ味みがあるとはな」


　嘲あざけるように男が嗤わらう。


「まあいいさ。せいぜいこの場で燻くすぶっていろ。俺はもう、必要な物を手に入れた」


　男が左手で持つのは、鱗うろこ状じようの表面をした拳こぶし大だいの白い石。


　それはかつて、黄こう砂さ色いろのローブを纏まとった老人が自分に告げた触媒カタリストの特とく徴ちように酷こく似じしていた。そう、この島の中心──かつて風の砕けた日ゲシユタルロアが発生した爆ばく心しん地ちで見つけたという触媒カタリスト。


「まさか、それがツァラベル鱗りん片ぺん？」


　装束の下、男の唇くちびるがきゅっと吊つり上がる。


「ほう、そうかヨシュアの奴やつ……巡めぐり巡って虹色名詠士にすがったということか」


　だがそれもそこそこに、男は一方的に背せを向けた。その背中、何もないはずの空間が突とつ如じよ陽炎かげろうのように歪わい曲きよくした。


　……なんだ？


　慌あわてて目をこらすもそこには何もない。なのに男の周囲の空間が、まるで意い志しある生物のように揺ゆれているのだ。あたかもそこに不ふ可か視しの生き物でもいるかのように、男に従したがうかのように空間が蠢うごめいている。あれは一体。


「気づいたか」


　男が首だけをこちらに向けてきた。陰かげになったフードの下、禍まが々まがしい笑みだけが浮かび上がる。


「〈孵石エツグ〉に封ふうされていた触媒カタリスト。これを直じかに使うだけで、通常の名詠に異変が起きる。お前といえど、そう容よう易いにこいつらの影は捉とらえられまい」


　こいつら？　──やはり、男の周囲には何かがいるということか。


　しかし姿が見えないとはどういうことだ。擬ぎ態たい？　いや、何かが違う。


「虹色名詠士、勝者の王。今までこの触媒カタリストの効こう果かを見せてやるのはお前と決めていたんだがな。生あい憎にく、これを先に試ためすべき相手ができてしまったようだ」


「相手？」


　無視される。それを覚かく悟ごしていたが。


「おや、お前も知っているはずだがな。あの学園にいる、あの少女の皮を被かぶった化け物。あれの正体を見み極きわめるのが先ということさ」


　淡たん々たんと、男は独ひとり言のように返してきた。


「……ヨシュア、俺たちの拠より所はもはや一つしかないんだよ。あの日あの時、共に全てを失った時からな」


　荒こう涼りようとした砂さ漠ばくを思わせる声こわ音ねで、この場にいない者へと男が告げる。


　地を擦するような男の足音。島の端はしへと去っていく男の背を眺めたまま。


「カインツ・アーウィンケル、勝者の王か」


　胸むねの奥おく、突つき刺ささるような言葉をカインツは反はん芻すうした。


　緋色の髪をした少女も消えたまま。


「拠り所が一つしかないのは、ボクだって同じなんだけどな」


　熱を帯びた風をその身に受けながら、苦く笑しようにも似た吐と息いきをカインツはこぼした。


　けれど、決して自じ嘲ちようではない。過か去こに縋すがる時間はとうに終わった。今はただ、自分の信じる道を進むだけなのだから。












　四奏　『空白と夜明けの交こう叉さ』
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　静かな夜。生なま温ぬるい風が音もなく部屋を駆かけめぐり、悪戯いたずらのように首くび筋すじを撫なでて去っていく。そんな夜だった。


「……静かすぎるのもかえって集中できないな」


　苦く笑しようと共に椅い子すから立ち上がり、ミラーは凝こり固まった両手両足を伸のばした。


　総そう務む棟とう一階、教きよう師し控ひかえ室。


　校外から招まねいた臨りん時じ講こう師しや宿直担たん当とうの教師が使う休きゆう憩けい室しつである。今こん晩ばんの宿直予定者が急用のため帰き宅たく。その臨時担当者としてミラーが手を挙げたというわけだ。


　職しよく員いん室しつは広すぎて落ち着かないし、図書管理棟は既すでに閉へい館かん。一人で落ち着いて調べ物ができる教師控え室は、ミラーにとっては絶ぜつ好こうの研究室でもある。


「どのみち、これを何とかしないうちは家に帰っても気になってしょうがないからな」


　机き上じようの、一枚まいの解かい答とう用紙。


　その隣となりには、数百頁ページある言語系けいの古こ辞じ書しよが山のように積み重ねられている。


「……予想はしていたが、ここまで手がかかる代しろ物ものとはな」


　セラフェノ音語であってセラフェノ音語でない未知なる言語。


　いや、むしろその逆ぎやく？


　現在我われ々われが利用しているセラフェノ音語の方が、本来あるべきものから逸それた姿すがたという可か能のう性せいもある。だとしたらクルーエルという少女が筆記したこの言語こそが、真なる言語ということになる。


「名めい詠えい式しきの真しん髄ずいが真しん精せいならば、さながらこの言語も、真言とでも言うべきなのかな」


　冗じよう談だん混まじりで呟つぶやいた、その途と端たん。


　──コツッ


　窓まどガラスに何かが触ふれた音。


　反はん射しや的に顔を上げる。ガラス越ごしに──黒こく煙えんを撒まき散らしたような夜の風景の中で、何者かが濃こ紫むらさき色いろの外がい套とうをひるがえす姿が見えた。


「誰だれだっ！」


　叫さけぶと同時に詰つめ寄より、錠じようを外して窓を開ける。だがその時には、相手もまたどこかへと立ち去っていった後だった。


　教師ではない。生徒？　いや、あんな外套を着た生徒がいたという覚えはない。そもそもこんな教師控え室の窓から内部を覗のぞく必要があるはずもない。


「……何者だ」


　見られていたことにはまるで気づかなかった。一体いつから、そしてこの部屋の何を見ていたのか。


「まったく、静かすぎる夜かと思えば案の定か」
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　ぬるりと肌はだにまとわりつく湿しめった風。半はん端ぱに温ぬるい周囲の空気を搔かき分けるように、ルーファは学園の舗ほ装そう路ろを進んでいた。


　……好すかん夜だ。


　乾かわいた唇くちびるを嚙かみ、洩もれそうになる呟きを押し戻す。


　温い風。静かすぎる夜。澱よどんだ頭上の雲。長年の経けい験けん上、これらが揃そろった日はどうにも良くない。虫の知らせというものなのか、やけに心がざわつくのだ。


　──そう言えば、アルヴィルの奴やつがいなくなったのもこんな夜だったな。


　生しよう涯がい最後の弟で子しと心に決めた、息子むすこのように可愛かわいがっていた青年。その手て掛がかりを求めて学園に来たという側面も確たしかにあったが、まさかここまで似た現象と遭そう遇ぐうするとは。


「クルーエル・ソフィネットか」


　実のところ、自分はいまだその少女を実じつ際さいに目にしたことがない。〈イ短調〉の会合でサリナルヴァから彼女の写真を受け取っただけ。この学園に来てからもゼア学園長とエイダからの情報収集に勤いそしんでいた。


「儂わしらしくもない。少々焦あせりすぎたな」


　苦笑隠しに、背中に結ゆわえた祓ジ戈ルに触ふれる。


　まだ実際に顔も合わせていない少女。この夜よ更ふけだ、暗がりでその少女を見つけても、果たして識しき別べつできるかどうか。


「ま、何とかなるとは思うが」


　医務室を出る時に確認した時点で夜十一時近く。


　学園の敷しき地ち内といえど、この時間に外をうろつく人間は滅めつ多たにいない。それが年とし頃ごろの少女であれば当然目に付くだろう。確認は容易たやすい。


　……時間一いつ杯ぱい、地道に探さぐるとしよう。


　周囲の闇やみに目を凝こらし、ルーファは学生寮りようへと続く道を進んでいった。
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「おーい、クルーエル。いるかーい。いたら返事しなさいな。ていうか、いなくてもいないって返事しろー」


　四年生校こう舎しやへと向かう舗装路で、エイダは声を張はり上げた。


　数十秒その場で足を止めるも、返ってくるのは鼓こ膜まくが痛いたくなるほどの静せい寂じやくのみ。


「ま、そりゃこんな簡かん単たんに見つかったら苦労はしないか」


　祓ジ戈ルを左手に提さげた状じよう態たいで、再ふたたび学園の舗装路を進んでいく。


　エイダが担たん当とうするのは主に三年生校舎と四年生校舎である。総そう務む棟とうからはやや離はなれた場所にある棟だ。一方でネイト、ミオ、ティンカの三人組は近場の一年生校舎、二年生校舎周しゆう域いきの探索となっている。


　……さて、ちび君たちも一年生校舎を見て回ってる頃かな。


　単たん独どく組の自分が一番フットワークが軽いことから、最も遠い場所の探索を引き受けた。しかし実際にこの広大な学園の探索となると、わずか五人ではあまりに心こころ許もとない。夜回り中の警けい備び員いんを摑つかまえてざっと事情も話したが、果たしてどれほど効こう果かがあるか。


「あーあ、それこそクルーエルの黎明の神鳥フエニツクスがいれば空から捜せるのに。あたしも早く手頃な名詠を覚えなきゃな──にしても」


　立ち上がることすらできないはずの彼女が、窓を伝って総務棟外へ。


　……やっぱ、どう考えても普通じゃないよね。


　普段のクルーエルがとるような行動ではない。ならば、彼女とは別の意い志しの何かが働いたと考えるのが適てき切せつだろう。


　まさか誘ゆう拐かい？　いや、医務室の窓を開けるには内側から鍵かぎを解かい除じよしないと無理だ。


「あー、ますますこんがらがってきた。それこそ本当に夢む遊ゆう病びようか何かだったりする方がよっぽど解決も楽なのに。……ねえ、そうは思わない？」


　にわかに、エイダは通路を進む足を止めた。


　自分の足が止まる。だが足音が止まるのは、それより一いつ瞬しゆんだけ遅おそかった。


　……下へ手たな尾び行こう。祓名民ジルシエ相手に尾行するなら足音くらい完かん璧ぺきに重ねろっての。


　妙みような気配を感じたのは、自分がネイトやミオたちと別れてすぐのこと。自分が単独で行動するのを待っていたということか。


「ねえ、あんたに聞いてるんだけど。そこの、あたしのことをちょこちょこ尾つけ回しちゃってくれてる奴やつ」


　振り向かぬまま、逆さか手てに持った祓ジ戈ルの先せん端たんを背はい後ごに向ける。


「さて、洗あらいざらい答えてもらうよ。力ずくででもね」
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　トレミア・アカデミー、一年生校舎。


「二人とも、ごめんなさいね。こんな真夜中に人捜しを手伝ってもらって。本当はわたくしたち大人がやらなくちゃいけないことなのに」


　ネイトにとって最も身近な建物の直前で、先を行くティンカが振り向いた。


「そんなことないです。クルーエルさんは僕ぼくたちの大切な人だから、僕たちだって捜すのが当たり前だもの」


　足を止めたティンカを過よぎり、なおネイトは足を前へと進め続けた。どんな事情があれど、病気の身の彼女をこのまま放っておくわけにはいかない。


「うんうん。それにこんな広い学校、みんなで捜さないと見つからないもんね」


「ミオさんも、ありがとうございます。ところで一つお聞きしたいのだけど、クルーエルさんはこの学校に入学した時から名詠式の才さい能のうに溢あふれていたのかしら。黎明の神鳥フエニツクスを詠よべるくらい」


　……学園に入学した時というと、僕はその頃まだいなかったから。


　自分、そしてティンカの視線が自然とミオへ集まった。


「ん～、どうだろう」


　そのミオはと言えば、迷まよったように口をへの字に曲げながら。


「紙上試験ペーパーテストの成せい績せきは多分今も下の方だし、実じつ技ぎだって最初の頃はあたしと同じくらいだったと思うなあ。まあクルルはクルルでこっそり頑がん張ばってたのかもしれないし、何とも言えないけど」


　そう言えば──そう呟つぶやき、ミオが言葉を続ける。


「競演会コンクールの発表で、クルルは最初絵の具を触媒カタリストに選んでたのね。あたしたちみたいな初心者には使いやすいからって……あれを考えると、競演会コンクール直前までは割わりと普通なのかなって気もするけど」


「競演会コンクールの直前。それは、ネイト君の転入と時期が重なりますね」


「……え？」


　突然の名指しに、ネイトは視線をミオからティンカへと戻した。


「サリナルヴァが興きよう味みありげに話してたわ。ネイト君は知らないだろうけど、あの人が興味を持つというのは非ひ常じように珍めずらしいことなのよ」


　──僕が来た時と、クルーエルさんの名詠が急きゆう激げきに上達した時期が一いつ致ちしている？


「ほほう。それはつまりネイト君とクルルの素す敵てきな愛の──」


「ち、違ちがいますってば！」


「ありゃ、外れ？」


　真しん剣けんな表情でこちらを覗のぞき込んでくるミオ。


「……だってだって、僕の方がクルーエルさんに助けてもらってるじゃないですか」


「いえいえ。でもそれはそれで素敵なことですよ。先ほどの『クルーエルさんは僕たちの大切な人』発言もあながち外れてもいないのではないかしら」


　あ、あれ。ティンカさんまで？


「あのね、ネイト君。人が成長するには必ずそこに、何かそれを支ささえるものがあるはずなんですよ」


　とぼけた瞳ひとみながらも、彼女の声はとても澄すみきったものだった。


「あなたがクルーエルさんに助けてもらっている時、あなただってクルーエルさんの支えになれていたのではないかしら」


　そうありたいというのは、ネイトにとっても紛まぎれもない本心だ。


　けれどまだ、それを実感できたことはない。


「分からないです。……そうなれればいいなって思うけど」


　しかしとにかく今はクルーエルを見つけてからだ。


　一年生校こう舎しやの扉とびらを見る限かぎり、こちらは普ふ段だんのように錠じようがかけられたまま。あの医い務む室しつの窓まどのように、誰かが解かい除じよしたという形けい跡せきはない。


「一年生校舎にはいないようですね」


「う～ん。いるとしたらここの可能性が一番高いと思ったんだけどなあ。二年生校舎にクルルがいるとも思えないし」


「ひとまず捜しに参りましょう。万に一つということもありますし」


　医い療りよう器具の入った黒くろ鞄かばんをティンカが担かつぎ直す。


「でもクルル、本当にどうしちゃったんだろう」


　ミオの何気ない呟きに。


〝黎明よあけが近づくほど、花は早く咲さくのかな〟


　クルーエルがこぼした言葉が、脳のう裏りを瞬またたく間に駆け抜けた。


　彼女が、自分に向けて伝えようとした言葉と想おもい。


　黎明よあけ、そして花。


〝わたしの心の中ね、黎明の神鳥フエニツクスじゃない、別の何かがいるかもしれない〟


　……あの時、医務室で僕にだけ話してくれたあの言葉。


　つまりあの時の黎明よあけは、彼女の真しん精せいである黎明の神鳥フエニツクスを指す？


　しかし、だとすれば花とは一体何だろう。花と言われても、世界には何百何千という種類がある。そもそも本物の花を指しているのかすら定さだかではないのだ。一体何の花なのか。


「……あれ」


　花。そう言えば、どこかで花に関する何かを見た気がする。


　医務室に落ちていた、緋ひ色いろの花。それは。


〝アマリリスっていうの。わたし昔からこの花好きだから〟


　初めて彼女と出会った日のこと、実験室で彼女が名詠した花もそうだった。


　アマリリス。


　一昨日おととい、どこからか聞こえてきた歌を追って校舎の屋上に上のぼって、そこで満開に咲き誇ほこる緋色の花の楽園を確たしかに見た。瞬まばたきする間もなく幻まぼろしのように消えてしまったけれど、あれは確かに本物だった。


「……屋上？」


「ん、どうかなさった？　ネイト君？」


　どこの屋上かは分からない。


　だけど、あの時もし詠うたっていたのがクルーエルさんなら──


「ティンカさん、ミオさん！」


　同行する二人を、ネイトは夜色の双そう眸ぼうで見上げた。


「クルーエルさん、どこかの屋上にいるかもしれません」





　　　　３





「さすがに男子寮りようにはおらんかったか」


　雲に隠かくれた月つき影かげから、ルーファは視線を地上に戻した。


「……それにしても、儂わしとしたことがますますもって浅はかだったな」


　男子寮と女子寮の周辺を担たん当とうすると言ったのは他でもない自分。男子寮はまだいい。しかし外部の老人が夜よ更ふけの女子寮に入り込めば、さすがに怪あやしまれるに違いない。それこそエイダか、あるいはミオという少女が適てき任にんだっただろうに。


「さて、どうしたものかな」


　二ふた股またに分かれた道。右が男子寮で左が女子寮へと続いている。


　懐かい中ちゆうから時計を取り出し、ざっと時間を確かく認にんした。約束の時間まであと半時間以上残している。今から集合場所に戻ったところで誰もまだ集まっていないだろう。


　……仕方ない。侵しん入にゆう者しや扱あつかい覚かく悟ごで、女子寮の外の敷地だけでも捜しておくか。


　女子寮の敷地を意味する立て看かん板ばんを横目に、女子寮へと続く石いし畳だたみを歩く。薄うす暗ぐらい黄おう土ど色いろの寮を見上げ、ルーファはその寮を迂う回かいするように裏うら手てへ回った。


「そう言えば、こちらはエイダの奴やつにも案内してもらわんかったな」


　人気のない夜道の、更さらに空気が澱よどんだ道。目を凝こらすと、広場にも似にた芝しば生ふの広がりが展てん開かいしているのが見て取れた。


「なるほど、裏庭か」


　閉とじられた格こう子し状じようの柵さく。赤く錆さびついた格子は特に錠もかかっておらず、生なま温ぬるい風に煽あおられては耳みみ障ざわりな音を立てるだけ。


　……まったく、本当に今こ宵よいの風は好かん。


　開ひらけた場所。当初は芝生かと思っていた物は、ただ無む秩ちつ序じよに雑ざつ草そうが生おい茂しげっているだけだった。背の高い木立も四方に枝えだ葉はを伸のばし、生えている植物もまばら。人の手が入っているような人じん為い的な秩序がない。


「ふむ。確かに心ここ地ちよい場所ではないな」


　建物の影に遮さえぎられ万年光の当たらぬ空間。じめじめとした陰気な雰ふん囲い気きのため、生徒に人気がないのも当然と言えば当然なのかもしれない。


　そしてそれが、高熱と原げん因いん不明の昏こん睡すいで倒たおれていた少女ならばなおさらだ。


　やはり、ここにもいないか。


　深い夜、そびえたつ木々から伸びる濃影の下。どれだけ目を凝らしても結果は同じ。人影らしきものは皆無。


「仕方ない。そろそろ医務室に集まっとる頃────」


　歩きだそうとする足を、ルーファは寸すん前ぜんで止めた。自分で止めたわけではない。足の方が意識と無関係に硬こう直ちよくしたのだ。


　そう。踵きびすを返す直前に、鼓こ膜まくに触ふれる音があったから。





　lu……w……i…… lis……her…………





　なんだ……これは……詠うた？


　名詠士が詠う〈讃来歌オラトリオ〉に酷こく似じしている。


　酷似しているが何かが違う。自分の知る〈讃来歌オラトリオ〉と似て非なるものだ。しかし。





　……wi……O……La……Se……ah……





「なんと、なんという神しん秘ぴ的な音色か！」


　美しい。悲しい。荘そう厳ごん。この世のありったけの単語を合わせても、その旋せん律りつ一つを表せる自信がない。眼がん前ぜんに展開する蜃しん気き楼ろうを手で摑つかむことができないように、言葉で表すことのできない幽ゆう玄げんな透とう明めい感かんがこの旋律には存在する。それこそ、七十年近い人生の中で初めて聴きく音色だ。


「まさか歌后姫シヤンテ？　いや……違う」


〈イ短調〉に名を連ねる歌姫。彼女の声を初めて聴いた時は胸の奥おく底そこから心がふるえた。最高の声を持つ名詠士が彼女であることは自分も確信を持っている。


　だが、この詠はなんだ。


　心がふるえるのではなく、心が奪うばわれていく……


　それはさながら、目もくらむ断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを前に佇ちよ立りつしたかのような。どれだけ見渡しても終わりのない海の水平線に、たった一人で向き合った時のような。


　何か巨きよ大だいなものを前に、自分という一人の人間がどれほど小さいものかを実感する──その感覚だ。


「……近い。一体どこで誰が」


　刹せつ那な。


　ひゅんと音を立て、かまいたちを想そう起きさせる突風が頭上から足あし下もとへと通つう過かした。


　旋律が、一瞬ぶれる。


「────上か！」


　止めどのない奇妙な緊きん張ちよう感かんに、無意識にルーファは叫さけんでいた。


　女子寮の、その屋上。


　見上げる遥はるか頭上に、小さな──人影のようなものが確かに見えた。





　ふふ……あはは……





　笑っている？


　この闇やみ夜よ、この距きよ離りだ。その人物の表情など見分けられるはずがない。


　だが直感的に、本能的な何かがルーファにそれを悟さとらせた。


　上にいるのは女だ。それも相当に若わかい。


　そして、『彼女』は笑っている。遥か頭上から自分を見下ろし、笑っている。


「──何者だ」


　地上から問うても、その声が相手に届とどくはずもない。


　いつの間にか、左手は祓ジ戈ルを握にぎっていた。右手は小刻みにふるえて動きそうもない。





　……ふふ、うふふ…………あはは…………





　……この儂わしが、まさかこれほど挑ちよう戦せん的な挨あい拶さつを受けるとはな。


「だが、それも結けつ構こう！」


　使い物にならない右手の甲こうを、ルーファは容よう赦しやなく祓ジ戈ルで突いた。鋭えい利りな痛いたみに、右手のふるえがようやく鎮しずまる。


「何者かは知らんが、一つ、話をさせてもらいにいくぞ！」


　……なあゼア、やはり儂らは歳としを取ったよ。


　未知なる存在に挑いどむ。それが、ここまで恐ろしいと感じたのは初めてだ。
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「さて、洗あらいざらい答えてもらうよ。力ずくででもね」


　エイダが振り返ったそこに、気配を感じていたはずの相手はいなかった。だが、気配は相変わらずすぐ目の前にいる。


　──こいつっ！


　薄うす々うすと予感はあった。


　ミシュダルの襲しゆう来らいとほぼ同日時、学園の女子寮りように侵しん入にゆうしていた不ふ可か視しの相手。正直、再さい度どやってくることは覚かく悟ごの上だった。


「だけど、そっちの手の内は知ってるんだよ！」


　祓ジ戈ルを構え、気配を頼たよりに路面を駆かける。


「あまりこの子をいじめないで」


　中ちゆう性せい的なボーイソプラノの声。それは、今まさに鎗やりで突こうとした相手からだった。


「っ！」


　反はん射しや的に祓ジ戈ルを止め、数メートル離はなれた場所へと跳とび退さがる。


　なんだ今の声。まさかこの奇き妙みような生き物が出した声だっていうのか？


「違ちがう。この子に声はない」


　何もいなかったはずの空間が陽炎かげろうのように歪ゆがんでいく。虚こ空くうに人ひと形がたの影が生まれ、その影が徐じよ々じよに色を帯びていく。


　葡ぶ萄どう色いろを更に濃こくした深ふか紫むらさき色いろの外がい套とうの端はしが、まず虚空から現あらわれた。


「アルヴィルから抜ぬき足のコツを教えてもらったけど……やっぱり彼のように上う手まくはいかないや。さっきもミラー・ケイ・エンデュランスに見つかったし」


　小さめの頭を振って、外套を羽は織おった人物が溜ため息いきに似にた息を吐はく。


　レインコートに似た身体からだ全体を覆おおう形状の外套に、雨よけのためのフード。ミシュダルはそれを布ぬので固定し顔を隠かくしていたが、この相手はフードの下からでもその風ふう貌ぼうが見て取れた。


「……お前、誰だ」


　警けい戒かいの態たい勢せいを緩ゆるめぬまま、エイダは眼がん前ぜんの相手を見み据すえた。


　フードを外して露あらわになるその顔は──少年、いや、少女か？


　ほぼ完全に中性的で大人しめの顔立ちに、憂うれいを帯びたように揺ゆれる黒こく瞳どう。同色の髪かみは一番外側が肩かた先さきを少し越こえる程ほどのラインで切り、内側になるにつれ細く短く切り落としてある。背は、自分よりは若じやつ干かん高いがクルーエルやサージェスよりはいくぶん低い。体たい格かくも、全体的にほっそりとしているのは外套の上からでも容よう易いに判別がつく。


　更に追い打ちをかけるように、性別の判断がつきにくいボーイソプラノの声。


　──ネイト？


　一瞬、エイダの脳のう裏りを過よぎったのはクラスメイトの少年だった。


　同じ中性的とはいえ顔かたちはもちろん別物だし髪型も違う。声も混こん同どうしようがない。けれど、なぜか全体的な印象が、この相手とネイトが重なって映うつるのだ。


「もしかして、自分と似た誰かを知っている？」


　ぽつりと、静かに落ち着いた様子でその何者かが呟つぶやいた。


　──正せい解かい。表情を読まれたか？


「この学園にいるのは……そうか。そんなにまで、自分と彼は似ているのかな」


「彼？」


「ネイト・イェレミーアス。あなたが頭に描えがいたのは彼でしょう？」


　何気ないはずの一言に、エイダは眉まゆをつりあげた。


「待て、なんで転入してきたばかりの子を知っている！」


「知っている理由は……難むずかしいな、自分が自分だからとしか言いようがないもの。鳥が空を飛ぶ方法を知っているのと似たような理由だから」


「……お前、一体誰だ」


「自分の名は、Xeoシヤオ」


　シャオ。現代語においてそのような単語は存在しない。普ふ段だんまず聞くことのない名前だ。


「でも、あなたはその単語を知っているはず」





　──Isa Yer『夜』色 she rienaの鈴を『xeoi』pel鳴らしましよう





　シャオ、そう名乗る人物が唐とう突とつに詩らしきものを口ずさんだ。


　……今のは、詠うた？


「遠い遠い昔。夜色の少女が虹にじ色いろの少年の前で奏かなでた、始まりの詠。そこに自分の名前が入ってる。Xeoシヤオの意味は、『夜』。確たしかにあまり聞かない名かもしれないけれど」


　夜色の少女？　虹色の少年？


「そうだね。Neightネイト──『夜明け』という名と同じくらい珍めずらしいかもしれない。あれもセラフェノ音語からの由来で、通常語じゃないし」


　こちらの内心の疑ぎ念ねんをあえて無視するかのように、シャオがとぼけたような眼まな差ざしで見つめてくる。


　──時間の無む駄だだな。


　情報工作プロパガンダならぬ、情報規制レギユレーシヨン。この人物は、自分が本当に欲ほしい情報カードは絶対に切らない。相手の挙動や素そ振ぶり一つ一つからそれが容易に想像できた。


「……それは分かった。だけど、お前のその横にいるのは何だ」


　シャオの後ろに従したがうように浮うかぶ、陽炎かげろうのように歪ゆがんだ空間。相も変わらずその実体は透とう明めいだが、そこに何かがいるということだけは肉眼でも確かく認にんできる。


「空白者。自分と同じでこの子はとても弱いから、あまりいじめないで」


「……名めい詠えい生物か」


「うん。自分が名詠した」


　こいつが事の張ちよう本ほん人にん。だが、名詠？


　まるで透明の生物を名詠だなんて聞いたこともない。一体何色の名詠なのか。


「大したものじゃないよ。虫、鳥、獣けもの。この世界の中で、周囲の景色に擬ぎ態たいする生き物は沢たく山さんいる。それの延えん長ちよう上のようなものだから」


　あたしの思おも惑わくを見み抜ぬかれた？


　目を合わせた時からエイダが感じていた違い和わ感。それが徐じよ々じよに明確な輪りん郭かくを帯びてきた。こちらが口に出さずとも、この相手は先を見越して言葉を継ついでくる。表情を読んでいる？　いや、それにしてはあまりに精度が高すぎる。まるで心の中を見み透すかされているような感覚だ。


「……大したものでないなら、それは何色か言ってもらいたいもんだけど」


「『Wird空白』」


　全身微び動どうだにせず、唇くちびるだけを微かすかにシャオがふるわせる。


　空白？　そんなの、そもそも色とすら呼よべないはずでは。


「そこに在あるという意味では、透明だって立りつ派ぱな色。それに、『Wird空白』にとても近い色をあなただってもう何度となく見ているはず」


「あたしが？　悪いけど、そんな記き憶おくはないね」


「それはあなたが、『あの色』の本ほん質しつを根本的に誤ご解かいしているから」


　……埒らちがあかない。


　長らく時間を確かめていないが、皆みなとの合流時間が差し迫せまっているはずだった。


「もういい、質問を変える。一いつ介かいの名詠学校にそんな良く分からない名詠生物を送り込んでくれて、一体お前は何がしたい？」


「誰かに危き害がいを加えるつもりはなかった」


「信じられないね。現にあたしはそいつに襲おそわれた」


　紛まぎれもない事実。相手の動どう揺ようを誘さそうつもりの反はん論ろん。語気を荒あららげるか、あるいは取り繕つくろって言い逃のがれるか。それしかないはずだった。


　が、シャオという人物はまるで予想だにしなかった反はん応のうを見せた。


　深々と、あまりに潔いさぎよく頭こうべを垂たれたのだ。


「あの時、あなたはこの子の気配を感じて跡あとを尾つけていたから。あなたは気配を感知することに長たけていたし、追つい跡せきをやめるつもりもまるでなかったでしょう？　だからあなたを追い払はらうためにこの子もそれしか手段がなかった。……そう、いつか必ず謝あやまろうと思ってた。本当にごめんなさい」


　──何なんだこいつ。本気であたしに謝ってくるなんて。


　こんな場面で謝られれば皮ひ肉にくかと思ってしまう。だがこの人物の態度はそうではなかった。その場しのぎの取り繕いではない。本気で、心の底から自分の過あやまちを悔やんでいる。まっすぐこちらを見つめる双そう眸ぼうがそれを伝えてくる。


　そして今度こそ、夜色の少年とこの相手の印象が完全に重なって映うつった。


　……髪型も髪色も、瞳の色だって顔のかたちだって違うじゃないか。だけど、だけどなんでこいつは、こんなにもちび君と重なって見えるんだ。


「だけどそれは、なぜ女子寮かの説明になってない」


　自身の気き迫はくが揺らぐ前に、エイダは祓ジ戈ルを再度握にぎりしめた。


　そう。なぜトレミア・アカデミーで、なぜその中でも女子寮だったのか。自分や学園長、〈イ短調〉のメンバー内でもそれが大きな議題になった。


「さっきも言ったけど、誰かに危害を加えるとかそういう気は全然なかった。ただ、様子を見ておきたかった相手がいただけ」


「様子を？」


「──クルーエル・ソフィネット。彼女を見ておきたかった」


　よりによって、クルーエル？


「いや、正せい確かくに言えば彼女と、彼女の中にいるもう一人の『clue-l-クルーエ・ル・sophienecktソフイ・ネクト』──〈花〉であり緋ひ色いろの背はい約やく者しやたる〈その約束に牙剝く者アマリリス〉」


　彼女の中にいる？


　……何を言っているんだ。


「もし興きよう味みがあるのなら女子寮の屋上へ行くといい。ルーファ・オンス＝ジルシュヴェッサーもそこへ向かっている頃ころだと思う。もっとも、アレと出会えるかどうかはアレの気分次し第だいだろうけれど」


　祓名民ジルシエの長老の名だけではなく、彼がこの学園に来ていることまで知っている。


　それについて追つい及きゆうするかどうかの一瞬の沈ちん思し。


　その静寂しじまの中で。





　lu……w……i……lis……her…………





　──詠うた？


　突とつ然ぜんの旋せん律りつに、思わずエイダは周囲を見回した。鮮せん明めいに響ひびく詠。なのに、自分たちの他に人ひと影かげはない。一体誰がどこで詠っている？


「これは、アマリリス真しん言ごん？」


　初めて、シャオに表情らしきものが浮うかんでいた。


　焦あせりか怒いかりか、哀あい切せつか。


　怯おびえるように、探さがし求めるように、シャオはある方向を凝ぎよう視ししていた。瞬きすらせずこの相手が見つめる方向は、学園の女子寮。


「どういうことだアマリリス。なぜわざわざ真言を、今この時この学園で」


　その横顔は端たん整せいながらも、どこか寂さびしそうに曇くもっていた。





　　　　４





　女子寮、鈍にび色いろの塀へいを越こえてすぐの玄げん関かんで。


「やはり正面玄関は閉しまっているか」


　堅く閉とざされた扉とびらを前に、ルーファは早々と背を向けた。迷まよっているだけの時間はない。


　頭上から降ふりそそぐように響ひびく詠。それが聞こえる内は屋上に誰かがいることになるが、いつその何者かが立ち去るかは不明。とにかく今は、何かしらの方法で一いつ刻こくも早く屋上に辿り着かなくてはならない。


「……やむをえんな」


　女子寮一階、二メートルほどの高さがある防ぼう犯はん用の柵さくに手をかけ、両手と足の跳ちよう躍やくで一息に飛び越えた。


　──確か、階段は北側の端はしだったな。


　内部の構造は今日エイダに案内された時、頭に叩たたき込こんである。祓ジ戈ルを左手に抱かかえたまま、極力足音を殺して寮内を駆け抜ける。


　一階、二階、三階。瞬またたく間に、下の景色が小さくなる。息すら止め、屋上へと続く最後の階段を上のぼる。


　と同時、詠が突然に止まった。まさか、自分の気配が気づかれた？


「ここまで来て逃にがすわけにはっ！」


　もはや足音を殺す余よ裕ゆうすらなかった。唇くちびるを嚙かみしめ、ただ全速力で階段を上り詰める。


　屋上への最後の一段を跳躍で飛び越え、その瞬間。





　目の前を、無数の緋色の花が埋うめ尽つくした。





「……これはっ！」


　慌あわてて目をこする。


　屋上のはずが、冷たい鉄てつ筋きん建けん築ちく物ぶつのはずが、その床ゆかに咲さき乱みだれているのは無数の花。


　屋上庭園？　いや、それにしてもこれはあまりに──


「ルーファ・オンス＝ジルシュヴェッサー。……そう、あなたが来たのね」


　花が、突風に吹ふかれて逃げるように舞まい散った。


　どこからともなく響く、聞き覚えのない少女の声。


「儂わしの名を知っているとは。どなたかな」


　周囲の気配を探さぐりつつ、ルーファは屋上の中心へと向かっていった。奇き妙みようだ。声はすぐ近くから聞こえてくるのに、まるで人の気配がない。


「……先の詠は、お主が詠っていたと思ってよろしいかな」


「わたしの詠が聞こえた？　あなたに？」


　少女の声がわずかに弾はずむ。驚おどろくように、それでいて愉ゆ快かいそうに。


「ああ、そうね。〈夜明け〉と接せつ触しよくしたからか、それとも同じ〈イ短調〉の虹にじ色いろの影えい響きようか。理由はともかく、わたしの詠があなたに届いたことは歓かん迎げいすべきことだから」


〈イ短調〉の虹色。それはカインツのことだろう。しかしなぜ彼の名がここで？


　それに、夜明けとは一体誰を指す？


「ここで何をなさっていたのかな」


「威い嚇かく」


「威嚇？」


「そう、Xeoシヤオが来たから」


　Xeoシヤオ、その単語に記き憶おくを巡めぐらす。確か、セラフェノ音語にて夜という意味だったはずだ。


「シャオとは？」


「あら、あなたはシャオを捜していたのでしょう？」


　抑よく揚よう混じりの笑い声。


「それじゃあとっておきの鍵ヒント。あなたに良いい物を見せてあげる」


　──チリン──


　冷たい夜空に響く鈴すずの音。それは、ガラスの器うつわを叩たたいたかのような小さく軽かろやかな音色だった。微そよ風かぜに溶とけてしまいそうなほど淡あわく儚はかない奏。


　と同時、空間が罅ひび割われるように亀き裂れつが入った。宙ちゆうにサークル状の紋もん様ようを描えがき出す。亀裂から溢あふれる、眩まぶしいまでの輝き。


「……名詠光？」


　馬ば鹿かな、この空間の亀裂が名詠門チヤネルだというのか？


　ガラスが砕くだけるような音の余よ韻いんを残し、名詠門チヤネルが光の粒りゆう子しとなって消えていく。光の粒つぶの一つ一つが夜色の虚こ空くうに溶とけるように消しよう滅めつしたその後に。


　すぐ眼前に、陽炎かげろうのように周囲の空間を歪ゆがませる何かがいた。


〝あたしが出くわしたのは──まるで姿の見えない奴やつだった〟


　反射的に祓ジ戈ルを向ける。まさか、こいつがエイダの言う謎なぞの生物か！


「そんなに怯おびえないで。この子はわたしが詠よんだのだもの。何もしないわ」


「……これが名詠生物だとでも」


「そう。空白者とシャオが名付けた名詠生物。良かったじゃない、こんなにあっさり見つかって」


〈讃来歌オラトリオ〉を詠った素そ振ぶりはなかった。触媒カタリストすら謎。


　……このような名詠、一体誰がすぐに信じられるというのだ。


「あら。『Wird空白』と限りなく似た色を、あなたはカインツから聞いているはずでしょう」


　カインツから？


　ここ最近あの虹色名詠士から聞いたことと言えば、この学園にネイトという異い端たんの名詠色を扱あつかう少年がいるということだけだ。


「そう、その通りよ。『Wird空白』とは世界をそのまま映うつす透とう明めい色。そして〈始まりの女イヴ〉が詠う『Ezel夜』は、透きとおった宇う宙ちゆうの輝きをそのまま映し出す、輝く透明色。どちらもその本ほん質しつは、世界を映す鏡のようなもの。二つはとても近い色だから」


　自らの言葉に酔よいしれるかのように、少女の声は続けてきた。


「〈始まりの女イヴ〉も〈牙剝く者アマデウス〉も、それをあえて教えなかったようだけど……さて、何を考えているのかしらね。今の夜色名詠ではそれに気づかない限かぎり、灰はい色いろ名めい詠えいの浸しん透とう者しやに勝つ手段がないはずなのだけど」


　始まりの女イヴ、牙剝く者アマデウス。それに浸透者？


　初めて耳にする単語と情報に、脳のう内ないの思考が恐きよう慌こうしかける。


「浸透者は全部で十三体。うち十二体はとても素す直なお。けれど、最後の一体はとっても臆おく病びようで卑ひ怯きよう者もの。最後の最後まで隠かくれ続け、気づいた時にはもう遅おそい」


「……お主、何者かな。姿を現あらわしてもらえると助かるのだが」


　終わる素振りを見せない少女の言葉を遮しや断だんし、ルーファは虚空を睨にらみつけた。


「あら。わたしは今までに何度も、何十回も何百回も、あなたと出会っているのだけれど？」


「……どういう意味かな」


「あなたがその事実を忘わすれてしまっただけ。そして、そんなあなたにわたしは何も望まない。わたしはもう、託たくすべき相手を決めたのだから」


　何も望まない。


　それが相手からの別れの挨あい拶さつであることが直感的に分かった。


「ま、待て──っ！」


　今まで宙を舞っていた緋色の花が、屋上を離れて夜の彼方かなたへと流されていく。


　とさっ。


　直後、何かが床ゆかに倒たおれた音。それも自分のすぐ背はい後ごから。


「……なにっ？」


　最初からそこに倒れていたのか？　自分が気づかなかっただけ？


　床に倒れていたのは、エイダと同い年ほどの少女だ。今まで咲き誇っていた緋色の花と同色の髪をした、長身の少女。病人が着る白衣──まさか、クルーエル・ソフィネット？


　医務室から突とつ如じよ姿を消していた彼女がなぜここに。


　……しかし、なんと美しいのだ。


　気を失ったままの少女を抱だきかかえ、ルーファは嘆たん息そくにも似た吐息をついた。


　純じゆん粋すいな顔かたちはもちろんそうだが、今こうして目を閉とじている彼女は、人を惹ひきつける超ちよう然ぜんとした、霊れい的な美び貌ぼうを兼かね備そなえていた。何がどう美しいのかも分からない。なのに、彼女を見ていてふるえが止まらない。サリナルヴァからの報ほう告こくにあった写真を見た時には、こんなふるえは起きなかったはずなのに。


　──目覚めている時より夢ゆめを見ている時の方が美しい。そんな人間と出会ったのは初めてだ。


「……だが、それを考えている時間はないな」


　祓ジ戈ルを左手にしたまま、自分より背せ丈たけのある少女を背中と右手で負ぶう。既すでに深夜零れい時じを回っている。集合の場所へと急がなくてはなるまい。


「やれやれ、どう報告したものか」


　詠うたにつられてのこのこと屋上まで赴おもむき、謎の相手には逃にげられた。屋上に寝ねていたらしきこの少女クルーエルにも気づかなかった。


　我ながらとんだ失しつ態たいもあったもんだ。
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「そうか……〈夜じぶん〉がクルーエル・ソフィネットに接せつ触しよくしようとしたから、わざわざ姿を現したのは自分に対する威い嚇かくというわけか、アマリリス。真言を皮ひ肉にくのためだけに用いるとは。アおマしリやリべスりと名乗るだけのことはある」


　じっと見つめていた女子寮りようの方角から目を逸らし、シャオが苦く笑しよう気味に肩かたをすくめた。


　アマリリス？　表情には出さず、心の内でエイダは眉まゆをひそめた。


「クルーエル・ソフィネットが好む花の名前であり、同時に彼女が抱いだく真しん精せいの名でもある。アマリリス──その花言葉が『おしゃべり』だというのは知っていた？」


　アマリリス。緋色の花か弁べんを持つ小さな花。クルーエルが名詠の練習で時折名詠していたのを見たことがある。


「黎明よあけが近づくほど花は早く開花する。……黎明の神鳥フエニツクスを詠び出した回数は既に三回、でもそれにしても早すぎる。つまり、それほどクルーエル・ソフィネットの器うつわが優すぐれていたということか」


　口調を何一つ変えぬまま、シャオがわずかに唇の端はしをつりあげた。笑いでも嗤わらいでも微び笑しようでもない。自じ嘲ちようの表情だった。


「一つ喩たとえ話をしてあげる。かつて、ヒトがその身を真精に移うつすという奇き跡せきがたった一度だけ起きたことがある」


　ヒトが、真精に？


「噓うそか真まことか判はん断だんするのはあなた。けれど考えてほしい。ヒトと真精の違いはどこにある？　詠び出すものと詠び出されるもの？　本質はそこにはない。ヒトも真精も、〈全すべての目覚める子こ供どもたち〉は全てが等しく〈全ての約束された子供たち〉なのだから」


　諭さとすかのようにシャオが言葉を綴つづっていく。それはどこか、自作の物語を朗ろう読どくする詩人のようだった。


「そして現代にもまた、自らの心に潜せん在ざい的に真精を宿した少女がいた。その真精は少女が名詠を使用するごとに〈花〉としての力を開花させていく。だからこそ、少女は潜在的に名詠の行使を怖おそれていた。そう、あなたのクラスメイトでもある、緋ひ色いろの髪かみの少女だ」


　緋色の髪の少女。


　その言葉でエイダが思い浮うかべられるのは一人だけだった。


「しかしそれでも少女は名詠を使わざるを得なかった。予定運命がそれを許ゆるさなかったから。そしてその中で、少女は自らの内で目覚めつつある真精と向き合うことになった」


　競演会コンクールで。夏期合宿での研究所で。そして、ミシュダルの侵しん入にゆうで。


　確たしかに、クルーエルはここ一か月の間で尋じん常じようならざる名詠を次々と行使した。しかしそれが、名詠を使えば使うほどクルーエルを苦しめていただなんて。


「そう。少女の心がその真精とクルーエル・ソフィネットとのせめぎ合いで張はり裂さけそうになっている。突とつ然ぜんの昏こん倒とうはまさにそれが原げん因いんだ」


　にわかに頷うなずけるような内ない容ようではない。だがそう解かい釈しやくすることで、あれほど難なん解かいに絡からまり合っている謎のほとんどが整然と繙ひもとける。……信しん憑ぴよう性せいは低くない。


「そしてこれだけは言える。今のまま真精とクルーエルの意い識しきが衝しよう突とつを続ければ、クルーエルという器うつわそのものが根本から砕くだけ散る」


「──っ！」


　昏こん睡すいと高熱。彼女の身体からだが長く保もたないことは誰もが知っていることだ。


「……どうすればいいんだっ。どうすればクルーエルを！」


「それは自分にも分からない。自分も、今はまだクルーエル・ソフィネットを失うわけにはいかないのだけれどね……」


　やはり、こいつもクルーエルが目的？


「お前の目的、聞いてなかったな。クルーエルが必要ってどういうことだ」


「今の段階では、名めい詠えい式しきの存続かな。夜色名詠に〈始まりの女イヴ〉という調ちよう律りつ者しやがいるように、空白名詠にも調律者が必要だから」


　感情を交まじえず、ただ淡たん々たんとシャオという人物が告げる。


「この時代において空白の真精を心に宿した者、それがクルーエル。そしてそれに付ふ随ずいする重大な問題がある。もしクルーエルと彼女に宿った真精が互たがいに衝突を続ければ、当然空白名詠には影えい響きようが出るだろう。だけど、始まりの名詠たる空白名詠に支し障しようが出た時、空白名詠から派は生せいした五色の名詠はどうなると思う？」


「────五色の名詠だとッ？」


　空白名詠を支ささえる真精が消えれば空白名詠に影響が出る。そしてそれが他の名詠色にも影響を及およぼすとでも？


「それは実じつ際さいに起きてみないと分からない。だけど、あまり良い現象が起きるとは思わない方が賢けん明めいだろうね」


　この場に及およんでもなお、シャオの眼まな差ざしからはその真意が読み取れなかった。


　いやそもそも、感情はおろか性別や年ねん齢れいすら予想もできないのだ。自分たちと同じ学生のような外見ながら、何百歳さいと言われても信じてしまいそうになる落ち着きを感じる。


「アルヴィルにも言われたよ。『お前さ、結局男なのか女かハッキリしてくれ』って。別にどちらだっていいと思うんだけどな。年齢に関しては『アルヴィルよりは下だよ』って答えたけどね」


　くすっと、はにかむようにシャオが表情をゆるませる。


「アルヴィル、まさか！」


「そう、あなたの知ってるアルヴィル・ヘルヴェルントのこと。自分の数少ない知り合いの一人」


　自身の胸むな元もとに手をあてシャオが微笑ほほえむ。初めて見る、この人物の紛まぎれもない笑顔。


「……あいつはどこにいるんだ」


　激げつ昂こうしそうになるのをぎりぎりで堪こらえ、奥おく歯ばを嚙かみしめながら声を振ふり絞しぼった。


「そう言えば、彼からあなた宛あてに『あいつによろしく伝えてくれ』って伝言を預あずかっていたんだ」


「──ふざけるなっ！」


　祓ジ戈ルの鎗やり先さきを相手の喉のど元もとに突きつけてエイダは吠ほえた。


「勝手に行方ゆくえをくらましておいて何がよろしくだ！　ルフ爺じいやあたし、他のみんながどれだけ心配してたのか分かってるんだろ！」


「『今会うとクラウスの旦だん那なに本気で殴なぐられそうだから、ひとまず隠かくれてみるか』とも言っていたかな」


「……アルヴィルはどこにいるんだ」


「それは──」


　何かを言いかけ、突如、シャオがその瞳ひとみを見開いた。


　まるでこちらのことを無む視しするかのように周囲を見回す。あくまで落ち着いた仕し草ぐさながら、それでも周囲の様子を警けい戒かいするような仕草。


「──なるほど。アマリリスが出てきた理由はこれもあったのか」


　吸すい込こまれそうなほど無む垢くな黒こく瞳どうを細めるシャオ。


「灰はい色いろ名詠を扱あつかうミシュダルという男、知っているでしょう」


「ああ、知り合いとは思いたくないけれど」


「彼がツァラベル鱗りん片ぺんと接せつ触しよくしたらしい。ツァラベル鱗片とは〈孵石エツグ〉の中身の触媒カタリストであり、始原はじまりの触媒カタリストでもある。それが彼の灰色名詠と反はん応のうして、一時的に灰色名詠が空白名詠の属ぞく性せいを帯びてしまったらしい」


　──次から次へと訳わけの分からないことを。


　このシャオが空白名詠というものを扱あつかうのは今この目で見ている。空白名詠とやらが現実に存そん在ざいするのもまだ理解できる。


　しかしミシュダルの灰色名詠がその属性を帯びたとは？


「どういう意味だ」


「灰色名詠が別のものに変化したということ。〈孵石エツグ〉は触ふれたと同時に強きよう制せい的てきに名詠を引きずりだしたでしょ？　あの触媒カタリストは本来、空白の名詠に用いられるべき空白の触媒カタリスト。そう、真しん精せいたるアマリリスを詠よび出すためのね」


　ミシュダルが持っていた灰色の〈孵石エツグ〉。当人の言葉をそのまま借りるならば、それは究きゆう極きよくの触媒カタリストだという。それがそもそも、空白名詠のための触媒カタリスト？


「〈孵石エツグ〉の外がい殻かくはあの触媒カタリストの効こう果かを抑おさえるものだった。しかしその原触媒カタリストを直じかに使用することで、ミシュダルの灰色名詠が空白名詠の属性を得てしまった。ミシュダル自身はまだ始ツまアりラのベ島ルに留とどまっているけれど、その名詠生物たちは既すでにこの学園に忍しのび寄よってきているらしい」


　表情を隠かくすようにフードをかぶり直し、シャオが身をひるがえす。隣となりに佇たたずむ空白者の如ごとく、みるみる内にその身体からだが周囲と同化するように透すけていく。


「──待てっ、逃にげるのか！」


「あいにくと自分は浸しん透とう者しやに対たい抗こうするような名詠は使えないから。それに、アマリリスにも睨にらまれているようだしね」


　稀き薄はくになっていく気配。周囲の虚こ空くうと混まじるように身体が消え、フードにおおわれた頭部が最後に残る。


「気をつけた方がいい。浸透者はクルーエル・ソフィネットを狙ねらっている。かつてアマリリスが封ふう律りつしたラスティハイトを捜さがし求める王の部下たちは、きっと彼女をアマリリスと誤ご認にんして襲おそってくる」


　クルーエルを狙うだと？


「────来た」


　そう言い残しシャオという人物が消失する。そして。





　ars la azy peg Weo王を、返せ……





　どこか遠くから、呪じゆ詛そにも似にた奇き怪かいな雄お叫たけびが響ひびいてきた。
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　……クルーエルさん。


　意識を失ったまま横たわる彼女の手を、ネイトは両手で握にぎりしめた。


　総そう務む棟とうの玄げん関かん。それが当初予定されていた集合の場所だ。見知った顔の少女をルーファ老人が負ぶってやってきたのは、約束の時間を十分ほど過すぎた頃ころだった。


「クルル、女子寮りようの屋上にいたんですか？」


　狐きつねにつままれたように目を丸くするミオに、こちらも苦々しい表情でルーファ老人が頷うなずいた。


「ああ。儂わしにもまるで事じ情じようが摑つかめんがな」


「ルーファさん、でもどうやってクルーエルさんが女子寮の屋上にいるって分かったんですか」


　学生寮は特に夜間の目が厳きびしい。女子寮に外部の老人が入るならなおさらだ。それこそ、クルーエルが女子寮の屋上にいると確かく信しんがない限かぎりは立ち入らぬはず。


「それがな、儂にも分からん」


　分からない。彼女を見つけておいて分からないとはどういうことだろう。


「ご隠いん居きよ、らしくありませんわね」


　苦く笑しようの面おも持もちでティンカが腕うでを組む。


「いやはやまったく。どこからともなく詠うたが聞こえてな。それに誘さそわれるように行き着いた場所が女子寮の屋上だった」


　──詠？


「ちなみにどんな詠だったのです？」


「何とも言えない……そう、言葉で語れぬ旋せん律りつだった。荘そう厳ごんで神しん秘ぴ的で、寂さびしさにも似にた冷たさの中に美しさがあるような」


　……同じだ。僕ぼくが聞いたのと。


　一年生校こう舎しやで聞こえて、気づいたら屋上に辿たどり着いていた。詠。花。クルーエルさんがいる場所には、必ずその二つが付きまとう。


　それはつまり──


「それにしてもエイダちゃん遅おそいですね」


　ネイトの思考がまとまらぬうちに、ティンカが珍めずらしく嘆たん息そくする。


　そう。約束の時間に間に合わなかったのはルーファ老人だけではない。三年生校舎と四年生校舎周辺を探たん索さくに出ているはずのエイダもまた、姿すがたを見せていないのだ。


「ん～、まあエイダは一番遠いとこ見に行ったからかな」


　腰こしに手をあててミオが周囲を見回す。


「いや、来たようだぞ」


　老人が顔を向ける方向、まず目についたのは金きん属ぞく製せいの長なが鎗やりだった。常じよう夜や灯とうの下、祓ジ戈ルを小こ脇わきに抱かかえて駆けてくるエイダの姿。彼女にしては珍しく、走りながら息を切らせているようだった。


「あ、あれ。クルーエル見つかったの？」


　ネイトがクルーエルを背負う姿に、エイダが呆あつ気けにとられたように声を上げる。


「はい、ルーファさんが女子寮の屋上で見つけてくれました」


「……ちくしょう。本当に女子寮の屋上か」


　途と端たん、唇くちびるを嚙かみしめるようにエイダが表情をしかめた。──何か様子がおかしい。


　エイダの微び細さいな表情の変化をネイトは食い入るように見つめた。普ふ段だんのエイダならクルーエルが見つかったことを素す直なおに喜ぶはず。なのになぜ、今回はそれを悔くやしがるかのように拳こぶしを握りしめているのか。


「エイダちゃん、そんなに息切らせちゃって。そこまで無理して慌あわてて戻もどってこなくても良かったんですよ？」


「いや……それはいいんだ」


　隣となりに並ならぶティンカにエイダが首を振る。


「『もし興きよう味みがあるのなら女子寮の屋上へ行くといい』か。くそ！　あいつ、本当に何から何まで見通しているってのか」


「あいつ？」


　すっ、とエイダが顔を自分へと向けてきた。


「ちび君、Xeoシヤオって奴やつ知ってるかい」


　Xeo。セラフェノ音語において夜を意味する。


　ネイト──Neight夜明けと名付けられた自分と、まるで対たい称しよう的な意味だ。


「いいえ。その人、学園の生徒ですか？」


「多分違ちがう。なんか妙みような奴だった。男か女かも分からない変てこな奴で、ちび君とクルーエルを気にしてた」


　僕とクルーエルさんを？


「うん。物もの凄すごく不気味なくらい、何か裏事情を知ってるような感じ。そいつが言うには空白者ってのが、この前あたしが女子寮で出くわした目に見えない名めい詠えい生物らしい。だけどそれ以外に、灰はい色いろ名詠が空白名詠の属性を帯びた浸しん透とう者しやってのがいて、なんかその浸透者ってのが……んー良く分かんないけどさ」


　エイダが言葉を続けようとした矢先。


「『今の夜色名詠では灰色名詠の浸透者に勝つ手段がない』」


　彼女の言葉の後を継ついだのは、今まで沈ちん黙もくしていた老人だった。


「ルフ爺じい？」


「儂も似たようなことを女子寮の屋上で聞いた。雲を摑つかむような話だが、エイダの話と総そう合ごうするに、あながち噓うそとも言いきれんようだな」


　……灰色名詠の浸透者に、今の僕の夜色名詠では勝つ手段がない？


「でも、勝つとか勝たないとかってどういうことですか。僕は別に誰とも勝負なんか」


「シャオって奴が言うには、なんかミシュダルの名詠生物がまだクルーエルを狙ねらっているらしいんだ」


　言葉と共に、その視し線せんをエイダがにわかに鋭するどいものへと変える。


　……灰色名詠の浸透者？


　灰色名詠。一度は学園の図書管理棟で撃げき退たいしたはずの名詠だ。しかしそれが空白名詠の属性を帯び、浸透者という存そん在ざいに変化したという。今の僕の夜色名詠ではその浸透者には勝てない──それはつまり、今の僕ではクルーエルさんを守れないということなの？


「……そんなの嫌いやだ」


　喉のどの奥おくに溜たまる苦い感情を、ネイトは無理やり呑のみ下した。そもそも浸透者が何なのか分からない。だがそれでも、母が遺のこした夜色名詠を馬ば鹿かにされたような憤いきどおりと、クルーエルを守れないと宣せん言げんされたような悔しさが胸を押しつける。


「なあルフ爺、そいつもしかしてアマリリスって名前の奴か？」


　アマリリス。


　ここ数日、自分の頭の中でずっと意い識しきの奥にひっかかっている花の名前。


「どうかな。儂が出会った相手は名前を名乗らんかった。その何者かは、どうも儂など眼がん中ちゆうになかったらしい。そいつが意識していた相手はどうも今の話を聞くにシャオという輩やから、そしてネイト、お主らしいな」


　……シャオという人、そして僕。


「夜色名詠と空白名詠は非ひ常じように近い。確かそのようなことも言っていた」


　異い端たんのはずの夜色名詠に近い色。そんなものが実在するのか。ネイトにとってもそれは容よう易いに信じられるものではなかった。母がいなくなって、夜色名詠の詠うたい手は自分だけ。他に誰もいない孤こ独どくの色だと思っていたからだ。


「あーちょっと待って。こんがらがってきた。頭がパンクしそう」


　祓ジ戈ルを地に突つき刺さし、エイダが苦く悶もんの表情で悲鳴を上げた。


「まず空白名詠を使うシャオってのがいる。それとルフ爺が屋上で出会った相手、こいつを暫ざん定てい的にアマリリスって名前だとする。この二人はどちらもクルーエルを気に掛けている。ここまではあたしがシャオから聞いた話だ」


　ネイトが背に負うクルーエルを、そしてネイト本人を彼女が交こう互ごに見み比くらべる。


「そして、その二人がもう一人気に掛けているのはちび君とその夜色名詠。ルフ爺がアマリリスから聞いたことは、夜色名詠は空白名詠にとても似ているということ。それと、えっと……」


　言いづらそうにエイダが口調を弱める。彼女が何が言いたいかは瞭りよう然ぜんだった。


　すなわち、今の夜色名詠では灰色名詠の浸透者に勝つ手段がないというもの。


　それはなぜ──僕が何か大切なことを見落としているから？


　肥ひ大だい化かする謎なぞ。解かい決けつの糸口すら見みい出だせぬまま、ネイトは背に負うクルーエルを担かつぎ直した。刹せつ那な。





　ars la azy peg Weo王を、返せ……





　生なま温ぬるい風が吹ふいた。凶きよう暴ぼうな獣けものの吐息を想起させるような風。廃はい棄き物ぶつがもたらす腐ふ乱らん臭しゆうにも似た、鼻を突く臭においまでもが混こん在ざいする風だった。


「え、え……今の風？」


　ミオが周囲をせわしく見回す。それを、老人の一いつ喝かつが押おし止とどめた。


「皆みな、動くな！」


　同時、まず真っ先に祓名民ジルシエの二人が動いた。


「──何かいる」


　エイダに至いたっては、いつの間にか祓ジ戈ルを片かた手てに臨りん戦せん態たい勢せいへと移うつっていた。


　……今の風はただの風じゃなかった？


　耳を澄すますが、ざわざわと、木の葉が風に揺ゆれる音しか聞こえない。周囲に目を配るも、変わらぬ学園の風景が広がるばかり。だが。


「何者かは知らんが、姿すがたを現してもらおうか！」


　懐かい中ちゆうから球形の飛礫つぶてを取り出し、老人が突とつ如じよ、正面の虚こ空くう目がけて投げつけた。


　ガッ


　飛礫が、一見何もない空間で打ち落とされる。


「エイダ、そこだ！」


　老人の指し示じより早く祓名民ジルシエの少女は動いていた。


　祓ジ戈ルを携たずさえ、エイダが地を滑すべるようにその場へ距きよ離りを詰つめる。右手で祓ジ戈ルを構かまえ、流れるような動作でその鎗やり先さきを振ふるい──


　その直後。


「っ！」


　少女が、あまりに突然に真横へと吹き飛ばされた。


「エイダさん！」


　初めて見た。エイダが床ゆかに叩たたき付けられる姿を。


「痛つぅ。……空白者よりも凶暴か。シャオとかいう奴の話も噓うそじゃなさそうだ」


　かろうじて祓ジ戈ルで不可視の攻こう撃げきを防ふせいだのか、よろめきながらエイダが起き上がる。


「エイダっ？」


「ミオ動くな、目に見えない何かがいる。一体かと思って油ゆ断だんしてたら別の奴に一撃喰くらった。こいつら一体じゃない！　五体……いやそれ以上だな……既すでに囲まれてる！」
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　囲まれている。エイダのその警けい鐘しように呼こ応おうするかのように、周囲の風鳴りが一いつ層そう強まった。


　目に見えない何か──まさか、これが浸しん透とう者しや。目に見えない名めい詠えい生物？





　ars la azy peg Weo王を、返せ……





　ぞっとするほど近い場所。耳打ちされたのではないかと錯さつ覚かくするほど近い場所で、呪じゆ詛そにも似たセラフェノ音語が響ひびいた。詠うたではない、純じゆん粋すいなまでの怨おん念ねんの唱和。


　それは自分と、自分が担かつぐクルーエルのすぐ背はい後ごから……


　──『Ruguz青の歌』──


　目の前に、自分たちを覆おおうように水流の薄うす膜まくが現れた。


　同時、その薄膜が大きく歪ゆがむ。誰かが名詠した水流の壁かべが、目に捉とらえられぬ浸透者の攻撃をブロックしてくれたらしい。


　だけど、今の名詠は誰だれ？


「夜は静かに、自らの知ち性せいを磨みがく時間だ。相手が普ふ通つうの生徒ならそう諭さとすんだがな」


　抑よく揚ようのない、感情を押し殺した男性の声。


　青い研究服を羽は織おる教きよう師しが、慣なれた手つきで眼め鏡がねのブリッジを押おし上げる。


「ミラー先生！」


「ネイト・イェレミーアスか。状じよう況きようはいまいち理り解かいしかねるが、間かん一いつ髪ぱつだったようだな」


　ミラー教師が見つめる方向。自分たちから十数メートル離はなれた場所では、エイダの祓ジ戈ルが虚こ空くうを薙なぎ払はらったところだった。


　祓ジ戈ルが何か鋭するどい物とぶつかる硬かたい音。まるで鎗で石せき像ぞうを殴なぐったような金きん属ぞく音おんだ。


「ちび君、ミオ、こいつらの狙ねらいはクルーエルだ！　今すぐクルーエルを連れて逃にげろ！」


　エイダの怒ど号ごうが夜をつんざく。


　浸透者の狙いがクルーエル？　その理由を推おし量はかる前に、誰かが自分の肩かたを叩いた。


「この学園に立ち寄る前に目を通したサリナルヴァからの報ほう告こくでは、学生寮を抜ぬけた先に、身を潜ひそめられそうな山林があったと記き憶おくしています」


　自前の黒くろ鞄かばんを提さげるティンカ。


「誰を死守すべきか分かっているなら話は早いな。この大人数での混戦は同どう士し討うちの可能性が高い。ここは互たがいに役やく割わりを託たくすべきだ」


　そして、研究服から青い溶よう液えき入りのフラスコを取り出すミラー教師。


「……昔の記憶、か。まったく大人というのは不器用だな。滅めつ多たに過か去こを思い出さないくせに、一度思い出すとそれが懐なつかしくて堪たまらなくなる」


「え？」


「君の顔を見るとイブマリーを思い出す。不思議なものさ。君が転入してきたばかりの頃ころはそれほど強く感じなかったが」


　知的な表情をわずかにほころばせ、ミラー教師が口元をつりあげる。


「俺おれもゼッセルもエンネも、あの時はイブマリーのことを信じてやれなかった。クラスは一いつ緒しよだったが、あの時の彼女は本当に独ひとりぼっちだったのかもしれない。だからこそ……君は独りになってはいけない。彼女が君にとって大切な人間なのならば、それは君自身が守らなくてはいけないんだ」


　懺ざん悔げでも後こう悔かいでもない。ミラー教師の眼まな差ざしは、どこまでも前を向いていた。


「あの時の俺はその手伝いができなかったが、今この場で、微び力りよくながら助力させてくれ。この場は我われ々われが引き受ける。だからこそネイト・イェレミーアス、我々は君にクルーエルを託たくして構かまわないかな」


　どこか幼おさなくどこかいたずらっぽい彼の表情を、ネイトはじっと見上げた。


「──はい」





　　　　２





　暗い、黎くらい空間だった。


　ひどく寒くひどく冷たい風が音もなく過すぎる無音の空間。一ひと筋すじの月つき影かげも一ひと粒つぶの星明かりもない孤独な場所。


『〈孵石エツグ〉の暴ぼう走そう、ミシュダルの侵しん入にゆう。シャオが現れたかと思えば次は浸透者。この学園も立て続けに災さい難なんに巻まき込こまれるわね。そうは思わない、クルーエル？』


　自分にとてもよく似た声は、皮肉を呟つぶやくのに似た声こわ音ねで告げてきた。


『もっとも、原げん因いんを突つき詰つめればわたしのせいになるのかしら。狂くるう世界の調ちよう律りつ──わたしにとってはその方が都合が良かったのは事実だから』


　黎明の神鳥フエニツクスじゃない。


　ここ最近、黎明の神鳥フエニツクスの代わりにずっと自分に囁ささやいてくる声だ。


　あなた……誰なの。


　無音の空間に自みずからの声は響かない。意識の奥おく底そこだけでクルーエルは問いかけた。


『わたしは〈花〉。永久とこしえに続く愚おろかな〈夜〉の約束に牙きば剝むく者。夜明けを求め黎れい明めいを願い続ける、あなたを守るべくする心の一ひと欠片かけら』


　あなたが、わたしを守る？


『そう。わたしの目的は本当にそれだけ』


　……そんな助けなんかいらない。


　わたしは今まで通りでいい。放ほうっておいて。


『お願い、どうか信じて、愛いとしいクルーエル』


　声が哀あい愁しゆうを交まじえた声音に変わる。まるで子こ供どもがむせび泣くように、その声はあまりに弱弱しく。にもかかわらず、その声は何よりも凜りんと張はり詰めた旋せん律りつを持っていた。


『どうか怯おびえないで。わたしを受け入れてクルーエル。


　わたしはあなたを心より愛し──


　あなたを心より哀あいし


　あなたを全すべての残ざん酷こくから我わが身を以もつて守り通すことでしょう


　全ての敵てき　全ての刃やいば　全ての痛いたみ、苦しみ


　全ての権けん力りよく　全ての策さく謀ぼう


　いかなる歴代の王も　天てん恵けいの賢けん者じやも　歴戦の戦士も　愚かなる咎とが人びとも


　大いなる宿命も　巡めぐり巡るべく因果も　謀はかられた結末も


　運命の悪戯いたずら　未来からの嘲ちよう笑しよう　現在からの嫉しつ妬と　過去からの怨おん念ねんも


　全ての忘ぼう却きやく　全ての約束も


　いかなるものも、あなたを害し、傷きずつけ、縛しばることはできない


　夢ゆめの如き平へい穏おんの日も　崩ほう壊かいを告げる嵐あらしの日も


　執しつ拗ようなまでに冷たき雨の日も　荒こう野やの吹き荒すさぶ風の日も


　狂くるう熱線の夏の日も　手足の凍こおれる雪の日も


　あなたの最も近くであなたを見守っていた


　あなたの心の最さい奥おうで、わたしだけがあなたを見守っていた


　最も近く


　最も強く


　最もあなたを理解し


　最もあなたを知り尽つくし


　あなたが殻からから抜け出すことを


　その全てを──最も待ち望んでいるのがわたしなのだから』





　そう、それが──あなたとわたしの真なる名詠にして大たい母ぼ新しん約やく篇へん奏そう。


　すなわち、アマリリス真言わたしからのおくりもの。





『だから、あなたもわたしに安らぎを与あたえて』


　……わたし、あなたが何を言っているか分からない。


　わたしは、誰かに安らぎなんて大たい層そうなものを与えられるわけじゃない。


『いいえ、あなたは誰より優やさしい詠うたを持っている。あなたは緋ひ色いろだけどわたしは空白からつぽ。さあ、空白からつぽのわたしを満たして、わたしに安らかな子守歌を聴きかせて』





　　　　３





　どれだけ息を吸すっても呼こ吸きゆうが楽にならない。足の太ももが疲ひ労ろうに悲鳴を上げ、視界はぐねりと歪ゆがんで焦しよう点てんが合わなかった。


　総そう務む棟とう前から学生寮りようまで、学生寮から学園敷しき地ちの外れにある山林へ。


　だが、その山林の入り口でどうやってもこれ以上足が動かなくなった。前へ、一歩でも前へ。どれだけ心の中で強く念じても肉体が反はん応のうしないのだ。


「ネイト君、やはりわたくしが」


　ティンカの提てい案あんを、今まで何度頑かたくなに断ことわり続けたことだろう。


「お願いです。僕ぼくに背せ負おわせてください……僕、ちゃんと歩けますから」


　その場で深呼吸を繰くり返し、ようやく一歩だけ足が動いた。その足が止まる前にもう一歩。クルーエルを背負ったまま、ネイトはゆっくりと歩きだした。もう二度と足を止めちゃだめだ。次に足が止まった時は今度こそ動けなくなる。


　でも、どういうことなんだろう。


　目に見えない、浸しん透とう者しやと呼よばれる名めい詠えい生物がいる。それは現実に目まの当たりにしたから紛まぎれもない事実としてまだ受け入れられる。


　だが、それはなぜこの学園にやってくる？


〝ちび君、ミオ、こいつらの狙ねらいはクルーエルだ！〟


　エイダの言葉を信じるなら、とにかくあの奇き怪かいな名詠生物たちはクルーエルを狙って学園に集まっていることになる。


　理由は分からない……でも、たとえそれが本当だとしても。


　──絶ぜつ対たい、絶対クルーエルさんを危き険けんな目には遭あわせない。


「だから、安心してくださいね」


　背負う彼女からの返事はない。背中に伝わる彼女の体温。高熱にさいなまれ昏こん睡すいしている状じよう況きよう。このままいつまでも背負っているわけにはいかない。どこかに寝ねかせて休ませなくては彼女の身が保もたないのだから。


　暗い夜道の先に、無数の木々が生おい茂しげる山林が見えてきた。


「あの山林の中に逃にげましょう。木々の密みつ集しゆうした場所に隠かくれればさすがに見つかりにくいでしょうし」


　黒くろ塗ぬりの鞄かばんの中から携けい帯たいランプをティンカが取り出す。


「そんなのも持ち歩いてるんですか」


「ええ。無フ所リ属ーの名詠生物学者として辺へん境きようを歩くことが多いですから。そういう意味ではカインツにも似にてますね。ただ、わたくしは名詠が使えないのでこういった道具を持ち歩かなくてはいけませんが」


「……エイダとかミラー先生、平気かな」


　ぽつりと、思い出したようにミオが顔を上げた。


　その気持ちはネイトも同様だった。不ふ可か視しの凶きよう暴ぼうな名詠生物。それが何体いるかも分からない状況。あまりに不利な場面だ。


「特とつ攻こう型の祓名民ジルシエ二人に補ほ助じよ役の青色名詠士。信じるしかないでしょうね──未知なる相手だからこそ、彼らの積み重ねてきた経験キヤリアに賭かけるしかありません」


　強い言葉。それでもなお彼女の瞳ひとみは、不安の色を映うつすかのように揺ゆれていた。


　その眼差しが告げてくる。


　決して、戦況は良くないのだろうと。
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　ぴちゃ……


　背はい後ごで跳はねる水音に、ミラーは咄とつ嗟さに身を翻ひるがえした。


　直後。耳元を何か鋭するどい物が通り過ぎる。風ふう圧あつか敵てきの切っ先に裂さかれ、自分の髪かみ数本が闇やみ夜よに舞まった。


　──文字通り間かん一いつ髪ぱつというやつだな。


　口元を引き締しめ、水に濡ぬれた路面に着地する。


　肉眼で捉とらえられない生物。ミラーの知る限り、それは大別して二パターン存在する。一つ目が擬ぎ態たい。蝶ちようや鳥などには、周囲の景色に体色を同化させる種がいる。


　そしてもう一つが、そもそも体組そ織しきが半はん透とう明めい状の生物。クラゲ、プランクトン、人の目の内部にある水すい晶しよう体たいも透明だ。


「……だが、こいつらはそのどちらとも違う」


　人と同等かそれ以上の体長を持った何か。それほどの巨きよ体たいでありながら、視覚による感知がまるで不可能なのだ。この闇夜とはいえ、外灯の灯あかりの下に映る影も自分だけ。


　光の屈くつ折せつを操そう作さ？　いや、それも腑ふに落ちない。


　まるで、鏡の向こう側にいる敵を相手にしているかのような空くう虚きよ感が付きまとうのだ。そう、あたかもこの世界の存在法ほう則そくと別に存在しているかのような。


　──『Ruguz青の歌』──


　水の退ひいた路面一帯に、ミラーは再さい度ど大量の水を撒まき散らした。土ど砂しや降ぶりの雨が降った後のように、路面を薄い水膜が覆おおう。


　ぴちゃ。


　目の前で一箇か所しよ。背後に二箇所。水面に生じる微かすかな波は紋もん。それはつまり、三体の名詠生物に囲まれているという証あかしだ。


　遠くで鳴り響ひびく金きん属ぞく音おん。振り返る余よ裕ゆうもないが、自分から距きよ離りを置いた場所でも祓名民ジルシエ二人が奮ふん闘とうしているはずだった。


「祓戈の到極者ジルシユヴエツサー、さすがと言うべきかな」


　彼らは相手の気配を察知し反撃しているようだが、自分はこんな小細工でもしない限り相手の位置を摑つかめない。苦肉の策さくだ。もっとも、それもいつまで保つか。


「……さて、時間稼かせぎもそろそろ限界か」


　せめて、相手の姿と位置を特定することができれば──
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「こんな場所あったんですね」


　星の光も学園からの外灯の灯りも届とどかない山林。トレミア・アカデミーに転入して二か月ほどだが、ネイトは今までこの場所には近づいたことがなかった。


「あたしも、知ってはいたけど来るのは初めてかも」


　きょろきょろと、周囲を窺うかがうようにミオが首をしきりに動かす。


　それにしても薄うす気き味み悪い場所だ。


　雨が降ったわけでもないのに足あし下もとはぬかるみ、歩くごとに靴くつ底ぞこにべったりとした不ふ快かいな感覚を残す。霧きりのように立ちこめる水すい蒸じよう気きに圧あつ迫ぱくされ息苦しさすら覚える。


「……なんか気持ち悪いね」


　歩きながら、ミオがふるえた声こわ音ねで小さく呟つぶやいた。


「この山林に詳くわしい者がいれば良かったのですが……とにかく先を進みましょう」


　ペキッ。歩きながら、付近の木の枝えだをティンカが折っていく。


「ティンカさん、それは？」


「目印です。あまり奥おくへ行くと迷まよってしまう可能性もありますので。もし浸透者とやらがこの山林まで追ってきてもばれない程てい度どに抑おさえてはいますけど」


　先せん導どうする足を止めぬまま、ティンカ。


「ネイト君、ミオさん。もう少し歩けますか」


　背中のクルーエルを担かつぎ直し、ネイトは首しゆ肯こうした。


「うん、あたしもまだまだ……」


　そう言った途と端たん、ミオが大きく体たい勢せいを崩くずした。地中に突き出た木の根に足をとられた。ネイトからはそう映った。


「……え？　あ、あれ」


　両目を見開き、地に両手をついた状じよう態たいでミオが呆ぼう然ぜんと口にする。


「あたし、今どうして転んだの？」


「疲つかれが出たのかもしれませんね」


　ティンカが苦く笑しよう気味に腕うでを組む。だが、本人はなお呆然とした面おも持もちのままだった。


「……違ちがう。あたし、今誰だれかに──誰かに背中を触られた」


　ミオの独どく白はくに、ネイトは今一度ミオへと振り返った。


　誰かって、ミオさんの後ろには誰もいないはず。うん、人影はもちろん、背後には何の姿も見えやしない。そう、何の姿も見えないじゃないか。にもかかわらず──


「あ……あ……あれ？」


　ミオの身体からだが浮ういていく。


「ちょ、ちょっと待って。なに……これ」


　両手をばたつかせる少女。両足が地面から数十センチ浮いた場所まで、まるで何かに襟えり元もとを摑つかまれ宙ちゆうづりになるかのように。まさか、本当に何かがいる？


　何かがいる。でもそれは姿が見えない。


　まさか……


「ミオさん！」


　今まで見せたことのない鋭するどい双そう眸ぼうで、ティンカが足下の泥どろ土つちをミオの背後目がけて蹴けり上げた。巻まき上がる土が虚こ空くうに放たれ──それが、何もない場所で何かにぶつかった。


　ルーファ老人が投げた飛礫つぶてと同じ現象。これはつまり。


「やっぱり、既すでに一体ぴき尾つけられていたのね……！」


　ティンカの表情が苦々しく歪ゆがむ。


　目に見えぬ名詠生物に摑まれたままのミオ。


　だが、どうすればいい？


　ミオを助けようとしても、相手の姿が見えなければ容よう易いに手は出せない。





　ars la azy peg Weo王を、返せ……





　王を返せ。またその言葉。一体それは──


　浸透者が告げる言葉に、一いつ瞬しゆんネイトは気を奪うばわれた。


「ネイト君、目の前まで来てる！　離はなれ──っ！」


　慌あわてて駆け寄るティンカが、先のエイダ同様に前まえ触ぶれなく吹き飛んだ。


「ティンカさん！」


　優ゆうに数メートル後方に吹き飛んでいくティンカ。密みつ集しゆうした木の幹みきに背中から叩きつけられ、彼女が苦く悶もんの声を上げる。


「こいつっ！」


　──逃にげるもんか。


　背負っていたクルーエルを地に降おろし、懐かい中ちゆうから触媒カタリストを取り出す。


　そのつもりだった。だが。


「……ミオ」


　自分の心中をそのまま投とう影えいしたかのような少女の声が、すぐ背中から聞こえた。


「返……せ。お前こそ……ミオを返せ」


　──クルーエルさん？


「その子は、わたしの大切な友達なんだから！」


　自分の背中に寄り添そいながらも、目をつむったままで彼女が立ち上がる。





　Isa via さあ起きてririsie Selah全ての pheno sia-l-目覚める hypnei lue子供たち





　──これは、あの時の。





　la Se lu空白〈からつぽ〉の dilna Sem世界へその getie qhaon, ende小さな翼を dia quoひろげて EgunI peg ilisお行きなさい





　la Se lu自らの色を vilis Lom co,知り vilis Lom 自らのnuel, ende律を知り





　arca-ol-meli自らの愛すべき siole elis ものをlef pheno見つけなさい





　呼こ吸きゆうすらままならないはずの少女の詠うた。


　しんしんと降ふり積もる冬の粉こな雪ゆきが土に触ふれ、そっと地中へ染しみ込むように。無音の山林に沁しみ入るように浸透していく冷たい音ね色いろ。


　時すら凍こおりつかせる至いと美うつくし讃き歌うた。


　ティンカも、浸透者に囚とらわれたミオまでもが、全てを忘わすれ聴きき入っていた。





　Isa O la空白〈からつぽ〉の onc Ies EgunI世界に色を塗り





　Isa O la da空白〈からつぽ〉の blooc leide 世界にlef elmei色とりどりの Ies sm EgunI花を咲かせなさい





　歌詞までは分からない。だがそれは……ネイトが一年生校こう舎しやで聴きいたものとまるで同じ旋せん律りつだった。





　Isa daさあ boema foton生まれ doremren落ちた子よ





　Se wi luあなたは、 meli-c-sionこの世界に愛されている lan…lan……ことを知りなさい
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　──チリンッ





　鈴すずを弾はじいたような音を立て、夜色の空間が罅ひび入いった。と同時、その空間を中心に周囲一帯が大きく歪わい曲きよくしていく。


「──姿が？」


　ティンカが目を見開く。


　ミオが宙ちゆうづりになっている空間。そこに半はん透とう明めいではあるが、何かがいるのがはっきりと視し認にんできたのだ。歪んだ空間の中に、ぼんやりと白い霧きりが人の形に固まったかのような、不ぶ格かつ好こうな形けい態たいの名めい詠えい生物。


　今の詠で浸透者が実体化した？


「……ミオを……」


　背中に寄りかかるクルーエルが、それを最後にぐったりと体重を預あずけてきた。


「クルーエルさん？　しっかりし──」


　突とつ如じよ、自分たちのいる山林に、瞼まぶたを灼やく猛もう烈れつな光の奔ほん流りゆうが押し寄せた。太陽を直視した時の、あの痛いたみにも似た光刺し激げきに思わず目を背そむける。


「ネイト君、ミオさんを連れて山林の奥へ」


　──え？


　ティンカの声に恐おそる恐る目を開く。すぐ隣に、今の今まで宙づりになっていたミオが、自分同様何が起きたか分からずきょとんと立っていた。


「サリナルヴァお手て製せいの炸さく裂れつ弾だんです。強烈な光と音を発生させるだけの爆弾ですが名詠生物に効きくことは過去に実じつ証しよう済ずみでした。一か八か試ためしてみましたが、どうやらあれにも効いたようですね。上う手まくミオさんを放してくれました」


　ティンカの背後、よろめくように後ずさる名詠生物。


「ここで全員が逃げてもまた追いかけられるだけ。ならばここで一人が食い止めた方がよろしいでしょう？」


「で、でも……」


　ティンカさんを囮おとりにするような真ま似ねはご免めんだ。ティンカさんが残るくらいなら僕が──


「あら、もしや何か勘かん違ちがいしていませんか。わたくしは囮になるつもりも犠ぎ牲せいになるつもりもありません。わたくしこう見えても、あれに勝つつもりでいますから」


　場にそぐわぬ、あまりに柔やわらかな表ひよう情じようで片かた目めをつむって彼女がおどける。


「それに、クルーエルさんの体調も依い然ぜん危き険けんな状態です」


　背中に寄りかかったままの少女。


「先ほどの彼女の詠、あれは無む意い識しき中の行動に近かったのかもしれません。一いつ刻こくも早く休ませてあげなくてはなりません。さ、お行きなさい。今彼女が必要とするのは、隣にいてあげられる誰かです」


　ティンカの視線が痛いたいほど鮮せん明めいに告げてくる。今ここで時間を無む駄だに浪ろう費ひすることだけはいけない。それはあの場に残っているミラー教きよう師しやエイダの想おもいにも反することになるのだから。


「……はい」


　だから、ネイトは再ふたたびクルーエルを背負った。





　少年と、その隣に付き添うように金きん髪ぱつの少女が駆けていく。が、それを悠ゆう々ゆうと眺ながめる余よ裕ゆうはティンカに残されていなかった。


「さて。どうしましょう」


　浸しん透とう者しやが腕を振り上げる。その速度、自分の身体能力、周囲の状況。複ふく合ごう的てきな要よう因いんから最速で最上の行動を弾き出す。


　回かい避ひ可能？　否いな、木々の密集したこの場所では安直な回避策さくはむしろ不安定。


　受け流す？　否、相手の膂りよ力りよくは自分のそれを凌りよう駕がする。不透明で霞かすみがかった身体ゆえ、正せい確かくな攻こう撃げきのタイミングも摑つかめない。


　残ったのは──


「っ！」


　両手を交こう叉ささせると同時、ティンカは後方へと小さく跳ちよう躍やくした。直後、巨きよ大だいな鎚つちで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきが両手の骨ほねを軋きしませた。


　先さつきと同じく、一撃で数メートル吹き飛ばされる。


　だが、ティンカは先のように幹に叩きつけられはしなかった。幹に衝突する寸すん前ぜん、空中で身体をひねることで体勢を保ほ持じ。かろうじて背中への衝撃を回避する。


「……痛いたぁっ。サリナルヴァとの組み手で思いっきり蹴けられたのを思い出しちゃった」


　予想外の相手の反はん応のうに、浸透者が戸と惑まどうように動きを止める。


「名詠士ではありませんが、わたくしとて狼おおかみに狙ねらわれるだけの羊ひつじではありません」


　そもそも自分が単なる非ひ力りきな女性ならば、クラウスは自分を〈イ短調〉に選んだりはしない。ルーファ老人も、そんな足手まといになるだけの女性を自身の相方として認みとめることもないだろう。


「サリナルヴァから色々と護ご身しん用の発明品も受け取っていますし、まあ何とかしますわ。ですからネイト君、約束して」


　全すべての謎なぞを握にぎっているであろうクルーエル。彼女を託たくした少年に向けてティンカは告げた。恐おそらくは、これが大人のできる唯ゆい一いつの助力。


　大事なことを忘わすれた大人。


　ならばこの先は──


「今あなたが背せ負おっている少女が、わたくしたちが追っている全ての謎を解とく鍵かぎを握っている。彼女の謎の昏こん睡すい、高熱、名詠式。そしてそれらの全てを解かない限り、きっとクルーエルさんは助けられない。だからこそ──」


　彼女のために、あなた自身のために、あなたの愛する者を守りなさい。





　　　　４





　Isa da boemaさあ生まれ foton doremren落ちた子たちよ





　Se wi luあなたは、 meli-c-sionこの世界に愛されている lan…lan……ことを知りなさい





　どこからか響ひびいてきた旋せん律りつが周囲に展てん開かい。


　その波長を受け、不可視の名詠生物が目視できるように実体化した。竜たつ巻まきが人形を成したかのように、可視の風が渦うず巻まいたような半透明な名詠生物。空間が歪ゆがんで人形になった、そう喩たとえるのが最も近いのだろうか。


　──しかし、今の詠うたは一体何なんだ。


　変わらず襲おそいかかってくる浸透者から距きよ離りを置き、ミラーは心中で自問した。どこかで聞いたことのある歌声。学園の教きよう師しではない。ならば先のは、生徒の誰かの詠？


「……考えている暇ひまはなさそうだな」


　自分を取り囲む三体。そのどれもが無む傷きず。実体化したことで反撃の目め処どはついたが、圧あつ倒とう的に不利だった天てん秤びんを水平線上に戻もどしただけだ。


　触媒カタリストの人工サファイアを取り出す。と同時、甲かん高だかい金きん属ぞく音が鳴り響いた。


　祓ジ戈ルを地に落とし、苦しげに息をつく老人の姿。


「爺じいっ？」


　張り裂けるようなエイダの声。


　ルーファ老人の方向に視界を向け、ミラーは声を失った。


　自分を取り囲む相手は三体。エイダもまた三体。


　──が、老人の周囲にはその倍の六体の浸透者が群むれるように集まっていたのだ。


　今の今まで、たった一人で六体を相手に？


　いくら歴戦の使い手とはいえ、既すでに齢よわいは七十近い。体力が保もつはずがない。


　……俺たちが至らなかったからか！


　自分やエイダが自分たち向けて襲いかかる浸透者の相手で手て一いつ杯ぱいだった時も、この老人だけは冷静に戦せん況きようを見つめていたに違いない。その上で、自ら囮おとりになる役を。


　が、それもとうとう限界に達したのだ。


　祓ジ戈ルを握る力すら残っていないのか、ぐったりとその場に膝ひざをつくルーファ老人。


「爺っ！」


　周囲の浸透者をふりほどき、エイダが老人の下もとへと駆ける。


　だが。それはミラーの目からも明らかに遅おそかった。


　エイダが駆けつけるより早く、周囲の浸透者が次々と老人目がけて襲いかかる。





　sheon lef 深緑のpedi-l-neen 鐘鳴りrien-c-soan響く





　荘そう厳ごんな響きが聞こえた。


　何百年と地に根を下ろした大たい樹じゆのような、鋭するどく厳きびしく、それでいて全てを包み込む圧倒的な包容力を思わせる旋律が。





　yuns riena lins, 草は吹き、leide ecta olfy, 花は踊り、zea ora vie木々はざわめく





　jes raswelその森には via elma, 全てがあり、elmei pheno来る者の遍くを da celena受け入れる





　　elma zay os tera,万象は転じ、 ars yun emneその神秘を授かつた jes turiaものが王となる





　突然流れてきた奏に、浸透者たちまでもが狼狽うろたえたように動きを止める。


　──この詠は！





　miqvy, xaln lef wop今ぞ、力の扉に neckt lihit clar鍵は無く





　ife I she cooka世界がそなたを Loo zo via望むならば





　Isa Lor besti さあ力溢るるda fotona-c-wop落とし =ende via子よ





　O kia quo ravience扉を破り hid, bekwist xaln翼は天冠を neckt ele駆けめぐる





　巨大な何かの、闇夜をつんざくような咆ほう吼こうが学園にこだました。


　深緑色の翼つばさが、今まさにルーファ老人に襲いかからんとしていた浸透者を尽ことごとく打ち払はらう。


　夜の帳とばりをその爪つめで切り裂かんとするかのように、悠ゆう然ぜんと空を疾しつ走そうする巨大な竜りゆうの影かげ。


「疾竜ワイバーン。まさかこれは！」


　緑の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア。ミラーの知る限り、この竜を従したがえる名詠士は学園にただ一人。


「ふむ、どうしたルーファよ。ワシの知っているお前は、これしきのことでへこたれるような奴やつではなかったと思うが」


　トレミア・アカデミーを創そう設せつし、自みずからその長という大役を背せ負おう名詠士。


　学園の教師全てが慕したい、そして目標とする偉い大だいなる老士。


　後光の如ごとく、常じよう夜や灯とうがゼア・ロードフィルその人を照らし出す。


「……まったく。あんまり遅いものだから、通信を見てもらえなかったのではないかと不安でしたよ」


「ごめんなさいね。こちらも別の場所の警けい備びに当たっていたものだから」


　老人の脇わきに控ひかえるのはジェシカ教師長。


　数十分前、教きよう師し控ひかえ室で何者かの姿を見かけた際さいに連れん絡らくを入れておいたのだ。もっとも、実じつ際さいその連絡が二人に届とどくかどうかはミラーにとっても賭かけだったが。


「そういうことだ。すまんなミラー君」


　いつになく軽い足取りで、学園長が祓名民ジルシエの老人の下もとへと歩み寄よる。


「とにかく、ほら、さっさと立たんかルーファ。それとも、この程てい度どでまいる程ほどおいぼれおったか？」


「……ちょっと待ってよ学園長。爺は今の今までずっと──」


　老いたる祓名民ジルシエを罵ば倒とうするような台詞せりふを吐はく学園長。その様子にエイダが怒いかり混まじりの表情で詰つめ寄った。


「いや、いいんだエイダ」


　あろうことか、それを押し止とどめたのは当のルーファ老人だった。祓ジ戈ルを支ささえに、祓名民ジルシエの長老がゆっくりと身を起こす。身体からだは疲ひ労ろうでふらつきながらも、その眼がん光こうは先にも増まして爛らん々らんと輝かがやきを放っていた。


「ほう、まだ動けそうだな」


「何を寝ねぼけたことを。今までがあんまり楽な相手で、退たい屈くつのあまり寝てしまうところだっただけのことよ」


　不ふ敵てきな笑みを返すルーファ老人。


「……あ、あれ。爺まだ元気？」


　目を丸くするエイダをよそに、歴戦の使い手たちは互たがいに自らの背を預あずける格かつ好こうで。


「それより、お前こそ久ひさ々びさの名詠でもう息が上がっとらんか？」


「吐ぬかせ。ワシはまだまだここからだ」


　にやりと、互いに目配せし。


「……背中、預けて良いかな」


「無む論ろん。老いたりとはいえ、今の若わか者ものに恥はじぬ名乗りをあげたいものだ」


　夜空に、学園に、彼らの魂たましいふるえる誓ちかいが轟とどろいた。


『──上等、それでこそ我わが生しよう涯がいの友よ！』












　間奏・第三幕　『謳うたう決意の調べ』
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　闇やみにも似にた木々の影かげを潜くぐり抜ぬけ、視し界かいの不ふ明めい瞭りような山林をネイトはひたすら進んでいった。不安が絶たえない。恐きよう怖ふに駆かられ背はい後ごを確かく認にん。十数秒に一度背後を振ふり返っては、先さつきの浸しん透とう者しやがいないことに胸むねをなでおろすことの繰くり返しだ。


　誰だれもいない。でも、なぜだろう。


　先から妙みように背せ中なかがむずがゆい。誰かの視線をじっと受けているかのような。


「ネイト君、どうしたの」


「何か、さっきから何かに見られている気がして」


　すると、ミオもまた表情に陰かげを浮うかばせて頷うなずいた。


「……うん、正直あたしも不安なんだ。あんな目に見えない奴やつがいるんだもん。いつ後ろにいるか分かったもんじゃないし。あたしだってさっきから後ろ何回も確認してるからね」


　そうすると、やっぱりこれは不安から来る錯さつ覚かくなのだろうか。


〝ちび君、ミオ、こいつらの狙ねらいはクルーエルだ！〟


　……なんで、クルーエルさんを狙うんだろう。


　クルーエルさんは何もしてないじゃないか。こんなに優やさしくて思いやりがあって、なんでクルーエルさんが狙われなきゃいけないんだろう。


　言い様もない怒いかりに、ネイトは唇くちびるを嚙かみしめた。





　　　　２





「──どうやら一通り片かたづいたらしいな」


　祓ジ戈ルを杖つえ代わりに地に刺さし、ルーファは額ひたいに浮き出た大おお粒つぶの汗あせを拭ぬぐった。


　息は荒あれ、装しよう束ぞくもあちこちが擦すり切れているが、出血の激はげしい傷きずはない。強きよう烈れつな打撲で骨ほねが何本か軋きしんでいるが、完全な骨こつ折せつまでには至いたっていない。


「皆みな、具合は」


　学園長をはじめ、名めい詠えい士し三人は距きょ離りをおいての戦せん闘とうなので外がい傷しようらしきものも少ない。エイダはといえば、肘ひじや肩かた先さきに血の滲にじんだ擦り傷が破やぶけた運動着から覗のぞいていた。もっとも、彼女はそれをさして気にした様子でもなかったが。


「ん？　ああ、あたしは平気だよ。こんなんツバつけとけば治るし」


「なるほど、クラウスが無む鉄てつ砲ぽうぶりは変わっていないと言っていたが……相変わらずの特攻ぶりは本当に昔から変わらんな」


「いいのいいの、それがあたしの流りゆう儀ぎなの！」


　肩を怒いからせるエイダに、ルーファは久ひさしく忘わすれていた苦く笑しようを洩もらした。


「いやいや、儂わしはまんざら嫌きらいじゃないぞ。今の祓名民ジルシエには男でもお前のように暴あばれる者が少なくてな」


「……褒ほめ言葉に聞こえないっての」


　ぶつくさと呟つぶやくエイダ。その脇わきで、ミラー教きよう師しが一人周囲の様子に目を配っていた。


「失礼、浸透者とやらが何体侵しん入にゆうしていたのか確認したいのですが」


「学園長と私で五体、だったかと」


　しずしずとジェシカ教師が告げる。さすがに真しん精せいは強力だった。疾竜ワイバーン一体だけで場の戦況をひっくり返したと言っても過か言ごんではない。


「あたしは三だったかな。あんま自信ないけど」


「自分は一体です。まあ、補ほ助じよ役に徹てつしていましたので」


　頰ほおを搔かきながらのエイダに、戦闘の最中に歪ゆがんでしまった眼鏡めがねを取り替かえるミラー。


「ふむ。儂が二体だから、計十一体かな……ん？」


　懐かい中ちゆうの機械的な呼び出し音にルーファは眉まゆをひそめた。懐中をまさぐり、手のひら大の黒くろ塗ぬりの機器を取り出す。


「それは？」


「サリナルヴァの奴やつが実験でつくった携けい帯たい用の通信機だよ。儂はもっぱら音響鳥の方が良いのだがな、あいにく儂とティンカの組ペアはどちらも名詠式が使えんので、仕方なく持ち歩いてるのさ」


　興きよう味みありげな視線で訊たずねるミラー教師。ルーファは彼にその機器を手て渡わたした。


「すまん、儂はこういう機械はだめでな。代わりに出てくれんか」


「ああ、了りよう解かいしました」


　慣なれた様子で機器を操そう作さする教師。


『ご隠いん居きよ、そちらはどうですか』


　機器から聞こえてきたのは〈イ短調〉の女じよ性せいの声だ。


「教師のミラーです。何とか一通り掃そう討とうしたかと。どうやら十一体ほどこの学園に侵入してきていたようです」


『なるほど。それではわたくしも一体退たい治じしましたので、十二体でしょうね』


「あなたが？」


　驚きを含ふくませるミラーに、女性の小さな笑い声が聞こえてきた。


『はい。一体わたくしたちを尾つけていたようです。……さすがにわたくし一人では厳きびしかったですが、サリナルヴァの対名詠生物用の発明品に助けられました』


「無事で何よりです。ところで、生徒三人は？」


『クルーエルさんを背負ったネイト君やミオさんはもう少し山林の奥おくへと避ひ難なんさせました。どの方向へどこまで逃にげたかはちょっと分からないのですが、捜さがして合流しますわ』


「分かりました。では後ほど」


　通信を終了したミラー教師から通信機を受け取った。


「ティンカさん及および生徒三人も無事なようです。四人で合流してからこちらに向かうとのことでした」


　ミラーの報告に周囲の者が安あん堵どの息をつく。


「それにしても十二体か、手こずるわけね」


　やれやれと息をつくジェシカ教師。だが実じつ際さいその通りだ。彼女と学園長が加か勢せいに加わっていなければ今いま頃ごろどうなっていたことか。


「十二か。そう言えば、灰はい色いろ名めい詠えいの真しん精せいと二回くらいやりあったけど、そいつの周りに浮ういてる守しゆ護ご剣けんの数も十二だった記き憶おくがあるよ。こいつらがミシュダルの灰色名詠と関連があるってのはシャオって奴が言ってたんだけどさ、それなら十二体って数も割わりと正確な気がする。倒たおし洩もれもないんじゃないかな」


　祓ジ戈ルを片かた手てに、エイダが緊きん張ちようの表情をかすかにやわらげる。


　……十二体？


　心中、ルーファは微び細さいなひっかかりを感じた。


「ふむ。一いつ件けん落着と言ったところか」


　一方では、ゼアを含め他の仲間も一様に安心しきった様子。


　……待て。何なんだ、この胸むな騒さわぎ。


　小さな疑ぎ念ねんが、時間を経へるにつれ徐じよ々じよに肥ひ大だい化かしていくのを感じる。十二。その数、どこかで聞いた覚えがある。そう、本当につい最近──





〝浸しん透とう者しやは全部で十三体〟





　そうだ。あの得も言われぬ謎なぞの詠うたに導みちびかれた先の、女子寮りようの屋上で。


　謎の相手が、確たしかにあの時告げてきた。





〝うち十二体はとても素す直なお。けれど、最後の一体はとっても臆おく病びようで卑ひ怯きよう者もの。最後の最後まで隠かくれ続け、気づいた時にはもう遅い〟





　……最後の一体……もう遅おそい？


　そんな馬ば鹿かな。ここにいる仲間はいずれも屈くつ指しの手て練だれ。たとえ浸透者とやらが残っていたとしても、まだまだ戦えるだけの余よ力りよくを残している。そもそもだ、ここにはもはや浸透者の影かげも形も──


「ねえ、ティンカたちまだかな」


　……まだ帰ってこない？


　何の気なくエイダが呟つぶやいた言葉に、ルーファは背中が凍こおりついた。


「ミラー君、ティンカは今、生徒たちとは別の場所にいると言っていたな」


「ええ。じき合流するかと思いますが」





〝けれど、最後の一体はとっても臆病で卑怯者〟





　……まさか、卑怯者というのは！


「いかんっ！　ミラー君、今すぐティンカと回線をつなげてくれ！」


「ん？　どうかしたのか爺じい」


　首を傾かしげるエイダに応こたえる余よ裕ゆうもなく、ルーファはミラーに通信機を投げ渡わたした。


「急げ、ネイトやクルーエルたちが危あやういぞ！」


「……どういうことですか」


「浸透者は十三体目がいる、恐おそらくはそいつこそが今回の親玉だ！　今までの十二体は全て、儂わしらの目を欺あざむくための囮おとりに過ぎん！」


　そう、最後の一体がいる場所は──
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「……ネイト君。もう、いいかな」


　息を切らせながらミオが立ち止まるのを見、ネイトもその場で足を止めた。


　正直、自分も体力の限げん界かいだった。クルーエルを背せ負おってここまで走りっぱなし。自分たちの身が危あやうい状じよう況きようとはいえ、よくここまで保もったとも思う。


「どこかクルーエルさんを休ませてあげられそうな場所、ないでしょうか」


　地面は湿しつ気けを帯びて半ば泥どろ状じよう。うかつに寝ねかせるわけにもいかない。


「う～ん、ちょっと周り見ても見当たらないね」


　呼こ吸きゆうを整えようと、ミオがその場にうずくまる。


　互たがいに息を整える間の、一ひと欠片かけらの沈ちん黙もく。しんと静まりかえる山林。草木も眠ねむる刻ときがあるというが、まさにこの山林全体が眠っているかのような静けさだ。


　そして、不安だった。残してきたエイダやルーファ老人、ミラー教師。彼らは無事だろうか。それに、たった一人で浸透者を相手にしているであろうティンカ。


　──僕たちは、本当に沢たく山さんの人に助けられてる。


　それを悔くやむことはいけない。悔やむことを、その人たちは望んでいないのだから。


「クルル……治るのかな」


　乾かわいた静けさの中、山林にミオの声がこだました。


「治ります、絶ぜつ対たい」


　大たい樹じゆの根元、わずかに地面から顔を出した根を台だい座ざ代わりにし、意い識しきのないクルーエルをそこに座すわらせた。大樹を背もたれにして寄りかかる彼女を眺ながめ、ようやくネイトはミオへと振り返った。


　小声で話していてもそれがかなり大きくこだまする。一心不ふ乱らんに相当奥へ進んだせいか、微かすかな風もここまでは入ってこないらしい。


　パキッ


　枝えだが折れる音に、ネイトはミオと同時に顔を持ち上げた。


「ティンカさん？」


　パキッ


　再び、枝が折れる音。地面の枝を踏ふみしだきながら歩いているのだろうか。


「あれ、ティンカさん？　あたしたちこっちです」


　返事のない相手にミオが首を傾かしげる。


　……なんか変だ。


　なぜ返事がない？　そもそもティンカさんなら、自分たちを捜さがすためにもっと遠くから呼び声が聞こえていたっていいはずだ。なのにそれがない。それはまるで、自分たちの居い場ば所しよを最初から知っているかのような。


「あれ、ティンカさんどうしたんだろうね」


　うずくまっていた姿し勢せいからミオが立ち上がる。そのまま音の方向へと歩こうとする彼女。


「ミオさん、そこにいるのはティンカさんじゃない！」


「え？」


　ネイトの警けい鐘しようとほぼ同時。目の前の木こ陰かげから、それが姿を現あらわした。


　ぐねりと空間を歪ませたような、半はん透とう明めい状じようの人形の何か。


「伏ふせて！」


　──間に合わない。


　言葉でなく、ネイトはミオを無理やり押おし倒たおすことを選せん択たくした。刹せつ那な、自分たちの頭上を、丸太のような太さの腕が通つう過かする。


「……なんで……もう一体尾ついてきてたの！」


　歯の根が合わぬ表情で悲鳴を上げるミオ。


　彼女と共に後方へ避ひ難なんし、ネイトは相手を見上げた。


　大きい。目もく測そくでも、体長が二メートルを超こえているのは明らかだった。朧おぼろ気げな身体からだの輪りん郭かくから正確には摑つかめないが、体たい格かくそのものも相当に横よこ幅はばがあることも分かる。


　……この体型、見覚えがある！


　ミシュダルの灰はい色いろ名めい詠えい、第二音階名詠ノーブルアリア、〈arsei lefis王に傅く子〉。灰色の小型精せい命めいに酷こく似じした体型だ。


　先にティンカが相手をした浸透者より優ゆうに一回り大きい。まさか、こいつが今回の襲撃の統とう率そつ者しや？





　ars la azy peg Weo王を、返せ……





　鈍どん重じゆうな足取りで近づいてくる浸透者。


「ね、ネイト君……！」


　どうすればいい。どんなに逃にげても嗅かぎつけられるのは骨ほね身みに染しみて分かっている。


　救きゆう援えんを待つ？　いいや、救援がいつ来るか、そもそもそんな楽観的なことを望める状況なんかじゃない。ならば。


「──ミオさん」


　一歩だけ、ネイトは足を前に踏ふみ出した。


　眼前の浸透者へと、立ち向かう方向へ。


「クルーエルさんを背負って、遠くに隠かくれててください」


「え？」


「僕ぼく、ここで何とかしますから」


「だ、だめだよっ！　ネイト君、何言ってるの！　こんな不気味な奴やつ相手に──」


「でも、僕がやるしかないんです！」


　転入当初に実験室で名詠を失敗した自分。


　夏期の合宿。研究所で何もできなかった自分。


　今なお謎なぞの病気で苦しんでいるクルーエルを、助けられずにいる自分。だからこそ、この場だけは僕が何とかしなくちゃいけない。


「お願いです」


「でも！」


「……分かってます。こんなこと言っても簡かん単たんに信じてもらえないこと」


　にこりと、ネイトはミオへと振ふり返った。


「僕ずっとクルーエルさんに頼たよりっぱなしです。ミオさんやエイダさんや、他にも沢たく山さんの人に頼りっぱなしです。でも一度だけ、僕のこと信じてもらえませんか」


　今でない、いつか。


　ここでない、どこか。


　遠い現在むかしを遥はるか未来で思い出した時に、後こう悔かいしたくないから。


「お願いです、ミオさん──」


「……ばかなネイト君」


　若わか葉ばから雨の水すい滴てきが零こぼれるように、少女の口から消え入りそうな声が零れた。


「あたし君のこと信じてないわけじゃないよ。もしそうなら、図書館であんな怖こわい思いして触媒カタリストを届とどけたりしないもん」


　その小こ柄がらな身体でミオがクルーエルを背せ負おう。


「クルルのばか。寝ねちゃってたらネイト君の気持ちも伝わらないのにね」


　泣き笑いのような表情でミオは言ってきた。


「この先をまっすぐ行ったところで待ってるからね。絶対、おいでよ」


「──はい」


　背はい後ごで、徐じよ々じよに遠ざかっていく足音。


　……いいんです、今は、気持ちが伝わらなくったって。


　そう、今じゃなくても──


〝今じゃなくても、返事を聞かせてくれると嬉うれしいな〟


　かつて、母さんとカインツさんが約束した時のように。


〝わたし、キミの返事が聞きたい。割わりと本気で。もしキミがだめって言うならいいよ。でも、もし『いいよ』って言ってくれるなら……〟


　今でない、いつか。大切な気持ちを伝えられる時。その時が来るために、今はただそのためだけに頑がん張ばりたい。


　背後で遠ざかる気配から心を振り払い、ネイトは眼前の浸透者を見み据すえた。


　──アーマ、見てて。


　僕、少し頑張れそうな気がするから。












　終奏　『夜色の理わ由け。全てを映うつす夜空の下で』
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　澱よどんだ世界。一ひと粒つぶの光も影かげもないという矛む盾じゆん。どこまでも透すきとおった、それでいて冷たく暗く静かな世界。どれほど眺ながめても終わりのない、歪ゆがんだ閉へい鎖さがそこにはあった。


　その中で、海の波に漂ただようかのように、クルーエルはただぽつりと身を委ゆだねていた。


　夢ゆめ。これは自分の夢の中。そう分かっていても、意い識しきが漠ばく然ぜんと薄うすれていく。





　──愚おろかな〈夜明け〉。





　水面みなもに小石を投じた時のように、その言葉が波は紋もんの如ごとく、しんと静まり返る世界に浸透していく。


『今のあの子には浸透者を相手にする術すべなどないでしょうに。あなたを助けたいと言ったって、それはあの子には到とう底てい果たせぬ願いだというのに』


　夜明け。その言葉に、クルーエルは落ちかけていた意識を再ふたたび覚かく醒せいさせた。


　……それは、ネイトのこと？


　ネイトが何かと戦っているの？　わたしのために？


『あら、他に誰だれがいるの』


　今までと違ちがう、嘲あざけるような口調で声は伝えてきた。


『わたしはあの子を認みとめない。〈始まりの女イヴ〉も〈牙剝く者アマデウス〉も、夜色名めい詠えいの調ちよう律りつ者しやたちは何を考えているのかしら。なぜあの子を選び、あの子を育てたのか。あんなにも弱く、小さく、脆もろい子を選んだのか』


　──ネイトを、馬ば鹿かにしないで！


　ネイトは弱くなんかない。まっすぐで努力を惜おしまない、芯しんの強い子だ。


『それはどうかしら』


　なのに、相手の声こわ音ねは揺ゆるがない。


『失敗してばかり、落ち込んでばかり。そんな彼の姿を、あなたは誰よりも近くで見てきたはずでしょう。いざ土ど壇たん場ばになっても、あの子一人で何かを解かい決けつできたことが今まで一度としてあったかしら』


　……それは違う。


　一人で何かを解決しようなんて、解決できたつもりになるのは決して良いことじゃない。


　一人じゃなくていい。彼一人でできなくても、わたしが傍そばにいてあげれば──


『そう。わたしにはそれが許ゆるせない』


　こちらの言葉を断たちきるほど、相手の声には怒いかりが満ちていた。


『あなたを守るべき者は彼ではない。確かに夜色名詠は可か能のう性せいを秘ひめている。もし仮かりにその詠うたい手がイブマリーであったのなら、わたしは夜色名詠を受け入れていたかもしれない。だけどあのネイトという少年は、それを扱あつかう器うつわとしてあまりに小さい。あなたを守れる器ではないの』


　守る──わたしに、何かが襲おそいかかってくる？


『そう。わたしがどれだけ未来の調律を狂くるわせても、その予定運命からだけはあなたを救えない。だからこそ、わたしは黎明の神鳥フエニツクスをあなたに委ゆだねた。あなたが、せめてあなた自身の望む場所へと羽ばたけるように』


　黎明の神鳥フエニツクス。それは最初から、わたしを守るためだけに？


『わたしは〈始まりの女イヴ〉を認める。〈牙剝く者アマデウス〉を認める。老いたる敗者ヨシユアの願いを認め、だからこそわたしはラスティハイトを封ふう律りつした。真の敗者の王シヤオの心の強さを認め、だからこそあなたへの脅きよう威いと知っている。勝カ者イのン王ツの虹にじ色いろ名詠を祝しゆく福ふくし、彼に希望を持っている』


　自分の知る名前、知らない名前。混こん在ざいする人と真しん精せいの名前。


　多くの名を挙げ、最後にアマリリスは告げてきた。


『だけれど──ネイト・イェレミーアス。ネイトだけは、わたしと別の意味で空白からつぽだ。何の力も持っていない。なぜ、かつてイブマリーという名であった者があの子に〈夜明け〉の名を授さずけたのか。わたしには理解できない』


　わたしは……


　わたしは、理解できる。


　なぜネイトの母親が彼を拾い育てたのか。なぜあの生意気な夜色トカゲが文もん句くを言いながらも彼に付き従したがっていたのか。


　そして、なぜわたしがこんなにも彼に惹ひかれたのか。


　それは、ネイトが決して空っぽなんかじゃないからだ。


　あの子は、とても大切なものを持っている。
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　轟ごう音おんを従えた風鳴りと、土つち煙けむりが辺り一面に広がった。静かなる山林に、次々と木々がなぎ倒される悲鳴が響ひびく。


　……どうすればいいんだろう。


　緊きん張ちようできりきりと痛いたむ肺はいを外から押おさえつけ、ネイトは最も寄よりの木こ陰かげに身を寄せた。浸透者の背はい後ごにあたる位置。見つかるまで若じやつ干かんの猶ゆう予よはあるはず。


　だけど、もし捕つかまったら僕の負けだ。


　図書管理棟とうで見た灰はい色いろの小型精せい命めいに酷こく似じした体形だけあって、その体力・膂りよ力りよく共に半はん端ぱではない。腕うでの一振りごとに周囲の木々をまとめてなぎ倒し、ゆっくりとこちらへと進行してくる。唯ゆい一いつの救いは動きが緩かん慢まんなことだが、いざ対たい峙じするとそれが余計に重じゆう圧あつを感じさせる。


　……僕の名詠のストックで、あれを何とかできそうなものは。


　懐かい中ちゆうから、普ふ段だん使用している触媒カタリストを取り出す。


　通常の触媒カタリストで自分の名詠できる対象は、黒くろ蛇へびや蝙こう蝠もりなどの小型生命。あるいは黒こく煙えんなどの無生物だ。黒馬も何とかできるかもしれない。


　だがこれらの名詠ではまず太た刀ち打うちできまい。第二音階名詠ノーブルアリアの小型精命に対たい抗こうするには最低でも第三音階名詠プライムアリアの名詠生物数体か、あるいは第二音階名詠ノーブルアリアの小型精命を要する。


「あとは、第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの真しん精せいか」


　触媒カタリストと聞いて、今のネイトが最も早く思い浮かべるのが〈孵石エツグ〉だ。


　ミシュダルが言うには、あの中に込められていたのは究きゆう極きよくの触媒カタリスト。全すべての名詠が可能と言っていたが、それでも夜色の真精の名詠はできなかった。ならばやはり、夜色名詠において真精を詠よび招まねくための特有触媒カタリストは夜色の炎ほのおただ一つ。


「──痛つっ！」


　轟ごうと唸うなる音を従える風圧に、ネイトは反はん射しや的に身を縮ちぢめた。身の傍そば一メートルほどにあった細木が浸透者に薙なぎ払はらわれたのだ。


　……だめだ、真精は詠べない。


　こんな山林で火を焚たけば、たちまち周囲の木々に燃もえ移うつる。こんな深夜に大火事にでもなればそれこそ大だい惨さん事じを引き起こす。ならば自分が頼れるのは……


〝主あるじの代わりに使いが来た、それが答だ〟


　灰色名詠の有翼石像ガーゴイルを一いち撃げきで退しりぞけた、あの夜色の騎き士しとグリフォン。


　あの時詳くわしくは聞けなかったが、あの二体も夜色名詠の名詠生物だろう。あれならば浸透者にも十分通用するはずだ。〈讃来歌オラトリオ〉も、図書管理棟の時と同じ物で来てくれるはず。


　手に握にぎるのは黒こく曜よう石せきの欠片かけら。触媒カタリストとしては中位だが、今はこれに賭かけるしかない。





　sheon lef 黄昏〈はじまり〉のdimi-l-shadi鐘を鳴らし rien-c-soanましよう





　elma Ies nexe全ての色たちは riena peg 黄昏の鐘と共にtwispeli kei鳴ることを嫌い





　詠うたの序じよ詞しを口ずさむ。


　だが──





　ars la azy peg Weo王を、返せ……





　突とつ然ぜんに、浸しん透とう者しやの動きが加速した。死角にいたはずの自分目がけて巨きよ体たいが宙ちゆうを舞まう。


「そんなっ！」


　積み上げかけた集中を放ほう棄きして名詠を中止。浸透者に押しつぶされる直前に、ネイトは真横へと身を投げ出した。


　地じ割われのような震しん動どうに山林がふるえる。浸透者の着地によって穿うがたれた巨大なクレーターを横目に捉とらえ、ネイトは全身が粟あわ立だった。


　──ただの名詠生物じゃなかった。


　今……僕の夜色名詠の〈讃来歌オラトリオ〉に反応して加速した。


　位置の特定も完かん璧ぺき。おそらくあの浸透者は、〈讃来歌オラトリオ〉を察知するレーダーのような機能を有しているのだ。どんなに巧こう妙みように隠れても、〈讃来歌オラトリオ〉を詠いきる前に見つかってしまう。


　だとすれば、最悪の相あい性しようの相手と言っても過言ではなかった。


　祓名民ジルシエか、あるいは〈讃来歌オラトリオ〉なしで名詠のできる名詠士ならば話は違う。だが〈讃来歌オラトリオ〉を用いてしか名詠のできない自分が、どうやってあいつに立ち向かう？


　打つ手がない。その事実に、全身から冷や汗あせが噴ふき出した。
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『浸透者となった灰色名詠の生物たちは、〈讃来歌オラトリオ〉をひどく好む』


　アマリリス、そう名乗る声は淡たん々たんと告げてきた。


『いえ。正確にはセラフェノ音語を好む、と言った方が適てき切せつなのだけれど』


　セラフェノ音語を？


　そんな名詠生物なんて聞いたことがない。


『そもそもセラフェノ音語そのものが、とある意い志しに従したがって創つくられたもの。人の言語としてではない。それはそもそもは、讃さん美び歌かのためだけに創られた符ふ号ごう。更さらに言えば、讃さん美びすべき対象は唯ただ一つだけ』


　……それは、何？


『自みずから見みい出だしなさい。それが、全すべての子に等しく与あたえられた願い。空白名詠の属ぞく性せいを持つ浸透者はそれを本能的に悟さとっている。だから彼らは、セラフェノ音語に対しとても敏びん感かんに反はん応のうする習性を持っている。それも高位の名詠であればあるほど敏感に』


　言いよどむことなく、予あらかじめ用意されたかのような台詞せりふを口ずさむ声。


『ネイト・イェレミーアス。あの子もそこまでは気づいたようだけど、でも、どうしようもないでしょうね。あの子には浸透者に抗あらがう術すべがない』


　……やっぱり。絶ぜつ対たい、あなたは間ま違ちがってる。


　あなたは何も分かっていない。


『間違っている？　わたしが？』


　怒おこったわけでも嘲あざ笑わらうわけでもない。声のそれはあまりに純じゆん粋すいな疑ぎ問もんだった。


　そう、きっとこの声には分かるまい。


　だから──


「あなたの言ってること、わたし半分も分からない！　空白がなんだとかセラフェノ音語がなんだとか、さっぱり分からない！」


　姿すがたのない相手に、クルーエルはありったけの力を振ふり絞しぼって応こたえた。


「わたしはどうせ学校のテストだって一番下の方で、成せい績せきだって良くないから。そんな小こ難むずかしいこと知りたくもない！　でもね……ネイトのことだけは分かるよ。彼のことだけは、わたしはあなたより誰より知ってる自信がある！」


　両手を広げる。言葉が通じずとも、せめてその気持ちが形として見えるように。


　彼が転入した時から、実験室で失敗したことも、夏休みにずっと一人で名詠の練習をしてきたことも、ずっとわたしは見てきた。一番近くで見てきた。他の生徒より教きよう師しより、誰よりも近い場所で彼を見てきた。


「力がないとか術がないとか、そんなの最初はみんなそうだよ。わたしだってネイトだって、きっとそれはカインツさんとかだってそうだった！　でもね、彼はそれでもずっと精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばってた。わたしはそれを見てきたもの。だから……」


　わたしは、ネイトのことを信じてる。
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　目の前の視し界かいが、百八十度逆ぎやく転てんした。


　地面に仰あお向むけにぶつかる──それを悟った直後。背中に猛もう烈れつな衝しよう撃げきが走り、一いつ瞬しゆん呼こ吸きゆうが停止した。そのまま受け身も取ることすらかなわず全身を打ちつける。


　突風のような風圧に吹き飛ばされ、ネイトは地面を転がった。


「あは……ははっ……」


　笑うしかなかった。何もできない自分を。


　名詠式しかできない自分が、〈讃来歌オラトリオ〉すら封ふうじられては何が残る。自みずからへの言いようもない嘲ちよう笑しようが胸の奥おくから湧わき出ては涸かれていく。


　地面に打ちつけた衝撃で腕がひどく痛いたむ。足も、骨ほねに凍しみるような鮮せん烈れつな痛みが足首を支し配はいしていた。


　パキ……


　地面の枯かれ枝を踏ふみつけ、鈍どん重じゆうな動きで近づいてくる浸透者。


「あはは……は……っ」


　──動いてよ、なんで動かないのさ、僕の足なのに。


　この場をしのぐには名詠式しかない。それは分かっている。だから何度も挑いどんだ。相手から逃にげながらの詠。相手の死角に隠かくれながらの詠。時には、相手に向かいながら〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたった。


　だが、それらは全すべて徒と労ろうに終わった。どんなに早口でもどんなに微び細さいな声でも、浸透者は〈讃来歌オラトリオ〉に対して絶対的な感度で反応する。


「……時間は稼かせいだよね」


　仰あお向むけに倒たおれたまま、ネイトは独ひとり言のように呟つぶやいた。もう、ミオは随ずい分ぶん遠くへ逃げてるはず。クルーエルもひとまずは安全な場所にいるかもしれない。残るは自分一人。


　でも、僕はどうやってこの場を切り抜ぬければいいんだろう。


　パキッ


　徐じよ々じよに近づいてくる浸透者。もう逃げるだけの体力もない。あったとしても、何度も地面に打ちつけられた痛みで身体からだがろくすっぽ動かない。


　諦あきらめる？


　甘あまい言葉が脳のう裏りで弾はじける。


「……嫌いやだ。それだけは嫌だよ」


〝さ、お行きなさい。今彼女が必要とするのは、隣となりにいてあげられる誰かです〟


「違います、ティンカさん」


　痛みで自然と溢あふれそうになる涙なみだを拭ぬぐう。


「クルーエルさんだけが必要としてるわけじゃないんです。僕だって……クルーエルさんの隣にいたいから」


　だから、何としてもあの人の傍そばに帰らなくちゃいけない。それまでは、どんなことがあっても諦めないって決めたから。


　……だから、何か探さないと。この状じよう況きようを何とかできる方法を。


　仰向けのまま、ネイトはかろうじて動く首を動かした。


　右を向いてもただ延えん々えんと続く泥でい土ど、生おい茂しげる雑ざつ草そう、あとは密みつ集しゆうした木々が映うつるだけ。左を向いても同じ。だから最後に──ネイトはただまっすぐに天上を眺ながめた。


「……すごい」


　ぽつりと、力のない唇くちびるから言葉があふれた。


「なんて綺き麗れいな夜そ空ら」


　時が経たつのを忘わすれ、その場の状況すら忘れ、ネイトは遥はるか上空を見上げた。


　生い茂る木々の隙すき間まから、零こぼれるように覗のぞく一ひと欠片かけらの夜空。


　吸い込まれるように深い夜色の帳とばりの中に、何より清せい廉れんな輝かがやきを放つ、星という名の光の結けつ晶しよう。色とりどりの光の雫しずく。この世のどんな宝ほう石せきを集めても敵かなわない、この世のどんな権けん力りよく者しやも、名詠士も、あの遥か頭上に展てん開かいする夜空を手中に収おさめることはできやしない。


　……本当に、なんて透すきとおった輝きなんだろう。


「僕の夜色名詠も、あれだけ素す敵てきなものを詠よべればいいなあ」


　そうしたら、きっとクルーエルさんだって喜んでくれると思うから。


　そう。あんなに輝いて、あんなに透きとおった夜空の色は────黒なんかじゃない。


〝なぜ夜色なんだ〟


〈イ短調〉の一人サリナルヴァからの、本当に何気ない、最も根本的な問い。


　そう、なぜ夜色なのか。


〝名詠式の常じよう道どうに添そうならば、既き存そんの白に対し黒が妥だ当とう。なのに、なぜ黒ではなく夜色という名を冠かんしているんだ〟


　白の反対の、黒でない理由。


〝名詠式というのは非ひ常じように理論的な仕組みを持っている。お前の母親が黒ではなく夜と名づけたからには、それ相そう応おうの理由があるとは思うのだが、どうかな。それこそ、決して黒であってはいけないという程ほどの。夜色という名を冠さなければならない理由が〟


　母が、それを夜色と名づけた理由。


　母が、僕にそれを教えてくれた理由。


　なぜ虹にじ色いろ名詠士のカインツさんが、他の誰でもない、母を選んだのか。


「……母さん、アーマ。僕ね、少しだけ分かったかもしれない」


　あれだけ綺麗な夜空。それを名詠できたらどんなに素敵なことだろう。全てを表す虹色が唯ゆい一いつ持たない色は、決して黒なんかじゃない。


　夜色は、頭上を覆おおう宇宙と星々の色。


　この世界を優やさしく包む天上を、そのまま描えがき出すための透きとおった色。


「もしそれが正しいなら」


　今なら、あのルーファ老人の言葉の意味も少しは分かる。


〝どうかな。儂わしが出会った相手は名前を名乗らんかった。その何者かは、どうも儂など眼がん中ちゆうになかったらしい。そいつが意い識しきしていた相手はどうも今の話を聞くにシャオという輩やから、そしてネイト、お主らしいな〟


〝……僕？〟


〝夜色名詠と空白名詠は非常に近い。確かそのようなことも言っていた〟


　今なら、あの言葉の意味が分かる。透すきとおった色──その一点において、夜色名詠と空白名詠は限りなく近い名詠色だ。


　だとすればこの状況を打開する策さくは、ある！


　全身を蝕むしばむ痛いたみの中、よろめきながらもネイトは立ち上がった。その様子に、眼がん前ぜんの浸しん透とう者しやがわずかに進行速度を緩ゆるめる。相手なりの警けい戒かいの仕草といったところか。


「……母さん、そう言えば母さんはアレを教えてくれなかったね」


　アーマもだ。それはつまり、自分で見みい出だせということだったのかもしれない。


「やっぱり、母さんもアーマも厳きびしいや」


　苦く笑しようの吐と息いきが洩れる。こんな状況なのに、ふしぎと気持ちは鎮しずまりかえっていた。


　三回分の触媒カタリストを取り出し、両手に力一いつ杯ぱい握にぎりしめる。


〈讃来歌オラトリオ〉は使えない。少なくとも、真精を詠び招まねくような長大な〈讃来歌オラトリオ〉をみすみす許すような相手ではない。だがたとえ真精を招くことができなくても、この状況を打開する方法が一つだけある。


　──僕が、それができるかどうか。


　深く、深く息を吐はく。





　Isa Yer she 夜色の鐘をriena xeoi pel鳴らしましよう





　YeR be orator 彼方〈あなた〉のLom nehhe名前を讃えます





　決して難しいわけではない、誰の目からも初歩的な〈讃来歌オラトリオ〉。


　だがこの名詠がなくては、もう一つの名詠もまた成功しない。





　lor besti dimi凍しく暗く ende bluci-l-paje慎ましい





　meh riris 一粒の誓いはyehle kei lef xeo真夜の feo ele-shiole雫と結び　　copha sm hynei旋律の流れに teles凍みて





　dis mihhya 地の果てlef cley, までもriris sis soaその約束は peg turia響くでしよう





　Isa daさあ boema foton生まれ doremren落ちた子よ





　ife I she cooka世界があなたを Loo zo via望むのならば





　視界いっぱいを浸透者の巨きよ体たいが埋うめ尽つくす。周囲の木々をなぎ倒たおしながら、その両りよう腕うでが自分めがけて振るわれる直前。ネイトは、詠うたの終詩を紡つむぎ終えた。


　──間に合った！


　第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアほどの長大な名めい詠えい詩しは無理でも、短い名詠詩ならば相手が探たん知ちし攻こう撃げきに移うつるまでに詠うたいきれる。





　O evo Lears彼方は貴方となれ──Lor besti dilna-c-拡がり覆い、vefa = ende vequs纏う者





　名詠門チヤネルから発生したのは、闇やみ夜よよりも濃こい黒こく煙えんだった。自分、そして浸透者の周囲一帯を包み込むように漆しつ黒こくの煙けむりが濛もう々もうと立ちこめる。


　かつてエイダが灰はい色いろ名詠の真しん精せいと対たい峙じした時、自分に要求した名詠でもある。あの時は名詠の暴ぼう走そうの一現象を利用して詠び寄せたが、今回は正まさしく黒煙用の〈讃来歌オラトリオ〉を詠っての名詠だ。


　互たがいに視界が奪うばわれた状じよう態たい。エイダは相手の〈孵石エツグ〉の光を目印にしたが、浸透者にはその目印がない。ならば、いかにしてこの均きん衡こうを崩くずすか。


　──今の僕にできる名詠。


　ずっと練習してきた名詠でいい。クルーエルさんを助けるための名詠は、クルーエルさんと一いつ緒しよに練習してきた名詠なのだから。


　間を空けず、ネイトは更に二番目の名詠を開始した。





　黒煙の粒りゆう子しに目を塞ふさがれ視界が零ゼロとなる。それは人も名詠生物も同じ。浸透者にとってもまた、それを防ふせぐ術すべはなかった。


　相手の位置が不ふ明めい瞭りよう。


　振り上げていた腕を、つい寸前まで相手がいた場所へと振り下ろす。が、それは空くうを過よぎっただけだった。両手を振り回して四方を薙なぐ。そこにも夜色の相手はいない。


　どこにいる？


　浸透者の気配探たん知ち力りよくそのものは決して高くない。〈讃来歌オラトリオ〉に対する感知野センサーが備そなわっている理由の一つがそれだ。





　Isa Yer she 夜色の鐘をriena xeoi pel鳴らしましよう





　その感知野センサーが、自分の背はい後ごに〈讃来歌オラトリオ〉を詠う存そん在ざいを察知した。





　lor besti bluci暗く醜くい gulie-l-risたましい





　位置特定。自分から見て左手背後、六メートル離はなれた先に対象がいる。が、そうしている間にも〈讃来歌オラトリオ〉は紡がれ続けている。相手の場所は依い然ぜんそのまま。


　感知野センサーが告げる位置へと、浸透者は地を蹴けった。ぬかるんだ地面を大きく陥かん没ぼつさせる跳ちよう躍やく。相手の眼前へと着地し、腕を振り上げる。





　O evo Lears彼方は貴方となれ──Lor besti fotona-ol-地を這い進み、rawa=ende vequs縛る者





　名詠が終わった？


　あまりに早い。今までは長大な〈讃来歌オラトリオ〉を詠おうとしていたところを探索サーチし潰撃ジヤミング。だがこれは黒煙同様、どうみても名詠詩が短い。第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアなどではなく、これは相当に初歩的な名詠だ。


　腕を振り下ろす。が、相手はまたしても一瞬先に姿をくらましていた。相手が寸前で名詠したものの正体も分からない。


　だが、この名詠者は何を考えている？


　名詠したはいいが、名詠者も名詠生物も姿をくらましたまま。いや、この黒煙ではそもそも互いに位置を摑つかめない。相手に、自分の〈讃来歌オラトリオ〉感知に似た索さく敵てき能力があるという様子は見られない。


　時間稼かせぎ。その程てい度どか。


　思いを巡めぐらせた刹せつ那な、自分の体表を何か細長い物が這はい上がってきた。黒い……


　──黒くろ蛇へび？





　描えがいた手順シナリオは、第二段だん階かいまでが終しゆう了りよう。


　……あとは、最後の名詠が成功するかどうか。


　気を抜けば卒そつ倒とうしそうになるほどの重圧に、ネイトは最後の触媒カタリストとして持っていた黒こく曜よう石せきを握りしめた。


　息が詰つまるほどの濃度を持った黒煙に阻はばまれ、互いに相手の位置が摑めない。だがそれは、あくまで視覚に頼たよった時のケース。今、ネイトは、浸透者の位置をほぼ完かん璧ぺきに把は握あくしていた。


　黒煙に続き、自分が名詠したのは一匹ぴきの黒蛇だ。


　赤外線探知器官──ピットとも呼ばれる、蛇が持つ探索器官である。視界の効きかぬ黒煙の中でも、名詠した蛇に誘ゆう導どうされることで浸透者の位置を捉とらえることができる。


　ここまでは自分が今まで練習してきたこと。


　浸透者を倒すための最後の名詠式は、未み踏とうの領りよう域いきへの挑ちよう戦せんとなる。


「……母さんもアーマも、教えてくれなかったことだから」





　O le hypn U pheno眠れよ愛し子 sias, ris meli lef優しい風に keofie loarおぶわれて





　その言葉に意味はない。


　ただそれは、遠い遠い場所にいる、自分を見てくれているはずの二人に届とどけるために。


　──絶ぜつ対たいに成功させる。母さんに、アーマに認みとめてもらうために。


　クルーエルさんを追うこいつを、追い払はらうために。


　そのための、謳うたう決意の旋せん律りつ。


　パキッ


　セラフェノ音語に反はん応のうし、黒煙の中で何かが動いた。相手もまた、自分の場所を特定したに違ちがいない。だが、それも最も早はやどうでもいい。


　相手が両腕を打ち下ろすのが風圧で感じ取れた。


　だが、ネイトはそのまま駆け抜けた。


　拳こぶしを突つき出す。触媒カタリストを握りしめた拳が、相手の体表に確かに触ふれた。


　浸透者に動じた気配はない。〈讃来歌オラトリオ〉のない名めい詠えい士しなど、この相手は怖おそれない。


　だけど──


「……エイダさんが見せてくれた」


　手に握った物質が触媒カタリスト効果をもたらす。夜色の輝きが掌しよう中ちゆうからこぼれ落ちる。名詠門チヤネルではない。この作用に名詠門チヤネルは必要ないからだ。


　名詠式であって名詠式でないもの。


〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたわない術じゆつ式しきでありながら、名詠生物に対たい抗こうできる唯ゆい一いつの反名詠式。


　試ためしたこともない、この土ど壇たん場ばで見よう見まねでやるしかない。


　未知への挑戦。それでも、ふしぎと不安はなかった。


「──僕は」


　自分は何かができるわけじゃない。でもだからこそ、沢たく山さんの人から本当に多くのことを学んできた。クルーエルさんと一緒に。クラスメイトの人たちと一緒に。


　だからこそ……


「僕は、お前なんかに絶対負けない！」


　夜よる色いろ名詠と空白名詠は限かぎりなく近い同系色。


　灰はい色いろ名詠が白色名詠で送り還かえせるなら──それの類るい似じで間ま違ちがいなく反唱が通用する！





　──『Nussis還れ』──





　触れた相手の体表から、何色とも形容できぬ色の光が迸ほとばしる。


「…………っ！」


　触れた右手から右みぎ肩かた、全身へと伝わる衝撃に激げき痛つうが奔はしった。反唱に対して名詠生物からの抵抗に、思わず右手を相手から離してしまいそうになる。


　ミシッ


　波動にも似た衝撃に骨ほねが軋きしんだ。筋きん肉にくが、骨が、痛つう覚かくを支し配はいする神しん経けいが悲鳴を上げる。


　──だけど、これくらいっ！


　痛みと眩まぶしさに閉とじかけた瞳ひとみを、ネイトは無む我が夢む中ちゆうで見開いた。


「……僕だって」


　クルーエルさんが僕を見てくれたように、僕だってクルーエルさんをずっと見てきた。


　高熱と寒さむ気けとふるえ。意い識しきを失っている彼女は、今の僕なんかよりずっとずっと苦しくて辛つらい思いをしてるに決まってる。それも何日も、何日も。


　でもそれなのに彼女が気にしていたのは、自分のことなんかじゃなく僕のこと。


「だから……僕だって」


　僕にできることなんて本当に少ない。でも、クルーエルさんの隣にいることだけは誰にも譲ゆずりたくない。


　反唱を受けながらも両手を振り上げる浸透者。それに拳を突き当てたまま、ネイトは力の限り声を上げた。





〝俺もゼッセルもエンネも、あの時はイブマリーのことを信じてやれなかった。クラスは一緒だったが、あの時の彼女は本当に独ひとりぼっちだったのかもしれない。だからこそ……君は独りになってはいけない〟





「僕は、独りなんかじゃないもの」


　眠ねむりに陥おちいっている彼女に、せめてその声が届くように。


「クルーエルさんが待ってるから！」





　　　　４





　霧きりが晴れるように、黒こく煙えんもまた次し第だいにその濃のう度どを薄うすめていた。


　徐じよ々じよに、山林にいつもの光景が戻もどっていく。


　沈ちん黙もくの帳とばりが降おりかけた空間に、チリンと、小さな鈴すずを鳴らしたような透とう明めい感のある音が響ひびき渡わたった。


　腕を振り下ろしたまま凍こおりついた浸透者。半透明の身体からだから少しずつ湧わき上がる灰色の煙けむり。と同時に、その身体が幻げん灯とうのように朧おぼろ気げに輝き、そして稀き薄はくになっていく。


　瞬まばたきも忘わすれ、全身を覆おおう激げき痛つうに耐たえながら、ネイトはその光景を見つめていた。


　消えていく名詠生物。


「あなたは……どこから来てどこへ還かえるの」


　無意識のうちに、ネイトは浸透者に向けて訊たずねていた。


『…………』


　相手は応こたえない。


　応えぬまま、その名詠生物は、光の粒つぶとなってどこか遠くへ消えていった。


「どこから来て、どこへ還るの」


　何も応えてはくれない天上の夜空を、ネイトはしばし見つめていた。





　それは──僕たちの心の中？












　連奏　『誰だれよりも遠い場所で』







　　　　０





　もう何年前のことだろう──


　その会話は唐とう突とつに、夜色の少女が訊たずねてきたことから始まった。


「ねえカインツ、どうして黄色名めい詠えいを専せん攻こうにしたの」


　屋上でも学園の隅すみのベンチでもない。


　ありふれた教室の一角。茜あかね色いろに染そまる夕焼けの陽ひを浴びながら、イブマリーは心底ふしぎそうな眼まな差ざしで自分を見つめてきた。


「五色を全部マスターするならどんな色から始めてもいいじゃない。なんで黄色を最初に選んだの」


「……なんとなく」


　読みかけの本を閉とじ、カインツは自分の席に腰掛けたまま彼女を見上げた。


　名詠式の学校においては中等部ミドルスクールで総そう論ろん、高等部ハイスクールから自分の専攻色を集中的に学ぶ制度になっている。それゆえ中等部ミドルスクールから高等部ハイスクールへの進学試験にあたっては、中等部ミドルスクールの生徒も一つ自分の専攻色を決めておかなければならない。中等部ミドルスクールの最上級生になってからは、その専攻色の試験対策講こう義ぎも開かれる。


「強しいて挙げれば、自分の髪かみの色に似にてたからかな？」


「あなたらしいわ。あんまり難むずかしいことは考えてなさそうと思ってたから」


　わずかに表ひよう情じようをほころばせ、イブマリーがどこか楽しげな口調で続ける。


「ねえ。自分の名前の色にしようとは思わなかったの？」


「ボクの名前？」


「ええ、『カインツ』って言えば分かるでしょ？」


　にやりと、こちらを試ためすような悪戯いたずらっぽい表情の彼女。普段表情を崩くずさない分、こうした時の彼女は妙みように幼おさなく見える。


「……あいにく、昔からその手の質しつ問もんは聞き過すぎちゃって。それが嫌いやだから赤色名詠は外したんだよ」


『Keinez』、名詠式の世界では赤色名詠を指す言葉だ。


　一いつ般ぱん的な発音はケイナズ。だが大陸の辺へん境きようでは、地方特有の訛なまりで『Keinez』の『ei』の部分をアイと発音する。
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　そうした時の発音は──カインツ。


「そう、少し残念。そのまま赤色名詠を選んでたら一いつ緒しよの専門講義だったのに」


　彼女が選んだ専攻色は赤色名詠だ。その理由はひどく明めい快かい。究きわめようとする場合はさておき、生徒が一定水すい準じゆんの名詠技ぎ術じゆつに達するまでに要する時間が、最も短いとされるのが赤色名詠式なのだ。


　名目的に少しでも赤色名詠を学び、残りの時間を全すべて夜色名詠の構こう築ちくに充あてる。彼女なりの策さくだった。


「それはどういう意味？」


　すると、彼女はいつになく愉ゆ快かいそうな眼差しで。


「うん。色々と便利なことができてたのになって。わたしが講義を欠席した時にもノート取ってもらったりとか」


「……黄色名詠で正せい解かいだったよ」





　　　　１





「『Keinez』か」


　頭上に流れる雲を眺ながめ、カインツは口元をゆるめた。


　今にして思えば、あの競演会コンクールの時、自分たちを助けてくれた漆しつ黒こくの騎き士しは、彼女なりの伝言を含ふくんでのことだったのかもしれない。


〝──orbie clar, 〈ゲーテイア七十二柱〉dremre : Goetiaより第二十八鍵、 : Berithベリス──〟


　自分とエンネに向け襲おそいかかってくる三キ首マのイ獣ラ。その獣けものを追い払はらった騎士が纏まとう漆黒の鎧よろいと対照的に、騎士を背せに乗せる馬は真しん紅くの毛け並なみを誇ほこっていた。


　真紅の馬を駆かる漆黒の騎士。あの時は、なぜ馬だけが赤なのか分からなかったが。


「まったく、君らしい遠回しで意地の悪いメッセージだね」


　昔の、本当に些さ細さいな会話の一場面。自分がそれを思い出しただけでも僥ぎよう倖こうなのかもしれない。


「そうね、あなたは今も昔も、イブマリーという少女を見つめてる」


　その声に、カインツは視線を地上に咲さく緋ひ色いろの花へと移うつした。


　今の今まで消えていたはずの少女が、緋色の髪をなびかせながら眼前に佇たたずんでいた。淡あわい光に覆おおわれ、幻げん影えいのように透すける身体からだ。常じよう人じんならぬ彼女の姿に関して、カインツはさして深く捉える気はなかった。ふしぎと今は、心が落ち着いていた。


「ごめんなさい。もしかして待っててもらったのかしら」


「いや。少し昔のことを思い出していただけだから」


「正直なのね」


　くすりと、屈くつ託たくのない笑顔で微笑ほほえむ少女。


「わたしは〈始まりの女イヴ〉を認みとめる……だけど、本当は妬ねたましい。なんであの女は、あなたと出会ってしまったのだろう。わたしもまた、あなたをずっと待っていたのに」


　この子。そう呟つぶやき、少女が両手を自らの胸むな元もとにあてる。


「それは……」


「全ての始まりから途と方ほうもない時を経へて、ようやくわたしをこの世界に詠よび出すべき器うつわが生まれた。クルーエル・ソフィネットという器が。だからこそわたしはクルーエルに無限の愛を注ぎ、彼女を見守ってきた」


　ようやくカインツは確信を持った。


　やはりこの少女は、自分がトレミア・アカデミーで出会った──


「ええ。クルーエル・ソフィネットという少女。この子を救える可か能のう性せいがあるのはあなただけ。だからこそ、わたしはあなたを待っていた」


　彼女に何か災さい厄やくが近づいている。言葉からはそう読み取れるが、それも憶おく測そくの域いきを出ない。まるで雲を摑つかむような話だ。


「正確には、災厄ではない。でもこの子にとっては何よりの苦く痛つうとなる。その苦しみからこの子を解放できる人間を、わたしがそれを託たくせる人間をわたしはずっと探さがしていた」


　とめどなく、さながら泉いずみの水が溢あふれて地中に染しみ込むように、少女の澄すんだ声が島の最端にまで深々と浸透していく。


「そのためにわたしは、この島で全てを見続けていた。わたしは〈その約束に牙剝く者アマリリス〉。そして同時に〈緋色の背約者クルーエ・ル・ソフイ・ネクト〉でもある。そしてまた、この子にふさわしい相手を探すため全ての世界の事象と経過を記録する──すなわち、〈残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト〉」


　セラフェノ音語と、セラフェノ音語でなき意味の名を持つこの少女。


　自らを空白からつぽと名乗りながらも、これほど多くの残ざん酷こくな名を持っている。それは矛む盾じゆんという言葉の範はん疇ちゆうすら越こえ、一いち握あくの悲ひ壮そう感を抱いだかせた。


「この子を託せる人間を、ずっとわたしは探してきた。エイダ・ユン。最高の素そ質しつを持つ祓名民ジルシエを求め、クルーエルを同じ学園に進学させた。六年前、拠より所を求める敗者ヨシユアにも一いち縷るの望みを託した。わたしと出会うことが起き因いんとなり、老人ヨシユアは〈孵石エツグ〉を精せい製せいした。その〈孵石エツグ〉はトレミア・アカデミーへと伝わり、過去の卒業生であるあなたに〈孵石エツグ〉が伝わることもまた、わたしにとっては一つの予定」


　全ての事象が、六年前からこの少女の予定の内にあった。いや、少女に計画されていたということか。そしてその理由とは……


「全て、この子クルーエルにわたしを自覚してもらうため。〈孵石エツグ〉がトレミア・アカデミーへと伝わり、そしてそれが競演会コンクール時に暴ぼう走そうする。その中でクルーエルは黎明の神鳥フエニツクスを詠よび出した。いえ、詠び出さざるをえない状じよう況きようになった。夏期休きゆう暇かでの研究所、トレミア・アカデミーへのミシュダルの襲しゆう撃げき……それら全てに関かかわる〈孵石エツグ〉という玩具おもちやそのものが、一つの大きな波は紋もんを作り出すための投石だった。あの子がわたしを自覚するための」


　あの老人が〈孵石エツグ〉を作り出すこともまた、この少女の予定運命の中に組み込まれていたということか。いや、〈孵石エツグ〉を作らせるために、この少女はこの島で老人の前に姿を現あらわしたといった方が近いのかもしれない。


「そしてそのおかげで、ようやくわたしはあなたに託すことができる」


　──強い光を瞳ひとみに灯ともし、少女が力ある言葉を告げてくる。


　まるでそれ自身が一つの〈讃来歌オラトリオ〉であるかのように。





　カインツ、わたしはあなたを求めている。


　あなたがこの子を支ささえる代わりに、わたしの全てを、世界の全てをあなたにあげる。


　それは誰にもない、わたしだけの特とつ権けん。


　ife 『I』 『世界』がshe cooka Looあなたを望むの zo viaならば


　あなたが世界を望むのならば、世界の一つをあなたにあげる。


〈Iveイヴ〉はその身体なまえの内に『I世界』を持つ。


　けれどわたしは──


〈Armaririsわたし〉は、身体なまえの内に『I世界』を二つ持っているのだから。


　半分ではない、世界の丸ごと一つをあなたにあげる。


　空白の世界を、虹にじ色いろに塗ぬり替かえられるあなたになら、この世界を託してもいい。





「……そこまでボクに期待してもらっていて悪いけれど」


　その眼差しと言こと霊だまに、カインツはそっと肩かたをすくめた。


「あいにくボクは、そんな大きいものは欲ほしくないんだ。今あるものを大事にするだけでも、それがどれだけ大変か身に染みて分かっているからね」


　イブマリーとの思い出。交かわした約束。決して失ってはいけない想おもい。


　それこそが、自分にとって何より虹色に輝くものなのだから。


「それに、あなたの言っていることの意味がまだ理解しきれていないしね。でも、一つだけ分かる。彼女を守れる人物がいたとして、それはボクじゃないよ」


　今の時代のことは、今の時代の者に託すべきなんだ。


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんなボクなんかよりずっと相応ふさわしい彼がいる。そう、ネイト・イェレミーアスという名の夜色の少年が。


「……あなたも、クルーエルと同じことを言うのね」


　乾かわいた笑えみを口の端はしに浮うかべ、少女が視し線せんを落とす。


「それでもわたしは、ネイトを認みとめない。クルーエルを守る者として認めたくないの」


「それはなぜ？」


　少女の返事は、微び笑しようだった。


「また会いましょう。次は、全てが集つどう場所で」


「全て？」


「渦うずの中心は、ラスティハイトの亡ぼう霊れいを追う敗者。歪ゆがんではいるけれど、その意志は非常に強い。なにゆえあの男が敗者を名乗り、王を求めているのか……全てを失ったあの男の意志を退しりぞけるだけの想おもいが、果たして夜色の少年にあるのかしらね」


　少女を覆おおう淡あわい光の粒つぶが弾はじけ、消えていく。それに伴ともない、少女の身体も徐じよ々じよに光の粒子となって島の風に運ばれていく。


　あの時と一緒か。


　競演会コンクール。学園の屋上でイブマリーと再さい会かいし、そして別れた時。真しん精せいと化した彼女が消失していく時も、彼女は同じように夜色の光の粒と消えた。


「……巡めぐり会う時か」


　少女の姿が消え、残されたのは自分一人。いや、自分とアマリリスの庭園か。


　潮しお風かぜに湿しめった自分の前まえ髪がみを払はらい、カインツもまた踵きびすを返した。


「さてと、今から行っても会合は終わってる頃ころかな。……また先せん輩ぱいから怒おこられそうだ」


　風に飛ばされ、自分のコートの肩にとまる一枚まいの緋色の花か弁べん。それをそのままに、カインツは島の端に向かって歩きだした。












　贈奏　『こんなにも近い場所で』







　トレミア・アカデミー。一年生校こう舎しや、そのとある教室で。


「クルーエルは今日も欠席か」


　がらんとした机つくえを眺ながめ、オーマはぼんやりと呟つぶやいた。昨日同様、彼女は学園の医い務む室しつを借りて休養しているらしい。相も変わらず容よう態だいが芳かんばしくないのだろう。


「……しかし、なぜネイトまでいないんだ？」


　壁かべにかかった時計の針はりを見るに、もうホームルームの時じ刻こくまでいくらもない。普ふ段だんの男子生徒の中で誰だれより早く学校に来ているはずのネイトにしては珍めずらしいことだ。


　遅ち刻こく？　いや、あの真ま面じ目め少年が遅刻するとも思えない。


　一人で呟いているところに、金きん髪ぱつ童顔の少女がぽんと肩かたを叩たたいてきた。


「あー、ネイト君なら昨日ちょっと怪け我がしてお休みだよ。医務室……ふぁぁ。全然寝ねてないからやっぱりねむいねー」


　ミオ・レンティア。ネイトやクルーエルと特に仲の良い女子生徒である。彼女にしては珍しく朝っぱらから眠ねむそうに目をこすっていた。


「怪我？　昨日って何かあったっけか？」


　そう言えば、ゼア学園長も今日は腰よう痛つうで仕事にならないと言っていた気もするが。


「あんたたちは気楽でいいよねってこと。……あー、もうダメ。あたし今日の講こう義ぎは爆ばく睡すいかも。あとで誰かのノート見ようっと」


　こちらは大あくびをしながら、エイダ。彼女に至いたっては制せい服ふくの隙すき間まからそこかしこに絆ばん創そう膏こうと包帯が覗のぞいている。


　……気になる。昨日何があったんだ。


　いやそれ以上にゆゆしき問題は──


「というより、ネイトとクルーエルが共に医務室だと？」


　がたんと、オーマは机を叩いた。


「ネイトの奴やつ、何て羨うらやましい」


「いや、つぅかネイト絶ぜつ対たいその特権に気づいてない」


　口々に言い合う男子生徒。


　彼らに向け、オーマは勢いきおいよく頷うなずいてみせた。


「よし、任まかせろみんな！　男子クラス委員としての立場を利用してクルーエルに──じゃなかった、クラス委員の責せき務むとして、俺おれが代表で医務室のネイトを見てこよう！」


『うわ、オーマ汚きたねえぞっ！　俺たちも──』


「ま、待てっ、分かった！　分かったから消しゴムを投げるな！」





　放課後。総そう務む棟とうの通路に無数の足音が響ひびき渡わたる。


「……で、まさかこの人数で医務室に来ることになるとは」


　自分を先頭に、男子生徒総勢二十人近く。男子生徒ほぼ全員である。振り返ることも煩わずらわしく、オーマはこっそりと嘆たん息そくを呑のみ込んだ。


　──よし、行くぞ！


「失礼します、ネイトのクラス委員をしているオーマ・ティンネルです」


　ガラッと、医務室の扉とびらを勢いよく開ける。ざっと見渡しても医務員の姿はどこにもない。外出中なのだろうか。まあ、だがそれは別にいい。自分たちの標的はあくまで憎にくきネイトとクルーエルの寝顔だ。


　よし、突入。


『やあやあネイト君、話を聞こうか！』


　颯さつ爽そうと医務室に突とつ撃げきする男子生徒たち。


「またしても君はクルーエルと医務室で二人っきりという大だい胆たん不ふ敵てきな…………不敵な……」


　予あらかじめ用意しておいた台詞せりふを言いきる前に、オーマは口が動かなくなった。


　背はい後ごの男子生徒も同様。全員の視し線せんが、部屋の隅すみに並ならべられた二つのベッドに釘くぎ付づけになったからだ。


　目を閉とじ、あまりに美しい寝顔を見せるクルーエル。


　その横のベッドに──すやすやと、あまりに無む垢くな表情で寝入る夜色の少年がいた。


　自分たちがこれだけ騒さわいでも起きない……きっと、相当ぐっすりと眠っているのだろう。隣り合わせのベッドに横たわり、仲良く寝入る二人。それはまるで、お伽とぎ話ばなしにも出てきそうなほど穏おだやかで幻げん想そう的な光景だった。


　こ、これは──


「……あー、えっとさ」


　後ろ頭を搔かき、オーマは背後の男子生徒に振り向いた。


「…………帰ろっか」


　あまりに安らかな寝顔に、こちらの方が毒気を抜かれてしまった。


「そ、そうだな」


「今回はまあ許ゆるしてやるか」


　口々に言い残し、男子生徒たちは医務室を後にした。
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「ほらね、言ったでしょ。何も言わなくても平気ですよって」


「ほんとだ。ティンカの言った通り」


　医務室のついたてから、ひょっこりとエイダは顔を出した。放課後男子生徒が一いつ斉せいにどこかへ向かうのを目もく撃げきし、興きよう味み本位でついてきたら案の定だ。


「もう出て良さそうですね」


　身を隠かくしていたついたてからティンカが先に這はい出る。


「わたくしは学園外の人間なので事じ情じように詳くわしくないのですが、一いつ般ぱん生徒には今回のことは伝えられていないようですね」


「うん。学園長から先生たちには伝えるみたいだけどね。あとは、ルフ爺じいが親おや父じに伝えてくれるんでしょ？」


　学園の教きよう師し、そして〈イ短調〉のメンバー。浸しん透とう者しやも含ふくめ、まだ不ふ確かく定ていな情じよう報ほうの拡かく散さんは最さい低てい限げんに抑おさえておいた方が良い。それがエイダやルーファ、学園長が出した結けつ論ろんだ。


「ええ。ひとまずクラウスさんに伝え、そこから〈イ短調〉のメンバーにね。サリナルヴァにだけはわたくしから既すでに諸しよ経けい緯いを伝えてありますが」
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「そっか。サリナは何か言ってた？」


「一言、『クルーエルが心配だな』と」


　様々な状じよう況きようが入り乱みだれている現状で、当面一番の心配はクルーエルの体調だった。時折目を覚ますのだが、それもせいぜい数時間。不ふ規き則そくに昏こん睡すいに陥おちいり、不規則に目覚める。今なお、彼女は絶対安静を必要としていた。


「……あのさ、ティンカ。あたしがシャオって奴と出くわしたって話はしたよね」


「ええ。透明な名めい詠えい生物を詠よび出したのはその人物だと」


　そうだ。それについてもルーファ老人がまとめて〈イ短調〉へ報告する手て筈はずになっている。そして、そのシャオの下に、姿を消していたアルヴィルという自分の知り合いである祓名民ジルシエもいる。


　シャオが操あやつる空白名詠。そしてミシュダルの灰はい色いろ名詠。灰色名詠が何かの触媒カタリストの影えい響きようを受けて変化した浸透者。


　シャオが言うには、その触媒カタリストとは〈孵石エツグ〉に入っていた触媒カタリストと同じものだという。


〝夜色名詠に〈始まりの女イヴ〉という調律者がいるように、空白名詠にも調ちよう律りつ者しやが必要だから〟


〝この時代において空白の真しん精せいを心に宿した者、それがクルーエル〟


　調律──楽器の音の高さを標ひよう準じゆん音おんと音律に従したがって調整することだ。シャオの言葉を最も素す直なおに解かい釈しやくするならば、空白名詠という名詠の根こん幹かんを支ささえているアマリリスという真精がいて、その真精を心に宿しているのがクルーエルということになる。


　だからこそシャオはこの学園に現れた。そして迫せまり来る浸透者から彼女クルーエルを守るため、浸透者の存そん在ざいを自分たちに示しめした。シャオ自身の最終的な目的は分からないが、そう考えることで確かに納なつ得とくもできる。


「シャオが言ってたんだけどさ。あたしの理解が正確かどうかは分からないけど、クルーエルは自分の心の中に真精を詠んでしまってるらしい」


「心の中に？」


「うん。で、その真精とクルーエルが喧けん嘩か……ていうのかな、真精は名詠者に従うはずなのに、とにかくクルーエルの意識と衝しよう突とつしてるらしいんだ。今のクルーエルの体調不良はそれが原げん因いんらしくてさ」


　いや、もしかしたら話はクルーエルだけではないかもしれない。


　シャオは自みずからの目的を名詠式の存続と言っていた。空白名詠が始まりの名詠ならば、もしその真精とクルーエルの衝突が続けば、空白名詠をはじめ既き存そんの五色の名詠にすら重大な影響を及およぼす可能性すらある？


「その真精を取り除のぞけばクルーエルさんは治るのですか」


「分かんない。……あたしこの学園に来て半年ちょっと名詠式を勉強してきたでしょ。その中でね、最初に言われたことが、『名詠は自分の望むものを詠び出すものだ』ってことなの」


　自分の望むものが真精だとすれば、その真精を取り除くことが本当に解決策なのだろうか。それこそ、何か大切なものを失ってしまうことに他ほかならないだろうか。


　──本当の解決は、クルーエル自身の心の問題なのかもしれない。


「やっぱりクルーエルの病気は、まずいところまできてるのかい？」


「いえ、そんなことはありません。安静にしていれば──」


「ティンカ、あたしにまで噓つく気？」


　きっ、とエイダは彼女の顔を見上げた。


「目め逸そらして話すなんてらしくないよ。……ホントのこと、言ってよ」


　瑠璃色ラピスラズリの瞳をじっと見つめる。本当は、予想がついていた。自分からは絶対クルーエルの容よう態だいを告げない、そんな彼女の様子から。


「……なあ、頼むよティンカ」


　時計の秒針が時を刻む音だけが部屋に響き──


　先に息を吐いたのは、ティンカだった。


「衰すい弱じやくが目に見えて激しくなっています。このままでは遠くないうちに最悪の結果に──」


「……そっか」


　それは、ミオやクラスの友人に伝えるべき内ない容ようではないのだろう。……あまりに衝撃が大きすぎる。もし告げられるとしたら。ううん、告げなくてはいけない者がいるとしたら。


　それはきっと、クルーエルに一番近い人物。


「……そう言えば、ちび君頑がん張ばったんだってね」


　眠ねむりについている少年の頰ほおを、エイダは人差し指でこっそりと突つついた。


「ええ。わたくしが着いたと同時に気を失って……でも全身打だ撲ぼくと疲ひ労ろうで、それまで意い識しきを保たもっていたのが不思議なくらいでしたけれど」


　ティンカの話ではたった一人で浸透者を、それも反唱を駆く使しして還かえしたという。そのことに一番驚おどろいたのが他ならぬエイダだった。


　ふしぎなものだ。夏期休暇の直前に転入してきた時には、あれだけおどおどして失敗してばかりの子だと思っていたのに。


　──きっと、そのままじゃいけない理由ができたんだろうね。


　変わらなくちゃいけないための、大切な理由が。


　夏休み直前に出会ったばかりの二人なのに、たった二か月ほどの間に、最初からいた自分たちクラスメイトの誰よりも親しくなっていた。


　一体どれだけの時間を、どれだけの密みつ度どで過すごせばそんな関係になれるのだろう。


「きっと、あたしらなんかよりずっとさ、クルーエルに近い位置にいるのはちび君なんだと思う。今寝ている場所だけじゃなく、心の位置が」


　空白名詠の真精と衝突を続けるクルーエルの心。だから、クルーエルを助けられるとすれば────


「……女の子が男の子に守ってもらうのって、どんな気持ちなんだろうね」


　ふと顔を持ち上げ、エイダは窓まどへと歩いていった。


「風が吹ふき始めたね」


　吹き込む微かすかな風に、短く切った髪かみがさらりと舞まう。


　だがこの風も、いつか必ず止んでしまう。


「……もう、時間がない」


　今はただ、ちび君の声がクルーエルに届とどくことを信じるしかないんだ。














　あとがき







　規き則そく正しく目の前の線せん路ろを過ぎていく電車。道路を歩く子こ連づれの人、犬の散さん歩ぽに出かけている人。あるいは遠くのマンションで布ふ団とんや洗せん濯たく物ものを干ほしている人。


　休日、マンションのベランダから見える風ふう景けいは一年を通していつも同じです。


　雪などが降ればまた違った趣おもむきがあるのかもしれないけど、そうでもない限りは、ガラス越しに映うつる風景は一年間ほとんど変わりません。変わっているのかもしれないけど、誰もが一ひと目めで分かるくらい劇げき的てきな変化をしているわけではないようです。





　お久しぶりです、細さざ音ね啓けいです。


　黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかいIV『踊おどる世界、イヴの調ちよう律りつ』、手にとって頂きありがとうございます。


　一月に受賞作を刊行して、もうほとんど一年。窓先の風景は変わってないのに時間は本当に早く流れているんだなと思いつつ、今このあとがきを書きながら、外の景け色しきをぼうっと眺ながめてます。


　とにかくこの一年は右も左も分からない状況で、真まっ暗くらで出口も見えないトンネルを、とにかくがむしゃらに進んでいました。


　知人や友人から「この本割わりと面おも白しろかった」と言ってもらえれば喜び、ダメだしをされるとしょぼくれてみたり。たぶん、トンネルの中で何度も石につまずいたり、カーブ途と中ちゆうで壁かべに頭をぶつけたりしてきたんじゃないかと思います。頑がん張ばって走ったつもりでもすごく不ぶ格かつ好こうで、時とき々どき疲れ果てて歩いてしまったり。


　でも一緒に走ってくれた人たちのおかげで、この一年間はとても充じゆう実じつした一年になりました。何より、多くの方に力をもらって一年間歩けたことそのものが何より嬉しかったです。この場を借かりてお礼れい申もうし上げます。本当にありがとうございます。


　そう言えば音楽の楽がく譜ふに使われる用よう語ごの中には、「andante＝歩くような速さで」というものがあるようです。この表現はすごく優しいイメージを持っている気がして、最近特に好きな単語だったりします。


　自分では頑張って走ったつもりが、人から見ればそれはのんびり歩くような速さだったかもしれない。でもゆっくり進めたからこそ、こうしてどうにかやってこれたんだという気がします。





　冒ぼう頭とうの話題に戻りますが、今このあとがきを書いているのは九月です。


　暦こよみの上では秋かもしれないけど、あいにく季節的にはまだまだ残ざん暑しよ。粘ねばりつくような蒸むし暑あつさに負けて、細音はまだクーラーのお世話になっています。


　この四巻が出版されるのは十一月の下旬。その頃にはさすがにクーラーはつけていないと思います。それどころか暖だん房ぼうの準備に入っている頃かも。


　十一月の窓ガラスから見える歩道は、もしかしたらマフラーをして歩く人がいるかもしれません。いや、まだちょっと早いかな。マフラーは十二月くらいからだっけ。


　それでも──外からざっと見た限りでは分からないけれど、服の下にベストを羽は織おる人はいるかもしれない。靴くつ下しただって少し生き地じの厚あつい冬用にする人はいるかもしれない。


　窓ガラスから覗のぞく風景が一年の中で劇的に変わることはないけれど、もしかしたらその内面は少しずつ変わっているのかもしれません。


　一方で、「黄昏色の詠使い」の世界では夏休み前の競演会コンクールから始まって、夏休みが終わってちょっと経った時期。一巻から四巻までで二か月少々です。


　物語上ではたった二か月。でもその中で、ネイトとクルーエルもまた、初めて出会った頃からお互いにちょっとだけ変わってきたかもしれません。窓ガラスからは見えない部分が。（ネイトは、背は伸びてません。相変わらずです）





　もう四巻と言うべきか、やっと四巻と言うべきか。


　この巻は三巻からの実じつ質しつ的てきな続きの巻でしたので、今までの要よう素そも絡からめた上で気に入って頂ける内容になっていれば幸いです。そう、もう一年経つのかとも思ったのですが、思い返してみるとようやく一年かという気もしてきました。


　今まで話一つ一つの区切りはつけるように意識をして描いてきたつもりですが、見方によっては二巻から「続く」的な要素が続いています。人によってはもやもや感が残っていた方もいらっしゃるかもしれません。でも、これが最後です。


　次の五巻がいよいよ、『Episode1』全体の一つの山場になります。これが物語の終しゆう着ちやく点てんというわけではないけれど、一巻同様、大きなお話の一つに幕が降ります。


　物語上ではたった二か月。その中で、身も心も未み熟じゆくだった二人が、最初の関係から互いにどんな気持ちの変化があったのか。二人を取り巻く環かん境きようにどんな変化があって、二人がたどり着く心の関係は──


　一つの詠うたと共に、二人なりの答を出せたらいいなと思います。


　今まで一巻から積つみ重かさねてきたものは小さな歩みに過ぎないかもしれないけれど、この物語を今まで読んでくださった全ての方々に気に入って頂ける作品になるよう、全力で執しつ筆ぴつ中ちゆうです。歩くような速さで、少しずつだけど着実に。


　どうかご期待ください。





　第五巻の刊行は二○○八年の二月を予定しています。


　来年の二月、その頃には関東でも雪が降っているのかな。今はまるで予想もできません。でも来年のその頃には、またちょっとだけ自分も良い方向に成長できていればいいなと思ってます。もちろんただ願うだけでなく、出で来きる限かぎりの努力も忘れずに。


　そんな、ちょっとした目標と共に──


　五巻、来年の一冊目になりますが、今年一年積み重ねてきたものを形にしたいと思ってます。


　……と、大分あとがきの頁も残り少なくなってきました。


　今年はこの四巻が「黄昏色の詠使い」最後の刊行になります。だから、一年の終わりという形のご挨あい拶さつで終わらせて頂こうと思います。





　今年一年自分を支えてくれた家族、親しん戚せきの方々、そして多くの友人知人。


　物覚えの悪い自分を、今年一年ずっとナビゲートしてくださった担たん当とう編へん集しゆうＫさんはじめ、富士見書房の編集の方々、並ならびに出版に関わる過か程ていでお世話になった全ての方々。


　最高のイメージをこの本に与えて下さったイラストレーターの竹たけ岡おか美み穂ほさん。


　そして何より、今こうしてこの本を手に取って下さっているあなた。


　全ての方々へ。


　少し早いですけれど、あと一月ほどの二〇〇七年が、皆様にとって素敵な一年だったという結びで締めくくれることを心より願っております。


　今年一年、本当にありがとうございました。


　それでは、また来年お会いできることを願いつつ──





　二〇〇七年、九月　とある日の夜更けに
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